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序章






　アルカディアとバルベールの境にある国境
砦
 とりで

 は、数時間前までの激戦が嘘のように静かになっていた。

　それまでの戦いを物語るかのように、
砦
 とりで

 内のあちこちからは黒煙が立ち上っている。

　それらを望む中央邸宅の屋上で、
一
 かず
 良
 ら

 たちは無線機から聞こえた報告に、険しい表情を浮かべていた。

「……バルベールに徹底抗戦するか、もしくは属国になるかを投票で決めるというのか」

　予想外の報告に、ナルソンは心底驚いていた。

　バルベールがクレイラッツに接触していることは予想していたが、こんな事態になるとは考えたことすらなかった。

　まさか、国の運命を軍部や議会ではなく、民の１人１人に委ねるとは。

「結果がどうなりそうかは分かるか？　どうぞ」

『まったく分かりません。現在は投票の前段階でして、全国民へ現状の説明が行われています。投票開始は３日後です。各都市にある「権利の広場」という場所で、壺の中に白色か黒色の石を入れて投票するようです。全５都市にて同じことが同時に行われます。どうぞ』

「３日後か。この
砦
 とりで

 での戦いの結果を伝えるのは間に合わんな」

　ナルソンが悔しそうにつぶやく。

　アルカディアがバルベールから
砦
 とりで

 を奪い返したという結果を伝えることができれば、民意は同盟維持に大きく傾くかもしれない。

　だが、３日後に投票が始まってしまうのでは、どんなに急いでも投票開始には間に合わない。

　アルカディアが
砦
 とりで

 を奪われて窮地に立っているという話は、投票前の説明でクレイラッツ国民にも伝えられているはずだ。

　それを知ったうえで、彼らが同盟維持に票を入れるだろうか。

「……最寄りのリオンには投票終了のギリギリ前に間に合うかもしれん。早馬で使者を出しておいてくれ。どうぞ」

『かしこまりました。他の４都市には間に合いませんが、よろしいですか？　どうぞ』

「うむ。それは仕方あるまい。リオンにだけ、使者を送ってくれ。どうぞ」

　ナルソンたちのやり取りに、
一
 かず
 良
 ら

 がわずかに顔をしかめた。

　隣にいたバレッタが雰囲気でそれに気づき、
一
 かず
 良
 ら

 を見上げる。

「カズラさん、どうしました？」

「いえ……バイクか自動車でもあれば、間に合ったのになと思って」

「バイクか自動車……ラタよりも速く走れる乗り物ですよね？」

「ええ。一人乗りの小型自動車なら、幅的にあの通路も通れると思うんで。バイクなら確実に通れますから、こんなことなら持ってきておけばよかったです」

　日本と繋がる石畳の通路は、途中で曲がり角があるうえに出入口の幅が扉２つ分程度しかない。

　だが、普通のサイズの自動車は通れないが、コンビニの配達で使われているような小型の自動車程度なら十分通ることができる。

　今手元にあれば、夜通し走ってクレイラッツの全都市に
砦
 とりで

 奪還の報を伝えることができたかもしれない。

　もちろんその場合、移動に使った乗り物が誰かに見られてしまう可能性はかなり高いだろうが。

「そうですね……あの、もしかして、今度日本に戻ったら持ってくるんですか？」

「ええ、持ってきておこうと思います。今後は王都とか各領地への連絡にも急を要することになるかもしれないですし」

「カズラ、それって、グリセア村に置いてある農業用
運
 うん
 搬
 ぱん
 車
 しや

 みたいなやつ？」

　
傍
 かたわ

 らにいたリーゼが、話に加わってきた。

　ジルコニアも興味深そうに、
一
 かず
 良
 ら

 を見ている。

「ああ、そうだよ。あれよりも、かなり速く走れる乗り物だ」

「かなり速くって、どれくらい速いの？」

「グリセア村からイステリアまで、半刻（約１時間）かからないくらいで移動できるくらいの速さかな」

「「えっ!?
 」」

　リーゼとジルコニアから驚きの声が上がる。

　イクシオスと話していたナルソンも話を止め、ぎょっとした顔で
一
 かず
 良
 ら

 を見ていた。

「だから、今この場にあれば、クレイラッツへの連絡も間に合ったのになって。複数台あれば、全都市に連絡できたかもしれないし」

「た、確かにそうだね。そんな乗り物があるのなら、間に合ったかも――」

「でも、それなら無線機を各地に配置したほうがいいと思います。村の人たちにも協力してもらえるんですし、これからは各地に無線基地を作ったらどうでしょうか」

　リーゼの言葉をさえぎり、バレッタが提案する。

　彼女としては、できる限り
一
 かず
 良
 ら

 の身に危険が及ぶようなことは避けたいのだ。

　
一
 かず
 良
 ら

 としてもそれは分かるのだが、綱渡りな現状ではそうも言っていられない。

　火薬兵器やクロスボウの導入で十分どうにかなると考えていたのだが、どうもそうはいかないようだ。

　クレイラッツが裏切るかもしれないとあっては、軍を率いてバルベール国内に攻め入ることもおぼつかない。

「無線基地はいい考えですね。近いうちに、それもやることにしましょう」

「はい……あ、あの、自動車とかバイクは……」

「それも持ってきておきます。各地域に連絡するにしたって、その情報を信じてもらうためにナルソンさんの署名入りの書簡が必要だったりするはずです。無線通信じゃ、物の移動はできませんからね」

「……分かりました」

　きっぱりと言い切る
一
 かず
 良
 ら

 に、バレッタが少し暗い顔で
頷
 うなず

 く。

　
一
 かず
 良
 ら

 はナルソンに顔を向けた。

「ナルソンさん、自動車などの目立つ道具を使う都合上、主だった武官や文官にグレイシオールがイステール家に力を貸しているという話をしておくべきです。実際に使う時に混乱を招いては元も子もありませんから」

「……いえ、それは今しばらく待ったほうがいいと思います」

「えっ？」

　予想外のナルソンの返答に、
一
 かず
 良
 ら

 が驚いた声を上げる。

　他の面々も、一様に驚いた顔でナルソンを見た。

「知らせるのでしたら、各領地の領主、そして王家といった上層部のみにするべきです」

「えっと……それはどうしてですか？」

「戦局があまりにも微妙な時期だからです。それに、カズラ殿がグレイシオール様なのではという
噂
 うわさ

 が、すでに騎兵隊を中心に広まりすぎています。今、武官や文官たちだけとはいえ、公にするのは危険です」

「グレイシオールの協力があると説明すれば、やはりあいつがそうだったのかってなるってことですかね？」

「はい。そうした場合、カズラ殿を殺害するか拉致するかして
手
 て

 
土産
 みやげ

 にし、バルベールに逃げようと考える者が出るやもしれません」

「……クレイラッツの投票結果が、バルベールに屈することになった場合はなおさら、ですか」

「そのとおりです。皆、５年前までの戦いで、バルベールとの戦争の厳しさは骨身に染みています。バルベールとクレイラッツを相手にして勝てるとは、まず考えません。カズラ殿に出張ってもらって、グレイシオール様として大々的に宣伝すれば、確かに士気も上がり、団結もより強固になるとは思うのですが……」

「その後で俺に何かあったら、それが一気に瓦解するってことですか」

「はい」

　
一
 かず
 良
 ら

 がグレイシオールだという話が広まり、公然の秘密、もしくは
一
 かず
 良
 ら

 の存在を公にした場合。

　当然だが急所を
晒
 さら

 すも同然であり、それは
一
 かず
 良
 ら

 の身の危険に直結する。

　その結果、
一
 かず
 良
 ら

 が拉致されたり殺されでもしたら、ある者は絶望し、またある者はイステール家によるプロパガンダだったのかと勘繰るだろう。

　神という存在が、そんな簡単に拉致や殺害されたりするはずがないと考えるだろうからだ。

　皆がそう考えて、神を殺せるはずがないと考えてくれればいい。

　だが、ナルソン邸で普通の人間と同じように過ごしている
一
 かず
 良
 ら

 を見ている者のなかには、普通の人間と大差ないと考える者がいてもおかしくない。

　以前、グリセア村で頭を
怪
 け
 我
 が

 して包帯を巻いた姿を見たことのある者であれば、なおのことそう考えるだろう。

「実際に自分の目で此度の戦いを目にしていれば、我が国の勝利に確信を持てるかもしれません。しかし、イステリアに残してきた者たちはそうもいきませんからな」

「ふむ……録画した映像を見せればそれは解決しますけど、それだと俺の存在を公にするのと同じってことになりますもんね」

「そういうことです。残念ながら、時機を逸しております。
砦
 とりで

 を奪われる前に大々的に宣伝し、それらの乗り物や大量生産した火薬兵器を他国も巻き込んで披露していれば、
砦
 とりで

 への奇襲自体が起こらなかったやも――」

「お父様！」

　リーゼの咎めるような声に、ナルソンが口を閉ざす。

　たらればの話をすればきりがないが、ナルソンの言っていることはもっともだ。

　
砦
 とりで

 を奇襲されるということ自体、誰も想定していなかったことなので、仕方がない話ではあるのだが。

　要は、状況不利とみて裏切る
輩
 やから

 が出るかもしれないというのが問題なわけだ。

　ならば、絶対に裏切らない、裏切ることができないという状況を作ればいいわけだが、それにはどうすればいいのか。

「カズラさん、とりあえずは、各領主と王家に説明をするだけにしておいてはいかがですか？」

　
一
 かず
 良
 ら

 が考えていると、それまで黙っていたジルコニアが口を開いた。

「カズラさんのことは伏せるか代役を立てるかして、今回録画した戦闘の映像を彼らに見せるのがいいと思います。戦闘が圧倒的だったということも伝えられますし、映像を記録する道具を見せられれば、神が味方に付いていると皆が信じるはずです」

「代役は私がやります。私がグレイシオール様のつなぎ役ということにすれば、出身地も相まって不自然さもありません」

　率先して身代わりになろうとするバレッタに、
一
 かず
 良
 ら

 は苦笑しながらその肩に手を置いた。

「バレッタさん、そういうのはなしだって言ったじゃないですか。俺がお偉いさんがたに説明しますって」

「で、でも……」

　バレッタは言い
縋
 すが

 りかけ、言葉を止めた。

　そして、真剣な顔で
一
 かず
 良
 ら

 を見た。

「……なら、これからは私が四六時中、カズラさんの護衛として
傍
 そば

 にいます。部屋も、カズラさんの部屋に引っ越しますから」

「えっ？　いや、さすがにそこまでしなくても」

「しないとダメです。カズラさんの身は私が守ります」

「それなら、私もこれからはカズラの部屋に住もうかな。今なら、近衛兵にだって剣でも素手でも負けない自信あるし。私が守ってあげるよ」

　バレッタに続き、リーゼまでそんなことを言い始めた。

　２人とも、目が本気である。

「だから、２人ともそんなことしなくてもいいですって。今までどおり、警備にはグリセア村の人に立ってもらえば十分ですよ」

「でも、カズラさん――」

「それに、ちょっといいことを考え付きました。たぶん、これをやっておけば大丈夫です」

　言いかけたバレッタに被せるようにして、
一
 かず
 良
 ら

 がそんなことを言う。

　妙に自信ありげだ。

「え、いいこと、ですか？」

「何それ？　誰も裏切らせないような方法でもあるってわけ？」

　
怪
 け
 訝
 げん

 そうなバレッタとリーゼに、
一
 かず
 良
 ら

 が
頷
 うなず

 く。

「うん。要は、『裏切ったら確実に
酷
 ひど

 い目に
遭
 あ

 う』って分かってれば、誰も裏切らないと思うんだ」

「
酷
 ひど

 い目って、裏切ろうとして捕まったら財産没収のうえで一族郎党死罪なんだから、それより
酷
 ひど

 い目なんてないでしょ」

「そうですよ。裏切るような人たちは、そのリスクを承知で裏切るんですから。分からせるも何もないですよ」

　異を唱えるリーゼとバレッタ。

　
一
 かず
 良
 ら

 は「そうだな」と
頷
 うなず

 いた。

「普通に考えれば、それ以上
酷
 ひど

 い目なんて存在しないよな。でも、死んだ後に地獄行きが決定するって分かったら、どう考えるかな？」

「……地獄行き？」

「どういうことですか？」

　意味が分からない、といった表情の２人。

　ジルコニアとナルソンも
怪
 け
 訝
 げん

 な顔をしている。

「ナルソンさん、この国の人たちって、グレイシオールやオルマシオールのことは当たり前のように信じてるんですよね？」

「え、ええ。全員が絶対にとは言えませんが、この国に生きる者であれば大多数が信じていると思います」

「ナルソンさんも信じてますか？」

「信じるも何も、カズラ殿という本物のグレイシオール様と日頃から接しているではないですか」

　当然のように答えるナルソン。

　バレッタ、リーゼ、ジルコニアの３人は、互いに顔を見合わせている。

　この場にいる５人のなかでは、ナルソンだけが
一
 かず
 良
 ら

 が本物のグレイシオールだと信じているのだ。

「そ、そうですね。では、皆それなりに信心深いってことでいいんですね？」

「はい。大なり小なり、皆信じているかと」

「それはよかった。裏切り防止のために、それを利用しようと思うんです」

「あの、カズラさん。話が全然見えないです。分かりやすく説明してくれませんか？」

　珍しく、バレッタが
一
 かず
 良
 ら

 を急かす。

　
一
 かず
 良
 ら

 のこととなると、どうしても冷静ではいられないのだ。

「えっとですね、皆に、実際の地獄の映像を見てもらおうと思うんです」

　その場にいる全員が、ぎょっとした顔を
一
 かず
 良
 ら

 に向けた。










第１章　アルカディアの急所






「地獄の……」

「……映像？」

　まるで連携したように、バレッタとリーゼが続けて言う。

　何が何だか分からない、といった表情だ。

「そう、地獄の映像です。これでもかっていうくらい、恐ろしくて強烈なやつを見せようかと」

「カ、カズラさん、もう少し詳しく話してください。まさか、本物の地獄の映像が存在するんですか？」

　ジルコニアが、まさかといった顔で質問する。

　それを見て、
一
 かず
 良
 ら

 はにやりとした笑みを浮かべた。

「はい、存在しますよ。次にあちらの世界に戻った時に撮影してきます。地獄に行ったらこんな目に
遭
 あ

 うんですよ、といった内容で、字幕付きで動画をつ……撮影してきますから」

「えっ、でも、カズラ。この間オルマシオール様と話した時に、天国とか地獄が……あ、何でもない。続けて」

　
一
 かず
 良
 ら

 の目くばせを受け、リーゼはその意味を即座に察して口を閉ざした。

　バレッタもそれで察し、そういうことかとほっと息をついている。

　ジルコニアは素で信じているようで、不安げな表情を
一
 かず
 良
 ら

 に向けていた。

　恐る恐る、といった様子でナルソンが口を開く。

「カズラ殿……その地獄の映像を皆に見せて、裏切ったら地獄に落とすぞと
脅
 おど

 すということでしょうか？」

「そんな感じです。死んだ後は王も貴族もありませんし、権力でどうこうできる問題じゃないですから。
脅
 おど

 しの効果は抜群かと思って」

「そ、そうですな……抜群でしょうな……」

「あ、そうだ！」

　実に不安そうにナルソンが
頷
 うなず

 いた時、リーゼが声を上げた。

「バルベールの元老院議員たちにも、それを見せてやればいいんじゃない？　逆らったら地獄に行くよって
脅
 おど

 せば、戦争どころじゃなくなるよ、きっと」

「うん、それは俺も考えたんだけどさ。多分無理だと思う」

　残念そうに言う
一
 かず
 良
 ら

 。

　同意するように、ナルソンも深く
頷
 うなず

 く。

「リーゼ、それは悪手だ。ただの戦争ではなく、互いを根絶やしにするほどの破滅的な戦いになってしまうぞ」

「えっ？」

　意味が分からない、といったふうにリーゼが小首を傾げる。

「根絶やしって……いくらなんでも、本物の地獄の映像を見せれば考えを改めるんじゃないですか？　死んだらそうなるって分かれば、きっと彼らも――」

「リーゼ様、信仰する神が違うことが問題なんです」

　先に意味を理解したバレッタが、リーゼに説明する。

「そんなものを見せられたら、バルベールの人たちは後戻りできなくなってしまいます。元から自分たちが信仰する神に
縋
 すが

 るしかなくなってしまうんです」

「うむ。突然侵略戦争を仕掛けてきて、こちらの兵士を散々殺した後では、どう考えても手遅れだ。そんな相手の神に服従したとあっては、問答無用で地獄行きになると私なら考える」

　バルベールとアルカディアでは、信仰している神が違う。

　例えば、アルカディアではグレイシオールが慈悲と豊穣の神として信仰されているが、バルベールでは『ハーレル王』という精霊がそれに当たる。

　ハーレル王は収穫の王と呼ばれる精霊で、作物や動物、漁獲物はすべてハーレル王から与えられる恵みだと考えられている。

　その他、戦いや商売に関しても、アルカディアとは別の神や精霊が信仰されている。

「ですよね。信仰していない神に『地獄に送るぞ』って
脅
 おど

 されても、ふざけんなってなるだけだと俺も思います。それどころか、相手を神ごと根絶やしにしなければって考えるんじゃないかなと」

「そっか……今さら
改
 かい
 宗
 しゆう

 したりしても、いいことなんて一つもないもんね……」

「うん。バルベールで信仰されてる神様を動画に出すってのも考えたけど、やっぱり無理があるよな。こっちから話を持ち掛ける時点で、ろくな結果にならないと思う」

　
一
 かず
 良
 ら

 がそう言うと、ナルソンが少し驚いた顔になった。

「相手の神様……ですか？　カズラ殿は、バルベールの精霊や神々とも知り合いなのですか？」

「あ、いや……」

　
一
 かず
 良
 ら

 が本物の神だとすっかり信じ切ってしまっているナルソンに、本当のことを話すべきかと
一
 かず
 良
 ら

 は口ごもった。

　
一
 かず
 良
 ら

 はナルソンを信頼しているが、彼に本物の神だと思っていてもらえると、余計な画策を心配しなくて済むという考えもある。

　そういった考えに至ってしまうあたり、完全には信頼しきれていないと言われればそのとおりなのだが。

　
一
 かず
 良
 ら

 を利用してどうこうする気はない、というのは出撃前のリーゼを交えたやりとりで分かったのだが、負傷したウリボウを飼うといった提案をしたこともあったのが気がかりだ。

　現状、あえて本当のことを言うよりも、自分を神として信じてもらっていたほうが都合がよさそうに思える。

　戦争が終結したら本当のことを言って謝ることにして、今はこのままにしておこうと内心
頷
 うなず

 いた。

「知り合いってわけじゃないです。会ったこともないですね」

「ふむ、そうでしたか。オルマシオール様もそうですが、神や精霊同士というのは、あまり交流がないのですかな？」

「そ、そうですね。皆、その辺はおざなりですかね」

「残念です。ガイエルシオール様やスイプシオール様にも、一度お会いしたかったのですが」

「は、はは。まあ、機会があったらそのうちにってことで……」

　
一
 かず
 良
 ら

 の言い分がツボにはまったのか、リーゼが下を向いて口元を押さえている。

　バレッタは
一
 かず
 良
 ら

 がとったナルソンへの対応に賛成なのか、少しほっとした様子だ。

『――ナルソン様、そろそろ話は終わりましたでしょうか？　どうぞ』

　タイミングよく、無線機からイクシオスの声が響いた。

　彼を待たせっぱなしだったことをナルソンは思い出し、送信ボタンを押す。

「すまん、待たせたな。ええと……クレイラッツの投票についてだったな。どうぞ」

『はい。投票結果によっては、我々は窮地に立たされます。クレイラッツとの国境の防備を強化すべきです。どうぞ』

「うむ。国境付近の街に部隊を送ろう。
予
 よ
 備
 び
 役
 えき

 を中心に、徴兵を始めておいてくれ。どうぞ』

『かしこまりました。イステリアの守備隊に持たせているクロスボウを、新設する部隊用に転用して明日より訓練を開始します。どうぞ』

「そうしてくれ。それと、クレイラッツの話に戻るが、民意を扇動しようとするような者は見られないのか？　どうぞ」

『演説は禁止されているため、そういった者はおりません。ですが、バルベールから使者が来ており、「滅びの道を選ぶことはない。我々に屈せよ」と呼び掛けがあったようです』

「ふむ……」

　どんな結果になるのかまったく予想が付かず、ナルソンが
唸
 うな

 る。

　すると、再び無線機からイクシオスの声が響いた。

『クレイラッツにバルベールが接触していたということは、残り２つの同盟国、プロティア王国、エルタイル王国にも接触していたとみて間違いありません。どうぞ』

「うむ。その二か国も敵に回る可能性があるな。王都、グレゴルン領、フライス領にも新兵器の設計図と現物を送るべきか……」

　同盟国すべてが敵に回る可能性すらあるとあっては、もはや国内での優位性がどうこうなどと言っている場合ではない。

　イステール領は持ちこたえたとしても、グレゴルン領やフライス領が潰されては挟み撃ちに
遭
 あ

 ってしまう。

　そうなれば、いかに新兵器を有していたとしても、数で圧倒されてジリ貧になる可能性が非常に高い。

「なるべく早くそちらに戻る。詳しくはその時話そう。どうぞ」

『かしこまりました。それと、これは私事なのですが……アイザックはどうしていますか？　どうぞ』

　その言葉に、ナルソンが、ふっ、と
頬
 ほほ

 を緩めた。

　黙って聞いていたジルコニアとリーゼは、意外そうな顔つきになっている。

　仕事中に、彼が息子のことを聞いてくるのは、２人が知る限りこれが初めてだったからだ。

　今この場にはアイザックはおらず、第２騎兵隊を従えて
砦
 とりで

 の周囲の警戒に当たっている。

　もしここにいたとしたら、彼はどんな顔をしただろうか。

「元気にしているよ。期待に応え、立派に働いてくれた。良い息子を持ったな。どうぞ」

『……そうでしたか。お役に立てたようで何よりです。それでは、お戻りになるのをお待ちしております。どうぞ』

　どこかほっとしたようなイクシオスの声が響く。

「うむ。もうしばらくの間、イステリアを頼む。通信終わり」

　無線を切り、ナルソンが
一
 かず
 良
 ら

 に顔を向ける。

「カズラ殿、明後日にでもイステリアへ発とうと思うのですが、よろしいですか？」

「んー……いえ、俺は明日、直接グリセア村に向かうことにします。大急ぎで動画を用意しないといけないんで」

「む、そうですか。どれくらい時間がかかりそうですか？」

「うーん……ちょっと分からないです。すぐにできるかもしれないですし、１カ月とか２カ月とかかかってしまうかもしれないです」

　動画の製作など
一
 かず
 良
 ら

 は携わったことがないので、業者に頼むにしてもどれだけ時間がかかるのかさっぱり分からない。

　頼み方すら日本に戻ってから調べないといけない状況なので、費用は問題ないにしても製作にかかる期間はまったくの未知数だ。

　だが、何を頼むかが固まっていなければ話にならない。

　依頼する前に、大まかな動画のイメージを作っておく必要があるだろう。

「ふむ……王家や他領の領主を集めるとなると、前もって伝えておく必要があります。目途が付いたら教えていただきたいのですが」

「分かりました。用意にかかる日数が分かったらすぐに無線で連絡するので、それに合わせて王家とかに招集をかけてください」

「かしこまりました。では、あらかじめ各領地に無線機と呼び出しの書状を持たせた使者を送っておこうと思います。通信役として、使者にグリセア村の者を同伴させたいのですが」

「はい、それで大丈夫です。文官には、グレイシオール周りのことは伝えておいてください。上映会の際には、彼らにも動画を見てもらうので」

「分かりました。特に信頼のおけるものを使わせますので、ご安心を」

「お願いします。バレッタさん、そういうわけですので、一緒に付いてきてもらってもいいですか？」

「はい！」

　バレッタが嬉しそうに
頷
 うなず

 く。

　イステリアで作業をしていろと言われてしまうかもと心配していたので、声をかけてもらえて嬉しかったのだ。

　元より、現在は火薬の備蓄がほぼゼロになっており、精製はグリセア村でしか行っていない。

　精製作業ができるのはバレッタだけなので、村で
一
 かず
 良
 ら

 を待っている間に、できる限りたくさんの火薬を作り上げておかなければならない。

「……カズラ、しばらくイステリアには帰ってこれないの？」

　リーゼが不安げな眼差しを
一
 かず
 良
 ら

 に向ける。

「いや、そんなことはないよ。少しの間、行ったり来たりになると思うけど」

「そっか……うん、分かった」

　元気のない声で、リーゼが返事をする。

「ごめんな。なるべく早く戻るようにするから」

「……カズラさん、リーゼ様にも付いてきてもらってはどうでしょうか」

「えっ？」

　バレッタからの予想外の提案に、リーゼが驚いた顔になった。

「私は火薬関連の作業にかかりきりになってしまうので、他の作業に手を出している暇がありません。代わりに、リーゼ様に主導してもらって、村の皆と一緒に作ってもらいたいものがあって」

「作ってもらいたい物？　何を作るんです？」

「手投げ式の爆弾です」

「ば、爆弾？」

　ぎょっとした声を上げる
一
 かず
 良
 ら

 。

　リーゼたちは何のことなのか分からず、困惑顔だ。

「はい。缶詰の空き缶が村には大量にとっておいてあるので、それを使って爆弾を作ります。次の戦いの時に、きっと役に立つと思います」

「なるほど……って、もしかして、そのために今まで空き缶を集めてたんですか？」

　かなり前の話になるが、村にある空き缶などのゴミを回収したほうがいいかと
一
 かず
 良
 ら

 はバレッタに聞いたことがあった。

　その際、バレッタは「村の空き家にまとめて置いてあるんで、大丈夫ですよ。それに、いろいろと使い道もありますし」と言って断ったのだ。

　その時は「それならいいか」とそのままにしてあったのだが、本当の目的はこれだったようだ。

「はい。ハンドキャノンやカノン砲があれば大丈夫かなと思っていたんですが、やはり爆弾も必要だと感じました。今のうちに、作れるだけ作っておきたいなって」

「なるほど……うん、確かにそうですね」

「カズラ殿、その『バクダン』という武器は、どんなものなのですか？」

　ナルソンが口を挟む。

　
一
 かず
 良
 ら

 とバレッタ以外、完全においてけぼり状態だ。

「あ、すみません、勝手に話を進めちゃって。爆弾っていうのは、火薬を使った
投
 とう
 擲
 てき

 兵器です。壺とか空き缶の中に火薬を詰めたもので、一定時間後にはじけ飛んで周囲に大きな被害を出すことができるものです」

「そんな兵器が……それを、リーゼに作らせるというのですね？」

「えっと……はい。かなり危ない作業になりますが――」

「私、やるよ。何でもやる」

「む……」

　即座に
一
 かず
 良
 ら

 に宣言をするリーゼ。

　だが、父親であるナルソンはかなり不安そうだ。

　それを見て、バレッタが口を挟む。

「作業には万全を期しますので、大丈夫です。私がちゃんと見ますから、安心してください」

「だが、なにもリーゼがやらなくとも……」

　バレッタが見てくれるとはいっても、ナルソンとしては心配で仕方がなかった。

　火薬の爆発力は、ナルソンとて十分に理解している。

　もし事故があったら、
怪
 け
 我
 が

 では済まないはずだ。

「お父様、お願いします。行かせてください」

　
懇
 こん
 願
 がん

 するような眼差しを向けてくるリーゼに、ナルソンはため息をついた。

　バレッタがリーゼを気遣って、グリセア村への同行を提案したことはもちろん分かっている。

　リーゼもすっかり行く気になってしまっているので、心配だが行かせるしかないだろう。

「……分かった。ただし、くれぐれもバレッタの言うことをよく聞いて作業をするんだぞ」

「はい！」

　嬉しそうにリーゼが返事をする。

　やれやれ、とナルソンは
一
 かず
 良
 ら

 に顔を向けた。

「では、私は
砦
 とりで

 の被害状況の確認と防衛計画の策定に入ります。何かあったら会議室におりますので」

「了解です。俺はその辺の空き部屋にいますね。動画の構成を考えないと」

「カズラさん、私も手伝います」

「私も。なんだか楽しそうだし」

「ジル、行くぞ」

「え、ええ」

「どうかしたか？」

「……ううん、なんでもないわ。行きましょう」

　ジルコニアは何か言いたげな顔をしていたが、ナルソンとともに去って行った。





「わっ!?
 　な、何これ!?
 」

「こ、こんなこともできるんですか……」

　テーブルに置かれたノートパソコンの画面を見て、リーゼとバレッタが驚きの声を上げた。

　画面には、以前バレッタがスマートフォンで撮影した
一
 かず
 良
 ら

 の写真が表示されている。

　だが、その写真は顔の部分がぐにゃりと
歪
 ゆが

 み、まるで安っぽいホラー画像のようになってしまっていた。

　付属のペイントソフトで、
一
 かず
 良
 ら

 が少しだけいじったのだ。

「こんなふうに、動画も加工できるんだよ。もっとも、俺みたいな素人じゃ上手には作れないけどさ」

「撮影した動画を加工して、地獄の映像を作るってこと？」

　顔の
歪
 ゆが

 んだ写真から目を逸らしつつ、リーゼが聞く。

「そういうこともできる。といっても、俺はそんな技術持ってないから、プロにお願いすることになるけど」

「河川改修工事の図面の時みたいに、日本の業者さんに頼んで作ってもらうってことですか？」

「そのつもりです。ただ、どんなふうに作ればいいのかイメージも描けてないんで、どうしようかなって」

「どんなふうに、ですか……」

　バレッタがカチカチとマウスを操作し、写真をいじくり回す。

　
一
 かず
 良
 ら

 の上半身が背景ごと変形し、さらに気味の悪いものが出来上がった。

　うっ、とバレッタが顔をしかめる。

　リーゼは見たくないのか、顔を逸らしたままだ。

「アルカディアの人たちがイメージする地獄ってどんなものなんです？」

「どんなものって言われても……考えたこともなかったです」

「ありゃ、そうなんですか。リーゼはどうだ？」

　話を振られ、リーゼが
唸
 うな

 る。

「んー……これこれこういう場所っていう細かい話は聞いたことないかな。言い伝えとかもないと思うよ」

「えっ、そうなのか？　何となくでもいいんだけどさ」

「そう言われても……悪いことした人たちが罪を償う場所なんだから、とにかく
酷
 ひど

 い目に
遭
 あ

 う場所なんじゃない？」

「
酷
 ひど

 い目、ねぇ……」

「カズラさんの国の人たちが想像する地獄って、どういうところなんですか？」

　変形した写真を閉じ、バレッタが
一
 かず
 良
 ら

 を見る。

「日本の絵本とか昔話だと、鬼っていう化け物に巨大な大釜で釜茹でにされたり、針でできた山をひたすら上り下りさせられたりしますね」

「釜茹でと針の山ですか……釜茹ではともかく、針の山なんてあっという間に死んじゃいそうですね」

「いや、亡者はもう死んでるから、体中穴だらけになりながら延々と上り下りするんです。極限の苦しみがひたすら続く感じですね」

「あ、穴だらけですか……」

　想像してしまったのか、バレッタは足をもじもじさせている。

「まるで、極悪人がやられる
刑
 けい
 罰
 ばつ

 みたいだね。釜茹でなんかは、やってる国もありそうだし」

「そうなのか？　そういえば、この国の
刑
 けい
 罰
 ばつ

 とか全然知らなかったな……どんなのがあるんだ？」

　
一
 かず
 良
 ら

 に聞かれ、リーゼが口元に手を当てて考える。

「講義で聞いたのしか知らないけど、一番すごいのは焼けた
鉛
 なまり

 の棒を死ぬまで何度も身体に押し付けるやつかな。すぐに死なないように、少しずつ焼くんだって」

「うげ、それは刑を執行する人もきつそうだな……すぐに死なないようにってのが、なおのこときついな」

「王家とか領主に謀反とか暗殺を企てたりすると、それらしいよ。大昔に一度やったことがあるみたい。何日かに分けて執行して、貴族は全員見学するのを強制させられたんだってさ」

「見せしめの意図もあるだろうからな。他にはどんな
刑
 けい
 罰
 ばつ

 があるんだ？」

「んーと、実質死刑と同じなのは、鞭打ち、火あぶり、舌引き抜きとかかな。溶けた
鉛
 なまり

 を飲ませるのもあったと思う」

「ほうほう、いろいろあるんだな。他には？」

「……もしかして、実際の
刑
 けい
 罰
 ばつ

 を動画で使うの？」

　明らかに『見たくない』といった表情でリーゼが言う。

「あ、いや、ただ興味本位で聞いただけだよ。一般的に地獄がどんなものか認知されてないなら、動画は映画の映像を切り貼りして作ったものを使えばいいかな」

「映画？　なにそれ？」

「娯楽用に作られた、物語形式の映像のこと。おとぎ話とか昔話とか、作り話を映像で作ったりするんだ」

「えっと……演劇を撮影した動画のこと？」

「そういうのもあるけど、映像自体を本物そっくりに作ることができて……何て言ったらいいのかな」

　上手い説明の仕方が思いつかず、
一
 かず
 良
 ら

 が
唸
 うな

 る。

　バレッタは百科事典の知識があるためか、分かっている様子だ。

「『コンピューターグラフィックス』とか、『アニメーション』のことですよね？」

「そうそう、それです。そういう技術で、地獄をモチーフにした映画がすでにあるんで、それを切り貼りして作るのもありかなって」

「切り貼りですか。映像をつなぎ合わせるんですね？」

「ええ。１から作るよりは、かなり簡単に作れると思うんで。地獄がどんなところかっていう具体的な言い伝えがないなら、たぶんそれでも平気かなと」

「そうですね。業者さんにお願いすれば、製作期間も短くて済みそうですもんね」

「じゃあ、何か適当にそれ系の映画を探して、業者さんにお願いしてそれっぽく作ってもらいますね」

「はい。ハンドキャノンとかカノン砲の紹介動画みたいな感じで作ってもらえれば、きっと分かりやすく……あ」

　何かに気づいたように、バレッタがはっとした顔になる。

「カズラさん、やっぱりそれダメですよ」

「え、何でです？」

「日本で作るってことは、音声は日本語なんですよね？」

「あっ、そうか！」

　以前、兵器の紹介動画を皆に見せた時、
一
 かず
 良
 ら

 以外は動画から流れてくる日本語を理解することができなかった。

　日本の業者に丸投げして動画を作ってもらうにしても、こちらの世界の言語の字幕を入れるか、音声を吹き替える必要がある。

「うーん……そしたら、バレッタさんとリーゼに
台詞
 せりふ

 を録音してもらいますか」

「えっ、わ、私たちがですか!?
 」

　バレッタがぎょっとした声を上げる。

「はい、お願いします。３人で映画を見ながら、どんな説明にすればいいか考えましょう。リーゼもお願いできるか？」

「うん、いいよ。ハンドキャノンとかの動画と同じような感じで映画っていうのにも興味があるし、日本語の勉強にもなりそうだし」

「ありがとな。それじゃ、ひとまず動画の話はこれでいいか」

　
一
 かず
 良
 ら

 がソファーから立ち上がる。

「ウリボウたちを
砦
 とりで

 に運ぶように伝えてくるか。あと、
怪
 け
 我
 が

 人たちの様子を見に行こうかな」

「あ、私も行く。カズラのお薬も持って行っていい？」

「そうだな、持って行こうか」

「うう、王族のかたたちに見てもらう動画に、私が声を入れるなんて……」

「大丈夫ですって。何度でも撮り直しできるんですし、実際に王族の前で話せって言ってるわけじゃないんですから」

「それでも心配です……」

「なら、私が全部やってあげるよ。たぶん上手くできると思うから」

「あっ、いえ！　私も頑張ります！」

　そんなやり取りをしながら、３人は部屋を後にした。





　その日の深夜。

　
一
 かず
 良
 ら

 は１人、暗視スコープと紙袋を手に、邸宅の屋上から
砦
 とりで

 内を眺めていた。

　ところどころに
篝
 かがり
 火
 び

 が置かれてはいるものの、月明りもほとんどなく、
砦
 とりで

 内はほぼ真っ暗だ。

「……うーん、今日は来ないのかな」

　戦死した味方が集められている建物の方へ目を向け、ぽつりとつぶやく。

　もしかしたら、数日前の戦いの時のように、あの黒い女性とウリボウがやってくるのではと思ったのだ。

　バレッタたちに言うと間違いなく一緒に起きていようとするはずなので、あえて何も伝えなかった。

　明日は早起きして出発する予定なので、連日働きづめだった彼女たちにあまり無理はさせたくない。

　こうして屋上にいるのは、敵兵の死体が集められている広場と味方の死体が
納
 おさ

 められている建物の場所が、ちょうど邸宅を挟んで反対方向に位置しているからだ。

　敵兵の死体はあまりにも多かったため、建物に
納
 おさ

 めることもできずに広場に並べて雨ざらしとなっている。

「今日は来ないのかな……ん？」

　その時、味方の遺体が
納
 おさ

 められている建物の窓から、ちらりと何かが光るのが見えた。

　慌てて暗視スコープで窓をズームする。

　キラキラと、以前見た蛍のような光が舞っているのがはっきりと見えた。

「あれは……もう中にいるのか。いつの間に入ったんだ？　見張りの人は……って、寝てるし」

　建物の入口にレンズを向けると、見張りの兵士が
槍
 やり

 を片手に立ったまま舟を漕いでいた。

　何のための見張りなのかさっぱり分からない。

「次はきっと反対方向に行くはずだ。先回りしないと！」

　貴重な機会を逃してなるものかと、
一
 かず
 良
 ら

 は階段を駆け下りた。





「はあっ、はあっ……ま、まだ来てないよな？」

　大量の死体が並べられている広場にたどり着き、荒い息を吐く。

　ぐるりと周囲を見渡してみるが、誰もいない。

「私をお探しですか？」

「うわあっ!?
 」

　突然背後から声をかけられ、
一
 かず
 良
 ら

 は振り向きざまにその場に転倒した。

　驚きのあまり、足をもつれさせて無様に転んでしまった。

「あ！　も、申し訳ございません！　そこまで驚くなんて思わなくて！」

「いてて、いつの間に後ろに……ていうか、驚かすなんて
酷
 ひど

 いですよ」

　倒れた姿勢のまま、打ち付けた
頬
 ほほ

 を
撫
 な

 でる。

　ヒリヒリとした痛みが、
頬
 ほほ

 に伝わる。

　どうやら、
擦
 す

 りむいてしまったようだ。

「ごめんなさい。こんなことになるなんて……」

　女性の手を取り、立ち上がる。

　やれやれと、服に付いた埃を払った。

「こんな場所で驚かされたら、誰だってこうなりますよ。勘弁してください」

「すみません……」

　黒い女性がしゅんと肩を落とす。

「えっと、また戦死者の魂を送りに来てくれたんですか？」

「はい。カズラ様をお迎えに行こうかとも思ったのですが、建物の上から見ていらしたので、いいかなって」

　そう言うと、彼女は周囲の死体を見渡した。

　それらの死体から、一斉に小さな光の玉が浮かび上がる。

　あまりの数の多さに、周囲がぼんやりと明るくなった。

　光の玉は胸元くらいの高さにまで浮かび上がり、ふっと消えた。

「終わりました。では、失礼いたします」

「あ、ちょっと待ってください！」

　ぺこりと頭を下げる女性を、
一
 かず
 良
 ら

 は慌てて引き留めた。

　持っていた紙袋を彼女に差し出す。

「これ、持って行ってください。傷薬と栄養ドリンクっていう飲み物と、お菓子もたくさん入ってます」

「えっ、私にですか？」

「はい。この前は危ないところを助けていただいて、ありがとうございました。
怪
 け
 我
 が

 もしているって言っていたので、そのお礼とお
詫
 わ

 びです」

「まあ、ありがとうございます。では、遠慮なく」

　彼女が紙袋を受け取り、にっこりと
微
 ほほ
 笑
 え

 む。

「あの、あなたはいったい何者なんですか？　オルマシオール様なんですか？」

「一部のかたは、そう考えているみたいですね」

「みたいって……オルマシオール様じゃないんですか？」

「違います。ですが、今後はそう呼ばれるようになるかもしれませんね。カズラ様や、森の奥にいる……あ、そうそう」

　女性は思い出したように、ぽんと手を打つ。

「カズラ様が行き来している森の奥で、カズラ様と同じ匂いの魂がずっと彷徨っています。今度森から戻ってくる時に、一緒に連れてきてあげてください」

「えっ、俺と同じ匂い？」

「はい。かれこれ３００年近く彷徨っています。彷徨っている場所が遠すぎて、私では導くことができません。お願いしますね」

「は、はあ……えっ!?
 」

　
一
 かず
 良
 ら

 が瞬きをした瞬間、女性の姿は掻き消え、目の前に真っ黒なウリボウが現れた。

　ウリボウは紙袋の
紐
 ひも

 を咥えると、
一
 かず
 良
 ら

 にぺこりと頭を下げた。

　そして、くるりと背を向け、風のような速さで音もなく
闇
 やみ

 の中へと消えて行ってしまった。

「……やっぱり、あの人はウリボウだったのか。これ、夢じゃないんだよな？」

　
頬
 ほほ

 の傷をもう一度触る。

　ヒリヒリした痛みが走った。

　やはり、夢ではないようだ。

「今度、写真撮らせてくれってお願いしてみようか……さすがに失礼かなぁ。ううむ」

　あの世の話聞けなかったな、などとぼやきながら、
一
 かず
 良
 ら

 はその場を後にした。





　一方その頃。

　
砦
 とりで

 を脱出したバルベール第６軍団と第10
 軍団は、
暗
 くら
 闇
 やみ

 の中を最寄りの
城
 じよう
 塞
 さい
 都
 と
 市
 し

 へと向けてぞろぞろと進んでいた。

　早期に撤退を決断したため、ボロボロの敗残兵集団といったなりにはなってはいない。

　だが、すさまじい数の負傷兵を抱えている。

　荷馬車には、直接戦闘で大
怪
 け
 我
 が

 を負った者、毒ガス攻撃で呼吸器に深刻な被害を受けた者、火炎弾で大火傷を負った者が大量に乗せられていて、苦しそうな
呻
 うめ

 き声が延々と響いていた。

　軍医が必死に手当てをしているが、息絶える者が後を絶たないという悲惨な状況だ。

「……
酷
 ひど

 い有様ですね。カイレン様に合わす顔がありません」

　暗い表情で、ティティスがつぶやく。

「いったい、我々はどう対応していれば
砦
 とりで

 を守れたのでしょうか」

「念を押して
砦
 とりで

 内に全軍を下げていたにもかかわらず、わずか半日で
砦
 とりで

 を落とされてしまいましたからな……」

　隣を進むセイデン副団長が、疲れ切った顔で答える。

「鉄の玉を飛ばしてくる長射程の兵器と、毒の煙と火炎壺。どうにかして、あれらの対処の仕方を考えなければなりませんな。城壁がある状態で、あの被害です。会戦時にあれを使われたら、どうなることか」

「そうですね……しかし、アルカディアはいつの間にあんな兵器を手に入れていたのでしょうか。ここ１年のイステール領の復興ぶりといい、わけが分かりませんね」

「ティティス秘書官！」

　２人が話していると、前方から騎兵が駆け寄ってきた。

「
斥
 せつ
 候
 こう

 が、先に脱出したフィレクシア様たちを発見しました」

「そうですか。彼女たちに
怪
 け
 我
 が

 は？」

「ありません。こちらと合流すべく、今向かっております」

　ほっとティティスが息をつく。

　カイレンがフィレクシアを宝物のように大切にしていることを、ティティスはよく知っていた。

　彼にとっての宝物は、ティティスにとっても守るべき存在なのだ。

　それに、彼女の力なしでは、今後のアルカディアとの戦いはかなり厳しいものになるだろうという予感もある。

　
砦
 とりで

 での一連の戦いで、戦いとは兵士の数や勢いだけでは決まらないということが良く分かった。

「分かりました。合流次第、彼女を私の下へ連れてきてください」

「はっ！」

　騎兵が再び、前方へと駆けていく。

「セイデン副軍団長、今夜の行軍はここまでとしませんか？　さすがにここまでくれば、アルカディア軍も追いかけてはこないでしょう」

「そうですな……分かりました。広範囲に斥候を出しながら、野営することにしましょう」

　セイデンが
傍
 そば

 の兵士に指示を出す。

　行軍停止、と声を上げながら駆けていく騎兵をティティスは見送りながら、深くため息をつくのだった。





　数時間後。

　周囲に何もない真っ暗な平原で、部隊は野営を行っていた。

　野営といっても天幕を張る余裕すらない有様で、皆が地面に雑魚寝している状態である。

　灯りといえば、あちこちに点在する少数の
焚
 たき
 火
 び

 だけだ。

　燃やす物すらほとんどないため、ろくに暖を取ることすらできないのだ。

　そんな数少ない
焚
 たき
 火
 び

 の１つを囲むようにして、ティティス、フィレクシア、セイデン、マルケスの４人は地面に座り込んでいた。

「おそらく、彼らが使ってきた毒の煙は、硫黄と何かを混ぜたものを燃やした際に出る煙を使った物なのですよ」

　
焚
 たき
 火
 び

 に当たって毛布に包まりながら、フィレクシアがティティスに言う。

　彼女にとっては夜風が冷たすぎるのか、カタカタと小刻みに震えていた。

「硫黄……ですか？　それはどういった物なのでしょうか？」

　聞いたことのない物質名に、ティティスが
怪
 け
 訝
 げん

 な顔になる。

「温泉ってあるじゃないですか。あれが山の中で出ている場所の近くにある
鉱
 こう
 脈
 みやく

 で、よく見つかるのですよ。着火剤として、私たち技師の間では使われています」

「着火剤……
火
 ほ
 口
 くち

 のようなものでしょうか？」

「似たような物です。硫黄を粉にしたものを板の先に塗って、作った火種に押し当てると簡単に火をつけることができるのです。でも、
酷
 ひど

 い臭いがするので、皆嫌がって使わないのですよ」

　通常、この世界で火をおこすには、錐揉み式と呼ばれる方法がとられる。

　穴を空けた板に棒を押し当て、棒を手で回転させて
摩
 ま
 擦
 さつ

 熱で火種を作るのだ。

　その火種を乾燥させた
藁
 わら

 や草に落として振り回して空気を送り、着火させるのである。

　しかし、その方法だと、手際が悪いとせっかく作った火種が無駄になってしまうことがある。

　そこで、何よりも効率を重視するバルベールの技師たちは、硫黄を塗った板を火種に押し当てることで確実に火をおこす道具を発明したのだ。

　発明したのはいいのだが、それを使った際に発生する硫黄臭がまるでオナラのような臭いがするという理由で、貴族たちには総じて受け入れてもらえなかった。

　何とも非生産的というか、バカげた理由でせっかくの発明を貶されてしまい、怒った技師たちは普及を早々に
諦
 あきら

 めたのである。

　ちなみに、それを発明したのは、染め物職人を妻に持つ技師の一人である。

　織物を漂白するために硫黄の煙でいぶしていたところ、手違いで布に硫黄が付着してしまったところに引火して、あわや大火事になりかけた。

　それを知った夫の技師は「これは使える！」と仲間と
試
 し
 行
 こう
 錯
 さく
 誤
 ご

 して着火道具を発明した。

　だが、結果は『オナラ職人集団』と馬鹿にされるという散々なものだった。

「
砦
 とりで

 で嗅いだ臭いは、硫黄が燃える臭いにとても良く似ていました。きっと、硫黄が使われているはずです」

「ふむ……ということは、我々にもあの毒の煙の兵器を作ることができるということだな？」

　マルケスが身体を前のめりにして言う。

　
砦
 とりで

 での一件があってからというもの、マルケスは非常に紳士的にフィレクシアに接するようになっていた。

　もともと礼儀を重んじる人物であり、フィレクシアを馬鹿にしていたのは彼女が第６軍団に対する礼儀を軽んじていたからである。

『態度に問題はあるが非常に優秀な人物』とフィレクシアを認めてからは、彼は一転して彼女のことを同格の相手として見るようになっていた。

「材料さえ分かれば作れます。ただ、私としてはそんなものの打ち合いになるのは反対なのですよ。煙を吸った人たちの苦しみかたが尋常ではないです。戦争が終わった後も、後々まで禍根を残すことになるように思えます」

「そうは言うが、相手は容赦なく使ってくるぞ。対抗しなければ、やられる一方ではないか」

　憮然とした表情で言うマルケス。フィレクシアも、「そうですね」と
頷
 うなず

 いた。

「確かに、今のままではやられるばかりです。ですが、こちらも同じような兵器を作ってしまえば、交渉を持ちかけることができるのですよ」

「交渉？　いったいどんな？」

　ティティスが小首を傾げる。

「こっちも使わないから、そっちも使うのはやめようと持ち掛けるのです。お互いであんな兵器を使いあったら、後々大変なことになるのですよ」

「なるほど……でも、そんなに上手くいくでしょうか」

　ティティスが眉根を寄せる。

　それほどの強力な兵器を、ただ持っているだけで使わずにいられるだろうか。

　戦う相手が強大であるならば、なおのこと使わずにはいられないように思える。

「少なくとも、大きな会戦では使われる可能性はなくなるかと。それに、一度合意を結んでしまえば、『使ったほうは約束破りの卑怯者』という大義名分ができます」

「……卑怯者、か」

　マルケスが苦虫を噛み潰したような顔でつぶやく。

「はい。休戦協定を破って攻め込んだ私たちが言える立場では……ああ、そうでした。交渉どうこうの前に、まず信用してもらえないですよね……」

　がっくりと、フィレクシアが肩を落とす。

　バルベール軍は現に一度騙し討ちをしてしまっているので、いまさら『約束』を取り付けようとしても鼻で笑われて終わりだろう。

　自分たちが敵の立場だったとしても、信用するはずがない。

「困りました……うーん。どうしましょう」

「実際に作った兵器を、相手方に１つ贈ってみるというのはどうですか？」

　ティティスの提案に、フィレクシアが顔を上げる。

「贈る、ですか？」

「はい。そうすれば、我らが毒の煙の兵器を持っていることの証明になります。次の戦いでそちらが使えば、我々もこれを使うぞ、と言っておくのはどうでしょう」

「やるなら、自分たちもやられる覚悟でやれと
脅
 おど

 すわけですか」

「はい。もしかしたら、相手は使うのを思いとどまってくれるかもしれません」

　ティティスの案ならば、もしかすれば戦いの序盤に限っては、毒ガス兵器の使用を防ぐことができるかもしれない。

　ただし、それはどちらかに戦局が傾いていなければの話であって、状況不利とみれば使われる可能性が高い。

「……そうですね、やらないよりはマシに思えるですよ」

「では、まずはその兵器を作らなければいけませんね。フィレクシアさん、お願いしますよ」

「はい。何とか作ってみるのです。いくらか時間はかかるかもしれませんが」

「お願いします。何としても、作ってください」

「しかし、いまさらだが、我が国の国境付近の集落を襲ったのはいったい何者だったのだろうな」

　はあ、とマルケスがため息をつく。

「私も散々調査をしたが、どう考えてもアルカディア側の犯行には思えんのだ。侵入経路１つとっても、不自然すぎる」

「……そうですね」

　当時、度重なる村や集落への襲撃に、カイレンが激怒しているのをティティスは間近で見ていた。

　襲撃があったという集落にも、毎回彼と一緒に出向いては、その惨状を見て回った。

　その光景は悲惨の一言で、住民は残らず惨殺され、辺りは死体だらけだった。

　だが、その中で、１つだけ不自然な点にティティスは気づいていた。

　襲われた住民たちが抵抗したような痕跡が、ほとんど残っていなかったのだ。

「ティティス秘書官。無礼を承知で聞くが、これは貴官らの自作自演ではないだろうな？」

「……いえ、そんなことはありません」

「正直に言ってくれ。貴官らは、まさか――」

「違います。私たちはそんな野蛮なことはしていません。カイレン様に限って、そのようなこと、するはずがありません」

　ティティスがマルケスを
睨
 にら

 みつける。

　マルケスは言葉を止め、「すまん」と一言言って押し黙った。

　何とも微妙な沈黙が流れ、皆が押し黙る。

　すると、フィレクシアがけほけほと咳をした。

「フィレクシアさん、大丈夫ですか？」

「うー……すみません、また熱が出てしまったようです……」

　自分の額に手を当て、つらそうに息を吐くフィレクシア。

　どうやら、体調を崩してしまったようだ。

「横になったほうがいいです。薬を用意しますから、荷馬車で休んでいてください」

「けほっ、けほっ……はい、そうしますね」

「薬は私が取ってきましょう。ティティス殿、彼女をお願いいたします」

　黙って話を聞いていたセイデンが立ち上がる。

「すみません、お願いします。フィレクシアさん、行きましょう」

「はい……けほっ、けほっ」

　それぞれ立ち上がり、
焚
 たき
 火
 び

 を離れる。

「……卑怯者、か。はは、確かにそうだな」

　彼らを見送り、マルケスは力なく笑うのだった。










第２章　大切な秘密






　数日後の昼。

　
一
 かず
 良
 ら

 は護衛の兵士たちとともに、馬車でグリセア村へと向かっていた。

　バレッタ、リーゼ、エイラ、マリーも一緒の馬車に乗っている。

　複数人乗れる、個室タイプの豪華な馬車だ。

「村が見えてきましたね……カズラさんは、村に着いたらすぐに日本……あちらに戻るんですか？」

　窓から身を乗り出して外をのぞいていたバレッタが、
一
 かず
 良
 ら

 に聞く。

　うっかりエイラとマリーがいることを失念して『日本』と言ってしまい、バツの悪そうな顔になっていた。

　しかしながら、彼女たちにはすでに日本から持ってきた品物やら本やらを散々見せているうえに、エイラに至っては料理やお茶の本まで読んでいるのだ。

　いまさら隠しても仕方がないことなので、説明したほうがお互いやりやすいだろう。

「ええ、そのつもりです。あと、神の国って言い続けるのもあれなんで、日本について２人にも説明しておきましょう」

「『群馬県』とか『草津温泉』といった場所がある国ですよね？」

　
微
 ほほ
 笑
 え

 みながら言うエイラ。

　えっ、とバレッタとリーゼが驚いた顔を向けた。

　エイラとは毎晩行われていたお茶会で、互いの知る食べ物や風習など、いろいろな話題を出して会話を楽しんでいた。

　料理本に関しては10
 冊近く貸し出しており、その中には料理の発祥地や、ちょっとしたエピソードが添えられているものがいくつもある。

　当然ながら国名もいくつも出てきており、
一
 かず
 良
 ら

 が住んでいる場所についても聞かれたことがあったので、『日本っていう場所です』と答えていた。

　なので、エイラにとってはいまさらな説明なのだ。

「エイラ、
一
 かず
 良
 ら

 から教えてもらってたの？」

「いや、教えたというか、いつも――」

「いえ、神の国での普段の生活について、いろいろとお話ししていただいたことがあったので」

　
一
 かず
 良
 ら

 の
台詞
 せりふ

 を食い気味に、エイラが答える。

「読ませていただいた本にも、お店についてや地名がたくさん載っていて。それで、いろいろと聞かせていただいたことがあって」

「……前にも聞いたけどさ、いつ本を読んだり、カズラと話したりしてたの？」

　じっと、リーゼがエイラの目を見て問いかける。

　うっ、とエイラは表情を
強
 こわ
 張
 ば

 らせた。

「い、いえ……たまに、マリーちゃんの代わりにカズラ様を朝起こしに行った時に、その、少しずつ……あ、あと、私のお休みの日とかに、少しお部屋にお邪魔させていただいて……」

「……へえ、そうなんだ」

　ちらりと、リーゼが
一
 かず
 良
 ら

 を見る。

「お、おう。だいたいそんな感じだ。本も何冊か貸してるよ」

　
一
 かず
 良
 ら

 としては、エイラが嘘をついているのはもちろん分かる。

　分かるのだが、嘘をついている理由が分からない。

　夜のお茶会は別に隠すようなことではないように思えるのだが、今言うとろくなことにならなそうなので黙っていることにした。

　そういえば、普段バレッタやリーゼと話していても、夜のお茶会について話したことはなかったな、といまさらながらに思い至る。

「え、ええと、マリーさんは全部初耳ですよね」

「はい！　初耳です！　何一つ知りませんでした！」

　びく、とマリーが背筋を伸ばして答える。

　実は、マリーは以前、一度だけエイラと
一
 かず
 良
 ら

 の夜のお茶会に同席したことがある。

『匂いクラゲ』という媚薬の効能を持った鉱石絡みで一騒動起こったことがあるのだが、その時に話の流れで
一
 かず
 良
 ら

 に誘われてお茶会に参加したのだ。

　その際、毎晩お茶会はやっている、という話も聞かされていた。

　そのため、エイラがリーゼに嘘をついているということもすぐに分かった。

　もちろん、面倒ごとに巻き込まれるのはまっぴらごめんなので、たとえ口が裂けてもそのことを言うつもりはない。

「俺は、日本という――」

　日本という場所から来て、あれこれと持ってきている物はそこで手に入れた、ということを簡単に説明する。

　神の国が『日本』に置き換わっただけなので、内容的には今まで２人が知っていたことと相違はない。

　それでも、マリーは終始、あかべこのようにこくこくと
頷
 うなず

 いていた。

「――とまあ、そんな感じです。こっちとはちょっと勝手は違いますが、お店もあれば地域もいろいろとあるところでして」

「分かりました！　ご説明いただき、ありがとうございます！」

　特に何を質問するでもなく、びしっと背筋を伸ばして頭を下げるマリー。

　その時、タイミングよく馬車が停車した。

　外からは、ざわざわと人の話し声が聞こえてくる。

　どうやら、村の入口に到着したようだ。





「カズラ様、リーゼ様、お待ちしておりました」

　出迎えた鎧姿のシルベストリアが、馬車を降りた
一
 かず
 良
 ら

 に頭を下げる。

　村人たちも集まっており、いつものように総出で出迎えてくれたようだ。

「シルベストリアさん、お久しぶりです。村に変わりはありませんか？」

「はい、何の問題も起こっておりません。耐火レンガと鉄の輸送も、順調に行っています」

　村にある小型
木
 もく
 炭
 たん
 高
 こう
 炉
 ろ

 とレンガ窯でも生産は休みなく行っており、ある程度貯まるとイステリアへ輸送していた。

　村には年寄りと子供ばかりだが、皆で協力して毎日精一杯作業に取り組んでいる。

「事故とか、
怪
 け
 我
 が

 人は出てませんかね？」

「はい。今のところは何も。こちらから特に指示を出す必要もない状態になっていますので、私の後任にもすぐに引き継げると思います」

　暗に「早く自分を軍に戻せ」と言ってくるシルベストリア。

　目が、これでもかというくらいに真剣だ。

　
一
 かず
 良
 ら

 としてはこのまま彼女に任せたいのだが、約束した手前、そろそろ交代させてあげないとまずい。

「分かりました。１、２カ月以内には必ず交代の人員を寄こしますから、もう少し待っていてくださいね」

「はっ！」

　シルベストリアの声色が、少し嬉しそうなものに変わった。

　おぼろげながらも期限が分かり、ほっとしたのだろう。

　本当はもっと早く手をまわしてあげたいところだが、今は
砦
 とりで

 を制圧したばかりなうえに、クレイラッツとの国境に守備隊を送らなければならない状況だ。

　村を任せられる人員は限られており、誰にでも任せられるわけではない。

　人選をどうするか、頭の痛いところだ。

「さて、俺はまたしばらく神の国に戻らなければなりません。その間、連れてきた兵士たちを任せてもいいですか？」

「かしこまりました。何日間のご滞在になりますか？」

「それが、どれくらいになるのかはっきりとは分からなくて。半月とかかかるかもしれないです」

「では、その間兵士たちは農作業に従事させますね。もちろん、訓練も並行して行わせますので」

「お願いします。まあ、あまり無理はさせない程度でお願いします。３日に１日くらいは、休みを入れる感じで」

「はっ！　あ、カズラ様、後でバレッタを少しお借りしてもいいですか？」

　
一
 かず
 良
 ら

 のすぐ後ろに控えるバレッタに、シルベストリアが目を向ける。

　
一
 かず
 良
 ら

 たちの到着を知らせる伝令から
砦
 とりで

 での戦いの顛末は聞いているのだが、詳しい話をバレッタから聞くつもりなのだ。

「あ、はい。バレッタさん、いいですかね？」

「はい、大丈夫です。お昼ご飯を済ませたら、すぐに伺いますね」

　その返事に、シルベストリアはにっこりと
微
 ほほ
 笑
 え

 んだ。

「ありがとう。待ってるね」

「それじゃ、荷物を運び入れちゃいましょうか」

「カズラ様、それは私たちがやりますので！」

　荷馬車に向かおうとする
一
 かず
 良
 ら

 に、エイラが慌てて申し出る。

　マリーはすでに荷馬車に走って向かっている。

「すみません。じゃあ、バリンさんの家に運んでください。リーゼ、バレッタさん、先に行ってましょう」

「うん」

「あ、私、食材だけ取ってきます」

　昼食の材料をいくつか手にし、
一
 かず
 良
 ら

 たちは村へと入って行った。





「おお、根切り鳥たちも元気そうだな……ていうか、ずいぶん増えたなぁ」

　出迎えてくれた村人たちとともに、
一
 かず
 良
 ら

 たちは根切り鳥の飼育小屋へとやって来ていた。

　昼食に使う卵を、いくつか採りに来たのだ。

　２メートルほどの高さの柵に囲まれた飼育小屋内には、30
 羽ほどの根切り鳥がいた。

　雛も10
 羽近くおり、かなりの過密状態だ。

「これでも、毎月20
 羽くらい絞めてるんですよ。小屋ももう２つ増やしましたし、今は１００羽以上いますね」

　
一
 かず
 良
 ら

 の隣に立つ女性が、ニコニコ顔で言う。

　背筋はぴんと伸びており、肌も
綺
 き
 麗
 れい

 でハリがある。

　彼女は60
 歳近いはずなのだが、明らかに10
 歳くらい若返っているように見えた。

「次から次に雛が生まれて、全部が元気に育つので、本当にありがたい限りです」

「へえ、全部が育つんですか。すごい勢いで増えてそうですね」

「カズラさん、お肉食べます？　１羽絞めましょうか？」

　卵をいくつか拾いながら、バレッタが
一
 かず
 良
 ら

 を見る。

「えっ、バレッタさんが絞めるんですか？」

「はい。ただ、絞めるのは初めてなので、誰かに教えてもらいながらやらないとですけど」

　バレッタは村にいた時に何度か野鳥を解体したことがあるので、捌き方は分かっている。

　絞めるのは未経験だが、覚えるにはちょうどいい機会だ。

「う、うーん……ちょっと時間かかりそうですし、今日はやめておきます。また帰って来た時にお願いできればと」

「それもそうですね。じゃあ、今日は卵だけで」

「バレッタ、絞める時は私にも教えて。あと、捌き方も覚えたい」

　バレッタに
倣
 なら

 って卵を拾いながら、リーゼが申し出る。

「はい。そしたら、一緒にやりましょうね」

　そうして卵をいくつか手に入れ、バリン邸へと向かった。





　引き戸を開け、屋敷に入る。

　バリンは国境沿いの
砦
 とりで

 にいるため、屋敷は無人だ。

　誰かが掃除しておいてくれたのか、埃も積もっておらず
綺
 き
 麗
 れい

 なものだった。

「それじゃ、ごはん作っちゃいますね。リーゼ様、一緒にやりませんか？」

「うん、やるやる」

　バレッタとリーゼが土間の台所へと向かう。

　
一
 かず
 良
 ら

 も手伝おうかと思ったが、バリン邸の台所は３人では狭すぎるし、かえって邪魔になりそうだ。

　大人しく、
囲
 い
 炉
 ろ
 裏
 り

 に火を
焚
 た

 いて待っていることにした。

　
囲
 い
 炉
 ろ
 裏
 り

 の灰の中には
薪
 たきぎ

 が入っているが、火をつけるのには
火
 ほ
 口
 くち

 と消し炭が欲しいところだ。

「リーゼ、足元にある炭壺取ってくれるか？　あと、そっちの
隅
 すみ

 にある枝束からいくらか持ってきてくれ」

「あ、うん。ちょっと待って」

　ライターを取り出し、リーゼが持ってきてくれた枝に火をつけて
囲
 い
 炉
 ろ
 裏
 り

 にくべる。

　その上に、炭壺から取り出した消し炭を置いた。

　ぽいぽいと小枝を投げ入れながら、炭に火がつくをの待つ。

　小枝から上がるオレンジ色の炎が、室内をほのかに照らした。

「ほんと、ライターって便利だよね。日本の道具って、どれもすごいよね」

「そうだな。火をつけるのだって、ライターがなかったら一苦労だもんな」

「だよね……あ、そういえばさ」

　リーゼがふと思い付いたように、
一
 かず
 良
 ら

 を見る。

「自動車とかバイクって、どれくらい持ってくるの？」

「んー、どっちにするかはまだ決めてないけど、故障した時のことも考えて、20
 台くらいあれば十分かなって思ってるよ。伝令とかに使うだけだし」

　台所で卵をかき混ぜていたバレッタが、
一
 かず
 良
 ら

 に振り返る。

「20
 台ですか。全部イステリアに置くんですか？」

「いえ、何台かはグリセア村に置いておきます。村は物資集積所みたいになってるんで、たぶん置いておいたほうがいいかなと。物資の運搬にも使えますから」

「なるほど。確かに、そのほうがいいですね」

「20
 台かぁ。農業用
運
 うん
 搬
 ぱん
 車
 しや

 みたいなのが20
 台って、すごい光景に……あ」

　ふむふむ
頷
 うなず

 いていたリーゼが、何か気づいたように
一
 かず
 良
 ら

 に顔を向ける。

「カズラって、今までいろんな物を持ってきてくれたり、工事計画書とか作ってきてくれたりしたじゃない？　あれって、日本で買ってきてくれた物なんだよね？」

「ああ、そうだよ」

「今まですごくたくさん持ってきてくれたけど、お金は大丈夫なの？　お店で買ったって言ってたし、すごい金額になってるんじゃない？」

　リーゼの言葉に、バレッタがはっとした顔になった。

　
一
 かず
 良
 ら

 がいろいろと持ってくることに慣れすぎてしまっていて、そこまで考えたことがなかったのだ。

「全然大丈夫だぞ。俺、これでもけっこうお金持ちなんだ」

「お金持ちって……食べ物とか機械とか、すごい量持ってきてるよね？　私たちのために、実は無理してたりしない？　本当に大丈夫？」

　心配そうな顔で、リーゼが
一
 かず
 良
 ら

 を見る。

　バレッタも今まで
一
 かず
 良
 ら

 が買ってきた品物の数々を思い浮かべ、
若
 じやつ
 干
 かん

 青ざめている。

　大量の書籍を読んで日本についての知識がそれなりにあるので、とてつもない金額がかかっていることがおぼろげながら分かったからだ。

　以前貰った『人気の出るカフェのはじめ方』の本には、工事費用やらの諸経費や収支計画の概算も記載されていたので、日本のお金の価値も何となくイメージがつく。

「無理なんてしてないって。大丈夫だよ」

「で、でも、カズラさん。今まで買ってきてもらった物を考えると……」

「いやいや！　本当に大丈夫なんですって！　ちょっと待っててください。証拠を見せますから」

　
一
 かず
 良
 ら

 はそう言うと、バッグから青色の薄い本を取り出した。

「カズラ、それなに？」

「預金通帳っていって、俺の貯金がいくらあるか書かれてる本だよ」

「「えっ!?
 」」

　リーゼとバレッタが、同時にぎょっとした声を上げた。

「あ、あの……そんな大切なもの、見ちゃってもいいんですか？」

　バレッタが通帳と
一
 かず
 良
 ら

 を交互に見る。

　かなり気が引ける、といった表情だ。

「バレッタさんたちになら、別にいいかなって。見て安心してください」

「じゃ、じゃあ……」

　バレッタが器を台所に置き、土間に上がってきた。

　
一
 かず
 良
 ら

 から通帳を受け取り、開く。

　リーゼも身を乗り出して、のぞき込んだ。

　
一
 かず
 良
 ら

 の氏名と、『瑞穂銀行』という銀行名、それに口座番号などが書かれている。

「その次のページから、預金額が書かれてますよ」

　言われるがまま、バレッタが１ページ捲る。

「なんだか数字がいっぱい書いてありますね……この、『差引残高』の数字ですか？」

「あ、そうなんですけど、そこに書いてあるのは大学生時代の預金額です。日付順に並んでて、後ろのページが最新のやつです。空きの行があるページの最後部分が、今の預金額ですね」

「そうなんですね。えっと……えっ？」

　ぱらぱらとページを捲ったバレッタが、目を点にして固まった。

　ぺらりと１ページ手前を捲り、まじまじと確認する。

　少しずつ増えていっていた預金額が、ある日付を境におかしなことになっていた。

「いち、じゅう、ひゃく、せん、まん、じゅうまん、ひゃくまん、せんまん、いちお……え？　え？」

「ちょ、ちょっとバレッタ！　私に貸して！」

　リーゼがバレッタから預金通帳をひったくり、数字を凝視する。

「……34
 億５７０２万？」

「うん。あと、バッグに１００万円くらい入ってる」

「円？　そっか、単位が……アルに換算すると、いくらくらいなの？」

「んー……物の価値がそもそも違うからなぁ。新米警備兵の初任給が１０００アルだっけ？」

「うん。確かそれくらいだったと思うよ」

「それだけあれば、普通に生活はできるものなんだよな？」

「十分できると思うよ。別の街に出かけたりしなければ、生活費と住民税くらいしかかからないはずだし」

「ふむふむ。電気代とか通信費とか保険代はないんだもんな。雇われてる人は、税金は給料から天引きだっけ？」

「イステリアはそうだよ。支払いは雇い主が代行するの。農地を持ってる人は、作物で収めたりもするけど」

「ああ、そのせいで税金の処理がかなり煩雑になってたよな……えっと、前に街で見た床屋さんが１回25
 アルだったから……あれって、洗髪とか顔剃りもしてくれるのか？」

「ううん。大衆店は切るだけだと思うよ。顔剃りとかは、脱毛師のお店でやってもらう感じかな。家に呼んでやってもらうこともあるみたい」

「へえ、そうなのか。そういえば、ハベルさんの家にもそんな人がいたな……えっと、カットのみで３０００円ってところでいいか。これをアルに換算すると――」

　
一
 かず
 良
 ら

 がバッグから電卓を取り出す。

「３０００割る25
 で１２０だから、１アル１２０円とすると……全部で約２８８１万アルだな。おおざっぱな計算だけど」

「に、にせんはっぴゃくまん……」

　予想をはるかに超えた額に、バレッタが
唖
 あ
 然
 ぜん

 とした声を漏らす。

　日本で買ってきた物をこちらの世界で売りさばくことを前提にすれば、２８００万アルどころかその10
 倍を優に超える価値がある金額だろう。

　ちなみに、バレッタの月給は５０００アルであり、屋敷の中ではトップレベルの高給取りだ。

　バレッタはナルソンに「給与などいらない」と言ったのだが、「金を受け取らないなら働かせることはできない」と言われてしまったため、申し訳なく思いながらも受け取っている。

　エイラはそれよりもさらに高く、月に６８００アルも貰っている。

　以前、ジルコニアが独断で交わした給金倍額の雇用契約更新の結果、ナルソン邸で働く者たちのなかでは抜きんでた高給取りになってしまっていた。

　そのおかげで、両親に中心街に家を買って（15
 年ローン）プレゼントしたり、王都の大学へ通う弟たちへの仕送りを増やしたり、社会人になった妹たちに仕事道具を買ってあげたりと、思う存分家族孝行ができている。

　無給＆無休で馬車馬のように働いているのは、
一
 かず
 良
 ら

 とリーゼだけだ。

　ナルソンとジルコニアは建前上給与を取っているため、タダ働きというわけではない。

「それ、個人の預金だよね？　どこかの大都市の年間予算とかじゃないよね？」

「俺個人の預金だよ」

「そ、その……そんな大金を預けてると、銀行が何かの拍子に潰れちゃったりしたら……」

　バレッタが心配そうに
一
 かず
 良
 ら

 を見る。

「ああ、その点は大丈夫です。決済用普通預金っていって、利息が付かない代わりに銀行が破綻しても全額国が保証してくれる口座に預けてるんで」

「そ、そうでしたか。よかったです……」

「……カズラって、王族とか大貴族の跡取り息子なの？」

　リーゼが預金通帳と
一
 かず
 良
 ら

 を交互に見る。

　普通に考えて、一般庶民が持っているような額ではない。

「いや、ごく普通の庶民だよ。この金は、宝くじが当たって手に入れたものなんだ」

「宝くじ？　何それ？」

「……当たりを引けた人は、大金が貰えるクジですよね？」

　百科事典の知識を頼りに、バレッタが聞く。

「ええ、そうです。それで40
 億円当たっちゃって。あ、５億少ないのは、親にあげたからです」

「そ、そうですか。それにしても、そんなに高額な当選金が出るんですね……」

「いや、俺の場合は
洒落
 しやれ

 で同じ番号を10
 口買ったら、たまたまそれが当たっちゃったんです。自分で数字を選んで買うやつだったんで、面白いかなと思って」

「しゃ、
洒落
 しやれ

 で、ですか。すごい強運ですね」

「なので、お金に関しては心配しなくても大丈夫ですよ。ちょっとやそっとのことじゃなくなりませんから」

　今まで
一
 かず
 良
 ら

 はいろいろな買い物をしてきたが、一番お金がかかったのは村に設置した水車の代金の１０００万円だ。

　そのほか、大きな買い物は河川工事設計依頼費用（仕様書と工事図面のみ）、当選を機に購入したファミリーカー、中古建機といったものである。

　堆肥は50
 トン買っても輸送費含めて30
 万円程度。

　食料品も全体の預金額からみれば大した額ではない。

　あれこれとかなりの品物を購入してきたが、金銭的な不安は今のところ
皆
 かい
 無
 む

 だ。

「……やっぱり、すごいお金持ちだったんだ。もしかして、お母様は最初からカズラが日本人のお金持ちだって知ってたの？」

　昔のことを思い返して、リーゼが聞く。

「いや、そんなことはないぞ。バレッタさん以外には、グレイシオールだってことで通してたし」

「ふーん……それもそっか」

「何か思うところでもあるのか？」

「うん。カズラに私を紹介する前に、お母様が言ってたのよ。『いくら使っても使いきれないくらいお金を持ってる人』って」

「どういう説明の仕方だよそれ……」

　そうしてお金の話でひとしきり盛り上がりながら、３人は昼食の支度を進めるのだった。





「ふう、
美味
 おい

 しかった。ごちそうさまでした」

　
一
 かず
 良
 ら

 がスプーンを置き、手を合わせる。

　食卓にはエイラとマリーも加わっていて、
一
 かず
 良
 ら

 以外はまだもぐもぐと口を動かしていた。

　今日のメニューは、厚焼き玉子、乾燥野菜と豆のスープ、ベーコンと葉物野菜の炒め物、缶詰のパンの４品だ。

　卵と葉物野菜以外は、すべて日本から持ってきた食材である。

「すごい早食いだったね。そんなにお腹空いてたの？」

　食事の手を止め、リーゼが
一
 かず
 良
 ら

 を見る。

　皆で雑談しながら食べていたのだが、
一
 かず
 良
 ら

 はまるでかっくらう勢いで食べていた。

「いや、早く行かないと今日中に帰ってこれなくなっちゃいそうだからさ」

　
一
 かず
 良
 ら

 がバッグから腕時計を取り出し、左腕に着けて時間を見る。

　時刻はすでに、14
 時を回っている。

　今から日本に戻るとなると、山を下りて街に出る頃には16
 時近くになってしまうだろう。

　活動できる時間は、かなり短くなりそうだ。

「ごめんなさい、ごはんを作るのが遅くなっちゃったせいですね……」

　バレッタがしゅんとした様子で謝る。

　預金通帳を見て料理そっちのけで盛り上がってしまい、少々時間を食いすぎてしまった。

「いや、いいんですよ。もともと、今日はそんなに動き回れるとは思ってなかったんで」

「はい……お夕飯はどうしますか？」

「何か適当に買って済まそうかと……あ、そうだ」

　いいこと思い付いた、といった顔になる
一
 かず
 良
 ら

 。

「少し遅くなっちゃうかもですけど、もしよかったらみんなで映画を見ながら夕食にしませんか？　寿司とかピザとか、いろいろと買ってくるんで」

　それを聞き、リーゼが表情を輝かせた。

　レトルト食品や缶詰などの出来合い料理は何度も食べていたのだが、日本の料理はマリーやバレッタが作ったものしか食べたことがなかった。

　いつか本場の料理を食べてみたいと、ずっと思っていたのだ。

「日本のお店の料理、私も食べてみたい！　バレッタ、そうしようよ！」

「あ、はい。そしたら、お願いしちゃってもいいですか？」

「ええ、もちろん。街まで少し距離があるんで、冷めても
美味
 おい

 しい料理を買ってきますね。料理以外に、何か欲しいものはありますか？　何でも言ってください」

「そしたら、私は有刺鉄線と硫黄粉末をお願いしたいです。爆弾を作るのに使うので」

　はい、とバレッタが手を上げる。

　自分の趣味
嗜
 し
 好
 こう

 のものを頼まないあたりが、実に彼女らしい。

「わ、分かりました。どれくらい必要ですか？」

「えっと……両方ともこれから先の戦いで使えると思うので、できるだけたくさんお願いします」

「じゃあ、店にある在庫をまるごと買ってきますね」

「は、はい。お願いします」

「他には何かありませんか？　食べ物とか、アクセサリーとかでもいいですよ。何でも言ってください」

「え、えっと……何でも、ですか……」

　むう、とバレッタが考え込む。

　何が欲しいと言われても、特に思いつかない。

　早く
一
 かず
 良
 ら

 に帰ってきてもらって、自分の
傍
 そば

 にいて欲しいだけだ。

　恥ずかしくて、皆がいる前ではとても口には出せないが。

「私は、腕時計が欲しいな。あると便利だし、見た目もなんかかっこいいし。カズラとおそろいのやつがいい」

　そう言って、リーゼが
一
 かず
 良
 ら

 の手首を見る。

「時計か。そしたら、カタログ貰ってくるから、何か好きなのを選んでくれ。それを買ってくるから」

「カズラも、同じの買って着けてよ？」

「分かった分かった。男用と女用があるから、それの対になってるやつを買おう」

「うん！」

　やった、と嬉しそうに表情を綻ばせるリーゼ。

　そしてすぐに、バレッタへと顔を向けた。

「バレッタも、同じの付けようよ。一緒に選ぼう？」

「あ、はい！」

　こくこく、とバレッタが
頷
 うなず

 く。

　彼女にも声をかけようとしていた
一
 かず
 良
 ら

 は、それを見て内心ほっとした。

「エイラさんとマリーさんも、カタログから好きなの選んでくださいね。プレゼントするんで」

「えっ！　い、いえ、私はそんな！」

　まさか自分たちにまで話を振られると思っておらず、エイラが慌てる。

　マリーも、同意見だと言わんばかりにこくこく
頷
 うなず

 いていた。

　だが、
一
 かず
 良
 ら

 としてもバレッタとリーゼにあげて、エイラたちにあげないという選択肢は取れない。

「まあ、カタログ見てじっくり選んでください。それじゃ、行ってきます」

　そう言ってバッグを手に、さっさと出て行ってしまった。





　バレッタは食事を終えると、布袋を片手に村の入口へと向かった。

　入口の跳ね橋ではすでにシルベストリアが待っていた。

　バレッタが慌てて駆け寄ると、彼女は片手を上げてにっこりと
微
 ほほ
 笑
 え

 んだ。

「やほ。待ってたよ」

「シルベストリア様、遅くなってしまい申し訳ございませんでした」

「いやいや、いいって。あっちで話そう？」

　収穫されて一面茎だけになった麦畑に、シルベストリアが目を向ける。

　農作業の休憩に座るためか、丸太がいくつか置かれていた。

「はい。あとこれ、お
土産
 みやげ

 です」

　バレッタがずっしりとした布袋を手渡す。

　イステリアから持ってきた、ドライフルーツの詰め合わせだ。

「お、ありがと……わっ、ドライフルーツじゃん！　こんなにたくさん、高かったんじゃない？」

「いえ、これは自分たちで作ったものなんです。そんなにお金はかかってないですよ」

「あ、そうなの？　けっこう手間がかかるって聞いたことがあるけど、大変だったんじゃない？」

「そうですね。でも、まとめてたくさん作ったので」

　そんな話をしながら畑に移動し、並んで丸太に腰掛けた。

　シルベストリアが袋からドライフルーツを少し取り出し、一つ口に運ぶ。

「ん、
美味
 おい

 しい。はい、バレッタも」

「ありがとうございます。それで、お話って？」

「バルベールとの戦いがどうなったのか、詳しく聞こうと思ってさ」

　もぐもぐと口を動かしながら、シルベストリアが街道の先を見つめる。

「あなたたちの到着を知らせにきた伝令からは『新兵器と神々の助力のおかげで圧勝だった』って聞いたけど、いったい何があったの？」

「えっと……新兵器っていうのは、私とカズラさんで作ったもので――」

　バレッタが今までのいきさつをかいつまんで、シルベストリアに説明する。

　野戦で行われた、歩兵に対するクロスボウの一斉射撃とスコーピオンの支援攻撃。

　あわやというところで現れた、オルマシオール様と思われる巨大なウリボウ。

　
砦
 とりで

 攻めで行われた、カノン砲での遠距離攻撃。

　ハンドキャノンでの対騎兵隊戦での一方的な戦いなどなど。

　それらの話を、シルベストリアは神妙な面持ちで聞いていた。

「……そっか、本当に圧勝だったんだね。オルマシオール様まで助けに来てくれたんだね」

　そう言って、彼女は村の方を眺める。

「ジルコニア様も無事だったんでしょ？」

「はい、なんとか救出できました。ロズルーさんが単身で
砦
 とりで

 に侵入して、救い出してくれて」

「ロズルーさんって、狩人やってる人だよね？　あの人、そんなことまでできるんだ」

　感心した様子でシルベストリアが
頷
 うなず

 く。

　村人たちやバレッタが剛力を持っていることは知っており、その力のおかげだろうということは察している。

　だが、あれこれ聞いてバレッタを困らせるつもりはない。

「ほんと、
砦
 とりで

 の奪還が上手くいってよかったよ。確か、10
 日くらい前だったかな？　西から軍隊がこっちに向かってきた時は、攻略軍がやられちゃって内地にまで攻め込まれたのかって思って大慌てしたんだから」

「えっ、軍隊ですか？」

「うん。グレゴルン領から来た騎兵隊と軽装歩兵。全部で１０００人くらいいたと思う」

　それを聞き、バレッタはナルソンが無線でイクシオスとやりとりしていた内容を思い出した。

　イステリアに駐留していたが、今頃はグレゴルン領への帰路についているはずだ。

「物資の補充をさせてくれって言ってきたから、麦と水を分けてあげたんだ。私たちが作ってた麦の刈り入れが終わったところだったし、有り余ってたからちょうどよかったよ」

「そんなことがあったんですか。じゃあ、私たちがここに着く何日か前にも、また寄って行ったんですね」

「うん。寄ったどころか、２日間泊っていったよ」

「えっ、どうしてですか？」

「『物資を貰ったお礼』って言ってた。畑仕事とか、木の切り出しとかいろいろ手伝ってくれてさ。おかげでほら、あのとおりだよ」

　シルベストリアが野営地の端を指差す。

　そこには丸太が山積みになっていて、
傍
 そば

 には
薪
 たきぎ

 置き小屋がいくつも出来上がっていた。

　いくらなんでも作りすぎなのでは、というくらいに
薪
 たきぎ

 は積み上げられている。

　あれだけあれば、もう今年１年は
薪
 たきぎ

 の心配はしなくても済みそうだ。

「す、すごいですね。あんなにたくさん……」

「ね、すごいよね。物資のことは気にしなくてもいいって言ったんだけどさ、部隊長のおじさんがどうしてもって言ってさ。あんまりにも腰が低くて、断るのも悪い気がしてやってもらっちゃった」

「そうだったんですね……部隊長さんって、貴族のかたですか？」

「ん？　どうだろ。短剣に家紋は入ってなかったから、たぶん違うんじゃないかな。どうして？」

「いえ、グレゴルン領の貴族様って、その……あんまりいい話を聞かなかったので、もし貴族様だったら意外だなって思って」

「あー……」

　シルベストリアが同意するように
頷
 うなず

 く。

　実際、グレゴルン領の貴族はプライドが高く、横暴な者が目立つのだ。

　全員がそうというわけではないのだが、なかには権力にものを言わせて、あれこれ理由を付けて器量のいい女性を無理やり召し上げる
輩
 やから

 もいるとシルベストリアは聞いたことがあった。

「確かにそういう
噂
 うわさ

 はあるよね……その点、この間の部隊長さんは立派だったなぁ。世話になったからって、部隊が帰るのを遅らせてまでお礼してくれてさ。すんごく腰が低かったし」

「そういう人もいるんですね……あ、でも、その人は貴族様じゃないんですよね」

「うん、平民だと思う。でも、平民上がりで出世した奴は、たいていはたちが悪いって聞いたことがあるよ」

「えっ、そうなんですか？」

「らしいよ。権力持って好き勝手やってる貴族のことを見てきてるから、自分もやってやるって感じになっちゃうんだって。実力でのし上がってきた分、頭も回るから、余計にたちが悪いんだってさ」

「なるほど……」

「そういえば、アイザックは元気？」

　そういう人もいるのか、とバレッタが
頷
 うなず

 いていると、シルベストリアが話題を変えてきた。

　実は、一番聞きたいことは戦いの詳細ではなく、こっちなのだ。

　
砦
 とりで

 の奪還戦があったと聞かされた時から、アイザックの身が気がかりで仕方なかった。

　バレッタの様子がいつもどおりだったので、無事なのだろうとは思っていたのだが。

「はい、今頃はナルソン様と一緒にイステリアに戻ってると思いますよ」

「そっか。戦闘には参加したんだよね？」

「はい。臨時で、第２騎兵隊の隊長を務めてました」

「えっ、すごいじゃん。いきなり隊長に抜擢されるなんてさ！　後で
褒
 ほ

 めてあげないと！」

　まるで自分のことのように喜ぶシルベストリア。

　おや、とバレッタは内心思うが、口に出したりはしない。

「それで、
怪
 け
 我
 が

 とかはしてないんだよね？」

「ええ、かすり傷１つ負ってないですよ」

「そっか。よかった……」

　シルベストリアがほっとしたように息をつく。

　それを見て、バレッタはくすっと笑った。

「ん、なに？　どうかした？」

「いえ、なんでもないです。ふふ」

　バレッタは
微
 ほほ
 笑
 え

 むと、さて、と立ち上がった。

「そろそろ私は戻りますね。リーゼ様をお待たせしているので」

「あっ、そうだったの!?
 　それならそうと言ってよ！　私なんかに構ってる場合じゃないって！」

「すみません。では、失礼します」

　ぺこりとバレッタが頭を下げる。

「あ、ちょっと待って！　バレッタにお願いしたいことがあるんだけど」

「はい、なんですか？」

　バレッタが小首を傾げると、シルベストリアは少し気まずそうに
頬
 ほほ

 をかいた。

「さっきさ、私、カズラ様にすごく失礼な態度取っちゃったから……イステリアに戻る時にでもいいから、少し時間を取ってもらいたいの。謝りたくって」

「あ……はい。分かりました。人のいないところに、こっそり呼びますね」

「うん、ありがと。……はあ。私って、どうしていつもこうなのかな。すぐ感情的になっちゃって」

「あはは……まあ、仕方がないですよ。それに、ちゃんと反省してごめんなさいもできるんですから、大丈夫です」

「うう、あなたはほんといい子だねぇ……」

　そうしてバレッタはシルベストリアと別れ、村へと戻るのだった。





　バレッタが駆け足で戻ると、畑の
傍
 そば

 の空き地でリーゼが１人の男の子を追いかけまわしていた。

　それを、エイラとマリー、そして数人の子供たちが座って眺めながら騒いでいる。

　どうやら鬼ごっこをしているようなのだが、逃げる男の子も追いかけるリーゼも速さが尋常ではない。

　双方とも、明らかに普通の人間が走る速さを大幅に上回っていた。

　男の子は小柄な体躯を生かして、右へ左へとすさまじい速さで逃げ回っている。

　リーゼはそんな彼を付かず離れずといった具合である程度追いかけると、動きのパターンを読んで予測進路上に猛ダッシュした。

　思い切り地面を
蹴
 け

 ったせいで、踏み込んだ土がえぐれてしまっている。

「捕まえたっ！」

「わあっ!?
 　リーゼ様、速すぎるよ！」

　背中をタッチされた男の子が足を止め、がっくりと肩を落とす。

「はあっ、はあっ……へへーん！　これが大人の力なのさ！」

　リーゼがぜいぜいと息を切らしながら、腰に手を当てて胸を張る。
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　エイラからタオルを受け取り、汗を
拭
 ぬぐ

 った。

　駆け寄ってくるバレッタの姿を認め、ほっと息をついて子供たちに顔を向けた。

「さてと。私はこれからやることがあるから、今日はここまで！　また今度遊ぼうね！」

　リーゼが言うと、子供たちから「えーっ!?
 」と不満の声が上がった。

「まだちょっとしか遊んでないじゃん！」

「リーゼ様、もっと遊ぼうよ！」

「あとちょっとだけでいいから！」

　やいのやいの騒ぐ子供たちを、リーゼは、まあまあ、と両手を小さく振って制する。

「ごめんね、私はまた今度。代わりに、このお姉さんたちが遊んでくれるから」

「「えっ!?
 」」

　指名されたエイラとマリーが、ぎょっとした顔になる。

　子供たちは「それならいいか」といった様子で、彼女たちの周りに集まって行った。

　リーゼはそそくさとその場を離れ、バレッタに歩み寄る。

「はあ……戻ってきてくれて助かったよ。疲れた……」

「ふふ、お疲れ様でした。少し休憩しますか？」

「ううん、大丈夫。爆弾作るんでしょ？　カズラが戻ってくるまでに、用意しておかないと」

「分かりました。行きましょうか」

　２人して畑のあぜ道を歩き、『火を持ち込まないでください』と張り紙がされた小屋へとやってきた。

　ガラガラと引き戸を開け、中に入る。

「そういえばさ、火薬の材料って山から取ってきてるの？」

「……えっ？」

　バレッタが驚いてリーゼを見る。

　それを見て、リーゼは慌てて胸の前で手を振った。

「あっ、違う違う！　探りを入れてるとか、そういうのじゃなくて……ほら、材料をお父様に聞かれた時、言えないってカズラは言ってたでしょ？」

「はい」

「言えないってことは、日本じゃなくてこっちで手に入れてるってことだからさ。日本でしか手に入らないなら、隠す必要もないし」

「……」

「そんな顔しないで。たとえ知っても絶対に墓場まで持って行くよ。お父様にだって言わない。約束する」

　それに、とリーゼが付け加える。

「カズラに買ってきて欲しい物を頼む時に、『爆弾に使うから硫黄粉末と有刺鉄線が欲しい』って、あなた言ってたじゃない。あれ、私たちのことを信頼してくれてるから言ったんでしょ？」

「あ」

　バレッタはリーゼに指摘されて、初めて気が付いた。

　それも、リーゼだけならともかく、エイラやマリーがいる前で言ってしまっていたのだ。

　
愕
 がく
 然
 ぜん

 としているバレッタに、リーゼは苦笑を浮かべる。

「やっぱり、自覚なかったんだね。２人にはちゃんと口止めしておいたから、大丈夫だよ。お父様に聞かれても絶対に言うなって言ってあるから」

「……ありがとうございます」

「そんな顔しないでよ。悲しくなるじゃない」

「す、すみません」

「私も、あなたたちと一緒に頑張りたいの。何でもやるから、お願い、手伝わせて」

　真剣な顔でバレッタを見つめるリーゼ。

　バレッタもその視線を受け止め、
頷
 うなず

 いた。

「分かりました。でも、私たち３人だけの秘密でお願いします」

「うん、ありがとう」

　リーゼがほっとしたように
微
 ほほ
 笑
 え

 む。

　バレッタが
一
 かず
 良
 ら

 に指示をあおがず、自分の判断で受け入れてくれたことが嬉しかった。

「材料ですが、リーゼ様のおっしゃるとおり、山から取ってきています。今は、村の人たちにお願いして採掘してもらっています」

「そうなんだ。村の人たちは、それが火薬の材料だってことは知ってるの？」

「いえ、知りません。必要だから取ってきて欲しいって、お願いしているだけです」

「そっか。皆、何も聞かずにやってくれてるんだね」

「はい」

「それで、その材料は山には十分にあるの？　この前の戦いの時、カズラが無線で『弾はあるけど火薬がほとんどない』とか言ってたけどさ」

「それは大丈夫です。山にたくさんある廃坑に、すごい量が埋蔵されているので。硝石っていう材料です」

「……廃坑？」

　リーゼが眉根を寄せる。

　なぜそんな顔をするのかバレッタは分からず、小首を傾げた。

「どうかしましたか？」

「それって、他の鉱山からでも採れるんだよね？」

「古い廃坑からなら採れるはずです。廃坑に住み着いている
蝙蝠
 こうもり

 の
糞
 ふん

 が蓄積して、結晶化したものが材料になるんです」

「古い廃坑って……バレッタ、それ、まずいよ」

「えっ？　まずいって、何がです？」

「領内の廃坑は片っ端から水を流し込んで崩落させて、再採掘してるの。早く止めないと、廃坑が全部潰されちゃうよ」

「えっ!?
 　そ、それは本当ですか!?
 」

　驚いたバレッタが、リーゼの両腕を掴む。

「う、うん。去年の秋の終わり頃だったと思うけど、急に鉱石の産出が増えた月があったの。それで、何でだろうって思ってお父様に聞いたのよ」

　リーゼは
一
 かず
 良
 ら

 にパソコンを習ってから、各担当官から上がってくる収支報告や資材備蓄量の変動報告を表計算ソフトにまとめていた。

　
一
 かず
 良
 ら

 、ナルソン、ジルコニアはそのデータを使い、毎月行われている収支報告会議を行っているのだ。

　月ごとの収支は対比がしやすいようにと、棒グラフにして見やすくまとめていた。

　そうして資料を作っていた時に、銅、
鉛
 なまり

 、
錫
 すず

 、銀といった鉱石の産出がその月から急激に増えていることに気が付いたのだ。

「そしたら、『手押しポンプを使って水を一カ所に貯めて、廃鉱を崩落させて再採掘しているんだ』って言ってたの。だから、間違いないと思う」

「そ、そんな……あ、私もそういえば……！」

　リーゼの話を聞き、バレッタも以前、大工職人たちからそのような話を聞いたことを思い出した。

　あれは確か、職人たちに無理やり飲みに連れていかれそうになり、アロンドに助けられた日の話だ。

　飲みの話が出る前にしていた雑談で、大工職人たちは『大量の銅と
鉛
 なまり

 の鉱石が街に届くという
噂
 うわさ

 を聞いた』と言っていた。

　当時は
鉄
 てつ
 鉱
 こう
 石
 せき

 の採掘が始まった直後であり、バレッタは職人たちの聞いた
噂
 うわさ

 が銅や
鉛
 なまり

 を鉄と取り違えているのだろうと考えてしまったのだ。

　まさか廃鉱を崩落させているなどとは、夢にも思っていなかった。

「あ、でも、カズラなら――」

「私、イステリアに行ってきます！」

「えっ!?
 　ちょ、ちょっと！」

　リーゼが何か言いかけているにも構わずに、バレッタはすごい勢いで走り去ってしまった。

　リーゼは彼女の腕を掴みそこなった手を下ろし、やれやれとため息をつく。

　あの勢いでは、今から追っても追いつけそうにない。

「何でわざわざイステリアに行くのよ……無線機を使えばいいじゃない」

　廃鉱のことは気がかりだが、リーゼはそこまで深刻に考えてはいなかった。

　イステール領の廃鉱がすべて潰されてしまったとしても、他領や王都にも廃鉱はたくさんあるからだ。

　もちろん採掘の際は情報管理に注意しなくてはならないが、『地獄の動画』を王族や領主たちには見せる予定があるので、採掘を始めても変な
横
 よこ
 槍
 やり

 は入るはずもない。

「ていうか、カズラならそのことは知ってると思うんだけどな……帰ってくるまで待ってもよかったと思うけど」

　さてどうしよう、と小屋の中を見渡す。

　バレッタからはまだ何も説明されていないため、どうすることもできない。

　かといって、今戻れば子供たちに確実に掴まって追いかけっこをする羽目になるだろう。

　エイラたちには悪いが、それは勘弁願いたい。

「むう、どうしよ……あ、そうだ」

　ふとあることを思いつき、リーゼは小屋を出た。

「もしかしたら、今度は通れるかもしれないもんね。試してみよ」

　期待半分不安半分といった心持ちで、日本につながる雑木林へと向かう。

　そうして雑木林の入口に着いた時、木々の間から、予想外の人物が姿を現した。

「えっ、カズラ？」

「あれ、リーゼじゃないか。どうしたんだ、こんなところで」

　シャベルと段ボール箱を抱えた
一
 かず
 良
 ら

 が、きょとんとした顔でリーゼを見る。

　どうしたんだとは言うが、それはリーゼの
台詞
 せりふ

 だ。

「もしかしたら通れるかもって思って、また挑戦しに来たのよ」

「挑戦って……バレッタさんはどうしたんだ？　一緒に爆弾を作る予定だったんだろ？」

「えっとね――」

　先ほどの
顛
 てん
 末
 まつ

 をリーゼが説明すると、
一
 かず
 良
 ら

 は
怪
 け
 訝
 げん

 そうな顔になった。

「……崩落って、またやり始めたのか？　俺、そんなの聞いてないぞ」

「えっ？　またって、どういうこと？」

「バレッタさんから硝石の採掘場所を聞いてから、すぐナルソンさんに廃鉱を潰すのは中止してくれって言っておいたんだよ。いくつかは潰した後だったけど、まだけっこう残ってるはずだ」

「やっぱり、カズラは知ってたんだね。で、バレッタには話してなかったんだ」

「うん。再採掘の件にバレッタさんは関わってなかったから、別に言う必要もないかなと思って言ってなかったんだ。廃鉱自体、まだいくつも余ってたし」

「そっか。バレッタが関わってるのって、
鉄
 てつ
 鉱
 こう
 石
 せき

 採掘だけだもんね……ああ、余計なこと言っちゃったなぁ」

「だな。バレッタさんには悪いことしちゃったな……」

　はあ、と２人でため息をつく。

　バレッタは血相を変えてナルソンに詰め寄るに違いない。

　察しのいい彼なら、それで火薬の材料が廃鉱にあることに気づくはずだ。

　それで彼がどうこうするとは思えないのだが、何となく気まずいことになりそうだ。

「この際、もうナルソンさんにはバレてもいい気もするけど、一応止めておくか。無線でイステリアに連絡しよう。誰かにバレッタさんを止めてもらわないと」

「うん。無線機取ってくるね」

「おう、頼む」

　
一
 かず
 良
 ら

 が抱えている段ボール箱を地面に降ろす。

「そういえば、それなに？」

「たぶん、俺のご先祖様」

「えっ!?
 」

「まあ、後で話すよ。とりあえず無線機を持ってきてくれないか？」

「う、うん」

　
一
 かず
 良
 ら

 をその場に残し、リーゼはバリン邸へと向かった。





　リーゼが無線機と携帯用アンテナを手に戻ってくると、
一
 かず
 良
 ら

 はシャベルで地面を掘っていた。

「ただいま」

「おかえり。よし、先にそっちをやっちゃうか」

「……ねえ、もしかしてその箱の中身って、人骨？」

　
一
 かず
 良
 ら

 にアンテナと無線機を手渡しながら、リーゼが聞く。

「うん。雑木林の中にお墓を作って埋めておいたんだけど、そこじゃダメだって言われちゃってさ」

「言われちゃったって、誰に？」

「この前俺たちを助けてくれたウリボウのお姉さん。
砦
 とりで

 を出る前の日の夜に、また兵士たちの魂を送り出しに来てくれてさ。その時に教えてもらったんだ」

「お姉さん？　オルマシオール様のこと？」

「いや、それが、オルマシオールじゃないって言ってたんだよ」

「えっ、どういうこと？」

「俺もよく分かんないんだ。ただ、『今後はそう呼ばれるようになるかも』って言ってたな」

　
一
 かず
 良
 ら

 がシャベルを足元の地面に突き立て、
袖
 そで

 で汗を
拭
 ぬぐ

 う。

　リーゼはよく意味が分からず、困惑顔だ。

「で、そのお姉さんが言ってたんだよ。俺と同じ匂いの魂が、かれこれ３００年近く森の中で彷徨ってるって」

「３００年って……もしかして、言い伝えに出てくるグレイシオール様が、カズラのご先祖様なの？」

「かもしれないな」

　２人で段ボール箱に目を落とす。

　半開きになったフタの隙間から、白い頭蓋骨がのぞいていた。

「この雑木林の先に、日本に通じてる石造りの通路があるんだけどさ。通路の途中に、肩口が切り裂かれた服を着た白骨死体があったんだ。言い伝えだと領主の剣をかわして逃げたってことになってるけど、本当は避けきれなかったんだろうな」

「……」

　リーゼは言葉を詰まらせた。

　もし
一
 かず
 良
 ら

 の推測が正しいのなら、
一
 かず
 良
 ら

 の先祖を殺したのは自分と同じ立場の人間なのだ。

　当時の領主とイステール家とに血縁があるのかは分からないが、この遺骨の人物に恨まれる立場ではあるように思えた。

「それで、雑木林の奥にいるせいで、お姉さんも手が出せなかったんだってさ。だからこうして……リーゼ？」

　暗い顔をしているリーゼに気づき、
一
 かず
 良
 ら

 が手を止める。

「……ううん、何でもない。埋葬は私がやっておくから、カズラは日本に行っていいよ。早く行かないと、帰ってくるのが遅くなっちゃうんでしょ？」

「それはそうだけど……いいのか？　けっこう大変だと思うぞ？」

「うん、でも大丈夫。しっかりやっておくから」

「じゃあ、お願いしようかな」

「うん。何か注意しなきゃいけないことはある？　普通に埋めておけばいいのかな？」

「動物に掘り起こされたら困るから、少し深めに掘って埋めてくれ。墓標は後で作ろう」

「うん」

　
一
 かず
 良
 ら

 がアンテナを無線機に接続し、イステリアの方角へと向けた。

　電源を入れ、送信ボタンを押す。

「こちらグリセア村。イステリア聞こえますか。どうぞ」

　十数秒待つが応答がなく、沈黙が流れる。

　ナルソン邸の屋上では、グリセア村の村人が無線機の番をしているはずなのだが。

　
一
 かず
 良
 ら

 がもう一度送信ボタンを押そうとした時、無線機から聞きなれた声が響いた。

『こちらイステリア！　よく聞こえます。どうぞ！』

「……ジルコニアさんだよな？」

「う、うん」

　なぜか響いたジルコニアの声に、２人が顔を見合わせる。

　いったい屋上で何をしているのだろうか。

「ジルコニアさん、何で無線番なんてしてるんですか？　どうぞ」

『えっと……会議続きで疲れちゃって。屋上に逃げてきてたんです。暇だから無線機をいじってたらいきなり声がして、びっくりして落っことしちゃいました。どうぞ』

「ええ……何やってるんですか。抜け出しちゃったらまずいでしょう。どうぞ」

『いえ、私が出ないといけないものはひととおり終わったので、大丈夫なんです。でも、他の会議もかたちだけでも出ろとナルソンに言われてるんですけど、そういう会議って死ぬほど苦痛じゃないですか』

　最近
一
 かず
 良
 ら

 はよく思うのだが、以前に比べてジルコニアは子供っぽくなったというか、茶目っ気が出た気がする。

　自分と２人きりの時限定にも思えるのだが、この場にリーゼがいると知ったら慌てるだろうか。

　何となく可哀そうなので、黙っておくことにした。

『あと、カズラさんがいないと退屈で仕方がないんです。早くこっちに帰ってきてください。どうぞ』

「いや、そうは言ってもですね……っと、それはいいとして、１つお願いしたいことがあるんです。今、そっちにバレッタさんが走って向かってるんですけど、ナルソンさんのところに駆け込む前に止めてもらえませんか？　どうぞ」

『え？　走ってですか？　どうしてです？　どうぞ』

「えーと……すみません、理由は聞かないでもらえると。とにかく、捕まえてこっちに送り返してください。どうぞ」

『分かりました。お礼は、何か
美味
 おい

 しいお
土産
 みやげ

 でいいですよ。どうぞ』

「……お母様、本当に食いしん坊だね」

　ジルコニアの言いように、リーゼが苦笑する。

「まあ、食べることってストレス発散になるし、仕方ないんじゃないか？　ジルコニアさんの立場って、ストレスすごそうだしさ」

『カズラさん？　どうしました？　どうぞ』

「あ、すみません。じゃあ、今度村に来た時に、日本のお店で買ってきた料理をごちそうしますね。どうぞ」

『はい！　じゃあそれで……って、もしかして、今夜のそっちの夕食って、日本で買ってきたものだったりするんですか？　どうぞ』

「え？　はい、そうですけど。どうぞ」

『私も今からそっちに行きます。バレッタは途中で拾っていきますね。通信終わり』

「えっ!?
 　ジルコニアさん、イステリアを離れちゃまずいんじゃないですか？　どうぞ」

　ジルコニアからの返答を待つが、うんともすんとも言わない。

　どうやら、すでにこちらに向かっているようだ。

　やれやれと無線機の電源を切り、リーゼに手渡す。

「まあいいか。それじゃあ、俺は買い出しに行ってくる。お墓、お願いな」

「うん、分かった。気を付けてね。いってらっしゃい」

「おう、ありがとう。行ってきます」

　手を振って去っていく
一
 かず
 良
 ら

 を見送り、リーゼは遺骨に目を落とした。





　日本に戻った
一
 かず
 良
 ら

 は、車を飛ばして山を下り、街なかにあるショッピングモールへとやってきていた。

　時刻は午後５時ちょうどで、すでに日が傾き始めている。

　急いで買い物を済ませて、皆の下へと戻らねばならない。

「遅くなっちゃったな……先に料理を頼んでおくか」

　レストラン街へと行くと、夕食にはまだ早い時間ということもあって人通りはまばらだった。

　寿司、ラーメン、イタリアン、トンカツ、ステーキといった、外食チェーン店がいくつも並んでいる。

「冷めても
美味
 おい

 しい物っていうと寿司だけど……みんな、生魚って食えるのだろうか」

　思えば、イステリアで食べた料理で生魚が出てきたことは一度もなかった。

　イステール領には海がなく、手に入る新鮮な魚は川魚だ。

　川魚には寄生虫がいることが多々あるので、生で食べないのは当たり前である。

「まあ、試しに買っていってみるか。何事も挑戦だ」

　回らないお寿司屋さんに入り、特上寿司を３人前注文した。

　寿司初心者でも食べやすいだろうと、サラダ巻きとおいなりさんも注文した。

「ええと、あとは何だろ。ケーキ、サンドイッチ、サラダ系も大丈夫だな。中華も鉄板か」

　いろいろな種類があったほうがいいだろうと、あちこちの店に入って料理を注文していく。

　中華料理のオードブル、サンドイッチ詰め合わせ、揚げ物、ケーキ、シュークリームなどなど。

　ひととおり注文し終え、作ってもらっている間に映画を選ぼうとＤＶＤショップに向かった。

　店内に入り、何にしようかと棚の間を進む。

「食事をしながらだし、グロいのとかキモいのはダメだよな……あ、でも、字幕を
完
 かん
 璧
 ぺき

 に読めるのってバレッタさんだけか」

　
一
 かず
 良
 ら

 以外は日本語を聞き取ることはできないので、字幕に頼ることになる。

　だが、漢字、ひらがな、カタカナが混ざった文章を読むことができるのは、バレッタとエイラだけだ。

　そうなると分かりやすい内容のものに限られるわけだが、言葉が分からなくても内容が分かるものとなると種類が限られてくる。

　ちなみに、エイラはリーゼに聞かれた際に「漢字も少しなら」と言ってはいたが、読むだけならすでに小学校で習う漢字はあらかた読める。

　本人のやる気がすさまじく、料理本を教科書にして、かなりのスピードで学習していた。

「ゾンビとかパニックホラーは食事をしながらだからダメ。かといって恋愛ものやサスペンスは
台詞
 せりふ

 が読めないからダメ。コメディとかＳＦも
台詞
 せりふ

 がないと意味不明。むう……」

　あれこれと見回してみるが、よさそうなものが見つからない。

　グラビアＤＶＤなら条件はクリアしていそうだが、彼女たちの前で上映したが最後、生ゴミでも見るような視線を浴びることになるだろう。

「動物系なら辛うじていけるかな……」

　棚を移動し、動物のドキュメンタリーＤＶＤを数本、カゴに放り込んだ。

　ナレーターの
台詞
 せりふ

 が所々に入るだろうが、動物たちの生きざまに主点が置かれた動画なので楽しめるはずだ。

　必要に応じて、
一
 かず
 良
 ら

 が字幕を読み上げればいい。

「あと、バレッタさんにいろいろ買っていこう。きっと興味あるだろうし」

　バレッタは日本語も英語も
完
 かん
 璧
 ぺき

 に読み書きできるうえに、地球の文化に対する知識欲も旺盛だ。

　買っていけば買っていくだけ、きっと喜んでくれるに違いない。

　古代ローマの剣闘士を主役にした映画や、巨大な宇宙船が攻めてくるＳＦ映画など、
一
 かず
 良
 ら

 が個人的に面白いと思った映画のＤＶＤを片っ端からカゴに放り込んでいった。

　王族たちに見せる映画の参考になりそうなものも、ホラー系を中心にいくつかカゴに入れる。

　ついでに、ゾンビ映画も自分で観るように放り込んだ。

「それにしても、バレッタさんには悪いことしちゃったな。後で謝らないとだ」

　そうして数十点のＤＶＤと一緒に電池式のポータブルＤＶＤプレイヤーも購入し、
一
 かず
 良
 ら

 は店を後にした。





　ペンライトを片手に、少し重くなったリアカーを引いて雑木林の中を進む。

　料理は種類ごとに分けて、お店で貰った発泡スチロールの箱に入れてある。

　載せている料理が崩れないようにと慎重に進んでいると、前方からかすかに声が聞こえた。

「ん？　あの声は……」

「カズラさーん！」

　どうやら、声の主はバレッタのようだ。

　真っ暗な中、明かりも持たずに１人でぽつんと立っていた。

「カズラさん！　おかえりなさい！」

　バレッタが大きく手を振り、満面の笑みで出迎える。
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　彼女が立っている場所は、転移してしまう地点の少し手前のようだ。

「バレッタさん！　戻ってたんですね！」

「はい。早まってイステリアまで行っちゃって……途中でジルコニア様に拾われて、帰ってきました」

　照れたようにバレッタが笑う。

　どうやら、リーゼから説明は受けているようだ。

「すみません、俺がちゃんと伝えてなかったばっかりに」

「いえいえ！　私が勝手に先走っちゃっただけなので！　慌てないで、カズラさんに聞いてからにすればよかったです」

「はは。まあ、お互い様ですかね。それにしても、どうしたんです？　１人でこんなところで」

「リーゼ様の提案で、日本へ行けるかどうか、皆で試していたんです。つい今さっきまで、皆ここにいたんですよ」

「ああ、他の皆は雑木林の入口に転移しちゃったんですか」

「はい。最後が私の番で、まだかなって思ってたらカズラさんが帰ってきてくれました」

「え？　まだかなって？」

「えっと……待ってたらカズラさんが来てくれるかなって思って。えへへ」

　照れくさそうにバレッタが笑う。

　そして、背後の雑木林の入口の方に目を向けた。

「ご先祖様のお墓、作ったんですね。私も少しだけお手伝いできました」

「あ、そうだったんですね。すみません、本当は俺がやらないといけなかったんですけど」

「いえ、大丈夫です。でも……先に私に……」

　話して欲しかった、という言葉を、バレッタはすんでのところで飲み込んだ。

　もやもやとした嫉妬心を、無理やり心の奥底に押しとどめる。

「ん？」

「あ、いえ……えっと、リーゼ様から聞きました。３００年前にこの地に来た人が……グレイシオール様が、カズラさんのご先祖様だって」

「たぶん、ですけどね。あのウリボウのお姉さんが『同じ匂い』って言っていたので、おそらくそうかなって」

「はい……カズラさんのお父様は、こっちの世界への出入口について知っていたんですよね？」

　１年前、
一
 かず
 良
 ら

 がアイザックに見つかってイステリアに行くことになった時の話だ。

　
一
 かず
 良
 ら

 が父親に持たされたキャリーケースの中身を見ながら、『あのクソ親父、本当はこの世界に繋がる部屋のことを知ってるんじゃないか？』と言っていたとバレッタは記憶していた。

「ええ、知ってるみたいです。ただ、詳しく聞こうとしても何も教えてくれないんですよね」

「何も……ですか？」

　バレッタが
怪
 け
 訝
 げん

 そうな顔になる。

「ええ。一度問い詰めたことがあるんですが、『教えるわけにはいかない』とか『教えると絶対にお前のためにならない』とか言ってましたね。俺のためを思って、あえてすっとぼけてたって」

「教えるわけにはいかない……カズラさんのためにならない……ですか」

　言葉の意味を反芻するように、バレッタがつぶやく。

「はい。本当、意味が分からなくて……」

　うーん、と
一
 かず
 良
 ら

 が
唸
 うな

 る。

　今思い返してみても、意図がさっぱり分からなかった。

「そういえば、問い詰める前の話ですけど、『面倒ごとに巻き込まれてないか』とか『危ない目に
遭
 あ

 ってないか』とか、なんだか俺の様子を探るような電話をしてきたこともありましたね」

「探るような、ですか。こちらの世界について、直接聞かれたわけではないんですね？」

「ええ、なんか奥歯にものが詰まったような感じで。そういえば、その時に『なあ、今、お前には――』って何か聞きかけてやめたことがあったんですよ。いったい、何を言おうとしてたんだか」

「今、お前には……」

　バレッタが真剣な顔で繰り返す。

　そして、日本へとつながる通路がある雑木林の奥へと目を向けた。

「……カズラさんのお父様は、カズラさんがこちらの世界に来ることを止めなかったんですよね？」

「止めるどころか、当選金のおこぼれにあずかろうとしてる奴らに追われてる俺に、避難先としてこっちの世界につながる屋敷を勧めてきましたね」

「それって、カズラさんをこっちの世界に送り出したい理由があったってことじゃないですか？」

「え？」

　
怪
 け
 訝
 げん

 な顔をする
一
 かず
 良
 ら

 に、バレッタが顔を向ける。

「だって、そうじゃなかったら、わざわざお屋敷を勧めた意味がないじゃないですか」

「それはまあ……そうですね」

「カズラさんのお父様は、こちらの世界につながる扉について知っていた。でも、あえてそのことはカズラさんには伝えず、聞かれても知らないふりをした。そして、通路には埋葬されていないご先祖様の死体があった。つまり……」

　バレッタが、今度は村の方へと目を向ける。

　木々が生い茂っているその先は真っ暗だ。

「カズラさんのお父様は、通路に死体があることを知らなかったんだと思います。おそらく、こっちの世界にも、一度も来ていません」

「ふむ……確かに、もし来ていたなら、死体の埋葬くらいはしそうなものですよね」

「はい。それに、もし通っていたのなら村にも来ているはずです。でも、そういった話はグレイシオール様の言い伝え以外には聞いたことがないです」

「なるほど……じゃあ、俺をこっちに送り出した理由ってのは……？」

　送り出したい理由があったのではとバレッタは言うが、
一
 かず
 良
 ら

 にはさっぱり分からない。

　もしそんな理由があるのなら、宝くじが当選する前から、こちらの世界に通じる扉がある屋敷について匂わせていてもいいはずなのだ。

　それに、通路にあった死体が３００年前のご先祖様だとすると、３００年間
一
 かず
 良
 ら

 以外誰もこちらの世界に来ていないということになる。

　そんな場所に
一
 かず
 良
 ら

 を送り出す理由も、送り出すタイミングが宝くじが当たった直後だったのも意味不明だ。

「それはちょっと私にも……あ」

「……どうしました？」

　何かに気づいた様子のバレッタに、
一
 かず
 良
 ら

 が目を向ける。

「あ、あの、１つ聞きたいんですが」

「ええ、何でも聞いてください」

「お父様は、その扉の存在は知っていたんですよね？」

「え？　はい、知ってました」

「でも、こちらの世界には来たことがないんですよね？」

「それは今、バレッタさんが言っていたことじゃないですか。おそらく一度も来ていないって」

「あ、いえ、そういうことじゃなくて……ええと……」

　バレッタは少し考えこみ、頭の中で言葉を整理した。

　これは下手をすると、本当に
一
 かず
 良
 ら

 に言ってはまずいことなのかもしれない。

　だが、自分はどうしてもそれを知りたいのだ。

　
一
 かず
 良
 ら

 に勘づかれずに、真意を探りださねばならない。

「何かこう……誰かが扉を使った形跡とかはなかったですか？」

「んー……扉には南京錠がかかってましたし、誰かが使ったかどうかまでは……」

「じゃあ、お屋敷の様子はどうでしたか？　誰かが住んでいたような感じはしませんでしたか？」

「そういえば、埃も落ちてなかったですし、やたらと
綺
 き
 麗
 れい

 でしたね。それくらいしか……あ」

　ぽん、と
一
 かず
 良
 ら

 が手を打つ。

「こっちの世界につながる部屋の畳の下に、鉄板が敷かれてました」

「鉄板……ですか？」

「ええ。しかも点打ち溶接までされてて、すごく重い物を運ぶためにやったとしか思えないです。そのおかげで、農業用
運
 うん
 搬
 ぱん
 車
 しや

 を運び込むことができたんです」

「……」

「あんなことするの、たぶん父くらいしかいないと思うんですよ。キャリーケースに入ってた剣の使い込み具合といい、やっぱり父もこっちの世界に来たことがあるんじゃないかなって……バレッタさん？」

「は、はい！」

　額に薄っすらと汗を掻いているバレッタを見て、
一
 かず
 良
 ら

 が小首を傾げる。

「どうしました？　何か分かったんですか？」

「い、いえ。特になにも」

　内心バクバクと心臓を高鳴らせながらも、必死で平静を装う。

　通路には、３００年前の死体がそのまま放置されていた。

　つまり、
一
 かず
 良
 ら

 が来るまで、誰もこちらの世界に来ていないということになる。

　それにもかかわらず、
一
 かず
 良
 ら

 をこちらの世界にかなり緩いノリで送り出している。

　送り出した際には特に何も持たせず、後から剣やブーツといった装備を持たせたのも、こちらの世界について何も知らなかったからだろう。

　
一
 かず
 良
 ら

 から聞き出した話にいくばくかの不安を感じ、それらを持たせた可能性が高い。

　
一
 かず
 良
 ら

 をこちらの世界に送り出す必要があったが、タイミングから考えて絶対に送り出さなければならないというわけではなかったらしい。

　さらには、こちらの世界について何も情報を与えず、何を聞かれてもあえてすっとぼけていた。

　そして、父親が言っていたいくつかの
台詞
 せりふ

 。

　畳の下に敷かれていた鉄板。

　これらのことを考えると、理由の１つとして考えられるのは――。

「おーい！　バレッター！　大丈夫ー!?
 」

　その時、雑木林の奥から声が響いた。

　ＬＥＤライトのまぶしい光が、いくつか揺れながら近づいてくる。

　ざくざくと落ち葉を踏みしめる音とともに、リーゼ、ジルコニア、エイラ、マリーが走ってきた。

　いつまで経っても戻ってこないバレッタを心配して、探しに来たのだ。

　皆、２人の姿を見つけてほっとした顔になった。

「カズラといたんだ。よかった……」

　リーゼはそこまで言って、はっとした様子でバレッタを見た。

「あ、あのさ、もしかして、あっち側に通れたりした？」

「いえ、行こうとしたら、ちょうどカズラさんが来たので……」

「そっか……なら、今から試してみたら？　ちょうど戻るところだしさ」

「あ、はい。では、入口で待ってますね」

　バレッタは素直に
頷
 うなず

 くと、印の先へと歩を進めた。

　そして、皆が消えたのとまったく同じ地点で、ふっとその姿が掻き消えた。

「……うん、やっぱりそうだよね。戻ろっか」

　肩の力が抜けた様子で、リーゼが
一
 かず
 良
 ら

 に
微
 ほほ
 笑
 え

 む。

　明らかにほっとした様子だ。

「カズラさん、料理ってこの箱の中ですか？」

　いつの間にかリアカーの脇に来ていたジルコニアが、発泡スチロールの箱を見つめていた。

「ええ。たくさん買ってきましたから、戻ったら食べましょう」

「楽しみです。荷車を引くの、手伝いますね」

「あっ、お母様、私が手伝いますから！　……カズラ、どうしたの？」

　バレッタが消えた地点を
怪
 け
 訝
 げん

 そうな顔で見ている
一
 かず
 良
 ら

 に、リーゼが小首を傾げる。

「いや、何でもない。行こうか」

　そうして、皆で村へと戻っていくのだった。





「カズラさん、料理は全部出しちゃっていいんですか？」

　バレッタが箱を居間に運び込み、フタを開ける。

　中に入っていた中華オードブルを見て、「おー」と声を上げた。

　料理本で似たようなものは見たことがあるが、実物を見てその出来栄えに思わず
唸
 うな

 ってしまった。

　仕切りで区切られた器には、料理が７種類入っている。

　中央にエビチリ、それを囲むようにして、シュウマイ、チンジャオロース、豚の角煮、ホイコーローなどの料理が収まっていた。

　まだ温かいそれらからは、食欲をそそるいい香りが
漂
 ただよ

 っていてとても
美味
 おい

 しそうだ。

「『デザート』って書いてある箱のは、まだ出さないでください。ケーキとかシュークリームが、保冷剤と一緒に入ってますから」

「カズラ様、お飲み物は何になさいますか？」

　エイラが靴を脱いで居間に上がり、持参していたコップを用意する。

　
一
 かず
 良
 ら

 はバッグから紙袋を取り出し、彼女に差し出した。

「これを使ってください。前にエイラさんが飲みたいって言ってたセイロンティーを買ってきたんで」

「わあ、ありがとうございます！」

「映画の用意もするか。マリーさん、こっち来て手伝ってもらえます？」

「かしこまりました」

　マリーに手伝ってもらい、リアカーから引き上げ式スクリーンやポータブルＤＶＤプレイヤーを運び込む。

　居間の角にスクリーンを置き、ツマミを引き上げてスクリーンを固定した。

「わっ、すごいねそれ。筒の中に巻いてあるんだ」

　あっという間に出現した大画面に、リーゼが目を丸くする。

「うん。これがあればどこでもプロジェクターが使えるんだ。ていうか、もっと早く買ってきておけばよかったな」

　ポータブルＤＶＤに電池を入れてモバイルプロジェクタと接続し、ＤＶＤをセットする。

　スクリーンに光が差し、動画が流れ始めた。

　ナルソン邸では壁に投影していたのだが、当然ながらスクリーンに映したほうが断然見やすい。

「『プラネットアニマル』……動物の映画ですか？」

　表示されたタイトルをバレッタが読み上げる。

　さまざまな動物の一生を追いかけたドキュメンタリーシリーズの１巻目で、今作は南極に住む１匹のメスペンギンが主人公だ。

「ええ。なるべく映像だけでも楽しめるものがいいかと思って。これは動物の生活に密着したドキュメンタリーですね」

「そういうのもあるんですね。あ、字幕もちゃんと……っ!?
 」

「きゃーきゃー！　なにこの生き物！　すっごくかわいいんだけど!!
 」

「わあ、かわいいですね！」

「も、もこもこしてます……！」

　ふわふわの羽毛に包まれた赤ちゃんペンギンの映像に、リーゼが
瞳
 ひとみ

 を輝かせて騒ぎ立てる。

　バレッタも口を半開きにしたまま、その愛くるしい姿に見とれていた。

　エイラとマリーも、スクリーンに釘付けだ。

「あら、かわいいわね。カズラさん、これは何ていう生き物なんで……あ、ペンギンっていうんですね」

　ジルコニアが料理を箱から取り出しながら、音声とともに表示された字幕を読み上げる。

　マリー以外は、ひらがなとカタカナなら何とか読むことができるのだ。

「カズラ！　私ペンギン欲しい！　買ってきて！」

　リーゼが
一
 かず
 良
 ら

 の腕を掴む。

　目が本気だ。

「いや、ペンギンは寒い場所でしか暮らせないから無理だよ。暑いところじゃ生きていけないんだ」

「えー、そうなんだ……ぎゅって抱きしめたいなぁ」

「今度ぬいぐるみを買ってきてやるから、それで我慢してくれ」

「カ、カズラさん、私も欲しいです！」

　はい、とバレッタが手を上げる。

　見ると、エイラとマリーも物欲しそうな顔をしていた。

「じゃあ、全員分買ってきますね」

「ほら、皆手を動かして。お風呂の時間もあるんだから」

　ジルコニアが箱から料理を出す。

　ＤＶＤを流していると皆の手が止まりそうなので、上映会はいったん取りやめて食事をしてから見ることにした。

「さて、いただきますか。だいぶ買いすぎちゃったんで、皆気合入れて食べてくださいね」

　寿司、ＢＬＴ、中華オードブル、焼き鳥、トンカツ、カットステーキ、シーザーサラダといった料理が並べられた。

　
囲
 い
 炉
 ろ
 裏
 り

 の脇に料理を並べ、それを皆で囲んでいる状態だ。

　用意してきたウェットティッシュで、ごしごしと手をふく。

「ねえ、カズラ。このお魚って生じゃない？　なんていう料理なの？」

　リーゼが自分の皿に取り分けられた大トロ、真鯛、車エビの握りを、
怪
 け
 訝
 げん

 そうな顔で見る。

　３人前しか買ってきていないので、配られているネタもそれぞれ違っている。

　ちなみに、すべてサビ抜きだ。

「うん、生だよ。寿司っていう料理で、お酢を混ぜた米に生魚の切り身を乗せた料理なんだ」

「そ、そう……食べられるかな……」

「心配だったら、少しだけ齧ってみるといいよ。あと、食べる時は醤油をつけて食べてくれ」

「うん……これ、フォークで刺して食べていいの？」

「いや、本当は箸で食べるんだけど……使えるかな？　一応貰ってきたけど」

　
一
 かず
 良
 ら

 が割り箸を割り、皆に配る。

「こうやって使うんだ。上側の箸を、こうやって親指と人差し指と中指で――」

　リーゼは
一
 かず
 良
 ら

 の手を見ながら、見様見真似で箸を持った。

　
一
 かず
 良
 ら

 がゆっくりと動かすのを真似て、器用に箸を開いたり閉じたりする。

「こう？」

「うお、もう使えるようになったのか」

「うん。そんなに難しくないし。バレッタも使えてるじゃない」

　リーゼ同様、バレッタも器用に箸を開いたり閉じたりしている。

　むしろ、リーゼよりも小慣れている様子だ。

「マジか。バレッタさん、すごいですね。
完
 かん
 璧
 ぺき

 じゃないですか」

「えへへ。鉛筆を箸代わりにして練習したことがあったので」

「あ、そうだったんですか。ジルコニアさんは……そうそう、いい感じですよ」

　ジルコニアは顔をしかめながらいじっていたが、なんとかコツを掴んだ様子で開いたり閉じたりしていた。

　
若
 じやつ
 干
 かん

 、手元がプルプルしている。

「……なるほど。手が攣りそうだけど、なんとか使えそうだわ」

「ダメそうならフォーク使ってくださいね。……エイラさんとマリーさんも、無理しないでいいですよ」

　ぷるぷると指を震わせて箸を操るエイラとマリー。

　２人とも、箸が交差して×になっている。

「いえ、頑張ります！」

「わ、私も頑張ります！」

「そ、そうですか。さて、食べましょうか」

「うん。それじゃあ、このピンク色のやつ食べてみようかな」

　リーゼが大トロのにぎりを箸でつかみ、醤油につけて半分齧った。

　もぐもぐと咀嚼し、ぴたりと動きを止める。

「ごめん、私これ無理」

　口元を手で隠し、
一
 かず
 良
 ら

 を見る。

「ありゃ、ダメだったか。無理しないで吐き出しちゃっていいぞ」

「うん、ほんとごめん……」

「いやいや、苦手なものは仕方ないって」

「リーゼ様、これに……」

　リーゼは後ろを向き、エイラに渡されたハンカチに吐き出した。

「私、これ大丈夫です！　すごく
美味
 おい

 しいです！」

　その声に、皆がバレッタを見る。

　もぐもぐと口を動かし、
瞳
 ひとみ

 を輝かせていた。

　大トロを丸ごと１貫食べたようだ。

「ええ……なんかこう、独特な香りがしない？　味はまあ……悪くはないと思うけど」

「そうですか？　風味もいいですし、まろやかで甘味があって、すごく
美味
 おい

 しいですよ」

「そうかなぁ……うう、なんかすごく損した気分」

「誰だって好みがあるから仕方ないって。他の皆もどうぞ」

　
一
 かず
 良
 ら

 の勧めに、ジルコニアとマリーが中トロを。

　エイラがエビを口に入れた。

　うっ、とジルコニアが顔をしかめる。

「わ、私もこれはダメだわ……」

「私は平気です。さっぱりしてて
美味
 おい

 しいですね。マリーちゃんはどう？」

　もぐもぐと咀嚼し、エイラがマリーを見る。

「すっっっごく
美味
 おい

 しいです!!
 」

　食べたネタにもよるのだろうが、寿司はかなり好みが分かれる料理のようだ。

　バレッタとマリーはよほど気に入ったのか、とても
美味
 おい

 しそうにもぐもぐとイクラや鳥貝も口にしている。

　酢飯も問題ないようだ。

　生魚はともかく、イクラはさすがに無理かもしれないと
一
 かず
 良
 ら

 は考えていたので、かなり驚いていた。

「うー……カズラ、初心者でも
美味
 おい

 しく食べれるのってないの？」

「エビなら大丈夫だと思うぞ。エイラさんがさっき食べてたやつ」

「うん……」

　隣で
美味
 おい

 しそうに寿司を
頬
 ほお
 張
 ば

 るバレッタを、リーゼがちらりと見る。

　よし、と息を整えると、エビの握りを箸で掴み、醤油をつけて口に放り込んだ。

　目を
瞑
 つぶ

 り、もぐもぐと
頬
 ほほ

 を膨らませて咀嚼する。

「……どうだ？」

　ごくん、と飲み下し、ふうとため息をつく。

「……うん、これなら大丈夫。食べられる」

「味の感想は？」

「……まあまあ、かな。お米がすっぱいけど、一応平気」

「まあまあか……マリーさんはどうですか？」

　ちょうどエビを食べていたマリーに、
一
 かず
 良
 ら

 が話を振る。

　マリーはこくこくと、勢いよく
頷
 うなず

 いた。

「最高に
美味
 おい

 しいです！」

「うう、いいなぁ……私も
美味
 おい

 しく食べたかった……」

「うーん……あ、こっちなら多分大丈夫だぞ。サラダ巻きっていうんだけど」

　
一
 かず
 良
 ら

 がリーゼの小皿に、サラダ巻きを１切れ取り分ける。

　ツナと野菜、そしてマヨネーズがベースの海苔巻きなので、生魚よりは食べやすいはずだ。

「生魚は入ってない？」

「入ってないよ。魚を煮たやつと、焼き玉子と野菜しか入ってないから」

「それなら大丈夫かな……」

　リーゼがおそるおそる、サラダ巻きを半分かじる。

　数回咀嚼し、おっ、という顔になった。

「これなら大丈夫！　
美味
 おい

 しいよ！」

　もぐもぐと残りも
頬
 ほお
 張
 ば

 るリーゼ。

　どうやら気に入ってもらえたようだ。

「わあ、この黄色いの
美味
 おい

 しいですね！」

　バレッタがウニ軍艦を
頬
 ほお
 張
 ば

 り、とろけそうな表情になっている。

　それこそウニは好き嫌いが分かれそうなものだが、バレッタの好みには大当たりだったようだ。

「おお、ウニが大丈夫なんですか。高級食材なんですけど、苦手な人がけっこう多いんですよね」

「そうなんですか。高級食材だなんて、アルカディアン虫みたいですね。リーゼ様も食べてみませんか？　
美味
 おい

 しいですよ！」

「わ、私はやめとく。なんか、見た目からして多分ダメそうだから」

「まあ、リーゼは他の料理にしておいたほうがよさそうだな。そっちの中華料理とか、ＢＬＴだったら
美味
 おい

 しく食べられると思うぞ」

「ＢＬＴ？　なにそれ？」

「ベーコン、レタス、トマトのサンドイッチだ。
美味
 おい

 しいぞ」

　ほれ、と
一
 かず
 良
 ら

 がリーゼにＢＬＴを１つ取り分ける。

「ありがと。……ん、ほんとだ、
美味
 おい

 しいね！　サラダ巻きと似てる味するし！」

「よかった。リーゼはマヨネーズ系が好きなんだな」

「リーゼ、こっちの赤いやつ、すごく
美味
 おい

 しいわよ。少し辛いけど」

　ジルコニアはエビチリを
頬
 ほお
 張
 ば

 りながら、あれこれと中華料理を皿に取っている。

　中華料理がかなり気に入った様子で、次々と口に運んでいた。

「それはエビチリっていう料理ですね。ジルコニアさんは中華料理派ですか」

「そうですね、しっかり火が通っているもののほうが好みです」

「エイラさんはどうです？」

「んー、私はこのサラダが好きですね。さっぱりしてて、すごく
美味
 おい

 しいです」

　その後も皆で食事を続け、半分ほど料理を平らげたところで終了となった。

　バレッタとマリーがひたすら寿司を食べ続けてくれたため、生魚を翌日に持ち越すといった羽目にはならずに済んだ。

　残った料理は発泡スチロールの箱に戻し、ケーキに使っていた保冷剤を入れることにした。

　これなら、明日の朝までは十分もつだろう。





「すごくお
洒落
 しやれ

 なお菓子ですね……いい匂い」

　紙皿に載ったイチゴのショートケーキを前に、エイラがうっとりとした表情になる。

　皆の前にも、すでにケーキは配膳済みだ。

　ケーキは全種類違うものを買ってきており、それぞれ好きなものを取ってもらった。

　エイラがショートケーキ、バレッタがミルクレープ、リーゼがブルーベリーのスフレ、ジルコニアがガトーショコラ、マリーがパンダの顔を形どったミルクケーキ、
一
 かず
 良
 ら

 がモンブランだ。

　最初、全員がパンダに興味を示したのだが、マリーが目をキラキラさせていたので皆が
譲
 ゆず

 った。

「か、かわいいです……食べるのがもったいない……」

　マリーはフォークを手に、パンダと
睨
 にら

 めっこしている。

「かわいいですよね。あと、そういうケーキの作り方が載ってる本も買ってきたんですよ。はい、どうぞ」

「えっ!?
 　い、いただけるんですかっ!?
 」

　本を差し出す
一
 かず
 良
 ら

 に、マリーが、ばっと顔を向ける。

「ええ、もちろん。生クリームの作り方もそれに載ってるんで、よかったら挑戦してみてください。卵とミャギの乳があれば作れますから」

「ありがとうございます！　
美味
 おい

 しいケーキをカズラ様にお出しできるように、私、頑張ります！　日本語も勉強しないと！」

　本を胸に抱き、マリーが心底嬉しそうに
微
 ほほ
 笑
 え

 む。

　生クリーム作りはかなりの重労働だが、マリーは人間ハンドミキサーといっても過言ではない身体能力を持っているので大丈夫だろう。

　砂糖もたっぷり買ってきてあるので、きっと
美味
 おい

 しい生クリームケーキが作れるはずだ。

「あ、いいなぁ。マリー、後で私にも読ませて！」

「本は人数分買ってあるよ。安心してくれ」

　そう言う
一
 かず
 良
 ら

 に、リーゼが嬉しそうに
微
 ほほ
 笑
 え

 む。

「さすがカズラ！　イステリアに帰ったら、
美味
 おい

 しいケーキ作ってあげるからね！」

「うん、楽しみにしてるよ」

　
一
 かず
 良
 ら

 がさらに、プチシュークリームの袋を開けて皿に盛る。

　エイラがお茶を用意し、皆に配った。

「あと、映画を見る時はこれだ」

　
一
 かず
 良
 ら

 が袋詰めのポップコーンを、大皿にあける。

「す、すごい量ですね。食べきれるかな……」

　苦笑するバレッタを横目に、ジルコニアがポップコーンに手を伸ばす。

「変わった見た目のお菓子ですね。いただきます」

　買ってきたものは、ごく普通の塩味だ。

　アルミホイルの簡易フライパン型の、自分で作るタイプのものもいくつか買ってきてある。

　調理時に出るコーンが弾ける音が少々心配だが、皆のリアクションが面白そうだと思って買ってきたのだ。

　後日、作成した動画を事前視聴する際に作る予定だ。

　ジルコニアに作らせたら面白いだろうかと、ポップコーンを
頬
 ほお
 張
 ば

 る彼女を見ながら
一
 かず
 良
 ら

 はその姿を想像した。

「んっ、塩が利いていて、なかなか
美味
 おい

 しいですね。サクサクというか、ふわふわというか……あ、あの、カズラさん、私の顔に何か付いてます？」

　ジルコニアが自分を見ながらニヤニヤしている
一
 かず
 良
 ら

 に気づき、少し照れた表情になる。

「あ、いや、何でもないです。それ、映画館に行くと、食べながら見る人が多いんですよ」

「映画館？　映画を見る施設ですか？」

「ええ、何百人も収容できる大きな建物で、中に巨大なスクリーンがあってそこに映画を映すんです」

「なるほど、演劇場の映画版ってことですね」

「そうですね、そんな感じです。そういえば、せっかくイステリアに住んでるのに、一度もそういう場所は行ったことないなぁ」

　イステリアでの生活は１年近くになるが、
一
 かず
 良
 ら

 はそのような娯楽施設には一度も足を運んだことがない。

　遊びに出かけるとしても、買い物をしたり飲食店を巡ったりがせいぜいだった。

「そうでしたか。私も、ナルソンと一緒に招待されて、３年前に一度行ったきりですね」

「あ、行ったことはあるんですね。どんな劇をやってたんです？」

「それが、私が主役の戦争劇だったんです。まるで英雄みたいな扱いであることないこと演じられてて……劇の終わりには壇上に呼び出されるしで、恥ずかしくって……」

　当時を思い出し、ジルコニアが苦笑する。

　その時はよく分からないまま壇上に呼び出され、何を話したらいいかも分からないまましどろもどろに
挨
 あい
 拶
 さつ

 し、拍手と笑いに包まれながら壇上を降りたのだ。

　今まで生きてきた中で、一番緊張した瞬間だったと記憶している。

「み、見たい……主に、恥ずかしがって
挨
 あい
 拶
 さつ

 するジルコニアさんが見たい」

「ふふ、残念でした。あと３年、こちらの世界に来るのが遅かったですね」

「ち、ちくしょう。もっと早く来るべきだった……」

「カズラ、早く早く！　ペンギン見たい！」

　リーゼが待ちきれないといった様子で、
一
 かず
 良
 ら

 を急かす。

「ごめんごめん、今やるから」

　
一
 かず
 良
 ら

 がＤＶＤプレイヤーを操作し、再生する。

　先ほどの続きのペンギンの映像が流れると、皆が「わあ」と声を漏らした。

「はうう、かわいいです……ふわふわしてますね……」

　バレッタがうっとりとした表情で画面を見つめる。

　完全にやられてしまっている様子だ。

「バレッタさん、ケーキもペンギンに負けないくらいふわふわしてますよ。食べて食べて」

「あ、はい。いただきます。……す、すごいですねこれ。生地とクリームが何段にも重なってます」

　ミルクレープをフォークで切り、バレッタが目を見張る。

　どうなってるんだろう、と皿を持ち上げて断面をのぞき込んだ。

　薄いクレープ生地の間に、生クリームが等間隔で
綺
 き
 麗
 れい

 に挟まっている。

「ミルクレープっていうケーキです。本に作りかたも載ってますよ」

「そうなんですね。では……っ！　こ、これは！」

　口の中に広がったとろけるような甘さに、バレッタの
瞳
 ひとみ

 が輝いた。

　今まで
一
 かず
 良
 ら

 が持ってきたいろいろなお菓子やアイスを食べたことはあったが、これは完全に別格だった。

　ふんわりとした舌ざわりと、なめらかで濃厚な生クリームの甘味。

　そして、何層にも重なった生地の絶妙な食感。

　これほどの衝撃を受けるのは、初めて
一
 かず
 良
 ら

 と一緒に食べた桃缶以来だ。

「気に入りました？」

　こくこく、とバレッタが激しく
頷
 うなず

 く。

「はい！　すっごく
美味
 おい

 しいです!!
 　こんなに
美味
 おい

 しい食べ物があったなんて……！」

「はは、そんなに喜んでもらえるなら、買ってきたかいがありました。また明日買ってきますね」

「いいい、いいんですかっ!?
 　ありがとうございます!!
 」

　その喜びように、隣のジルコニアがバレッタのミルクレープをじっと見つめる。

「そ、そんなに
美味
 おい

 しいの？　私にも一口分けて」

「はい！　食べてみてください！」

　ジルコニアがフォークでミルクレープを少し取り、口に運ぶ。

　そして、先ほどのバレッタのように目を見開いた。

「……カズラさん」

「はい？」

「何でもしますから、私を日本に連れて行ってください。何でも言うこと聞きますからお願いします」

「んな無茶な……」

「バレッタ、私にも一口ちょうだい！」

　リーゼが膝立ちになって、
一
 かず
 良
 ら

 の前を通ってバレッタの下へとにじり寄る。

「はい、いいですよ。リーゼ様のも、一口もらっていいですか？」

「うん、いいよ……って、まだ自分の食べてなかったんだった」

「もうあれだ、皆で少しずつ分け合えばいいんじゃないかな」

「そうだね。皆、そうしよ！」

　皆でケーキをつつきながら、愛くるしく動き回る赤ちゃんペンギンの映像を眺める。

　時折
一
 かず
 良
 ら

 が主要なナレーションを翻訳しながら、ＤＶＤ鑑賞会は楽しく進んでいった。





　それから数時間後。

　ＤＶＤ鑑賞会も終わり、皆で順番に風呂に入った。

　居間に人数分の布団を敷き、３人ずつ川の字になっている。

　現在、皆で腕時計のカタログを見ながら品定め中である。

「うーん……腕時計、どれにしようかなぁ」

　リーゼが布団に寝転がりながら、カタログをぺらぺらと捲る。

　カタログはショッピングモールで貰ってきたもので、値段は記載されていない。

　時計店は数店舗あったので、とりあえずすべての店のものを貰ってきた。

「どれも
綺
 き
 麗
 れい

 ですよね。青い表紙のやつの、３ページ目の左側に載ってるやつなんてかわいくていいんじゃないですか？」

　
一
 かず
 良
 ら

 を挟んで反対側に寝転がっているバレッタが、リーゼに顔を向ける。

「青い表紙の３ページ目……あ、これか」

　うーん、とリーゼが
唸
 うな

 る。

「あのさ、カズラ」

「ん、どうした？」

「これ、金色っていうか、ピンク色っぽい金色してるけど、金でできてたりするの？」

「いや、違うと思うぞ。ちょっとカタログ見せてくれ」

　リーゼからカタログを受け取り、スペックを見る。

「チタン合金製って書いてあるな。それに、ピンクゴールドのメッキがしてあるみたいだ」

「チタン合金？　何それ？」

「チタンっていう、ほぼ腐食しない金属に別の金属を混ぜ合わせたものだな。すごく軽くて、毒性もないし便利な金属だ」

　
一
 かず
 良
 ら

 の実家は金属引き物業であり、父親の
真
 しん
 治
 じ

 がそういった材料を仕入れて工場内に保管している。

　
一
 かず
 良
 ら

 は仕事を手伝いながら金属材料についてもあれこれ聞いたことがあり、断片的ながら知識は持っていた。

「そんな金属があるんですか。加工のしやすい物なんですか？」

　ジルコニアは興味が湧いたのか、カタログから顔を上げて
一
 かず
 良
 ら

 を見る。

「ええ、比較的柔らかいです。といっても、金とかに比べたら全然硬いんで、包丁とかナイフに使われてますね」

「なるほど……その金属で盾が作れれば、取り回しがしやすそうですね」

「盾ですか。確かに使いやすそうですけど、この先はあまり役に立たなくなりそうですね」

「そうですね……これからは、射撃戦でほとんどカタがつきそうですし。剣士や騎兵の時代は、もう終わりなのかも――」

「お母様、今くらい、そういう話はやめにしませんか？」

　リーゼが少し顔をしかめながら、ジルコニアに言う。

「あ、ごめんなさい。そうよね、せっかくこんなに楽しい時間を過ごしてるのに」

「カズラさん、これって、同じデザインの男性用はないんでしょうか。どこにも載ってなくて」

　バレッタがカタログを
一
 かず
 良
 ら

 に見せる。

　前半のページは女性用、後半のページは男性用と分かれていて、ペア商品は最後部に数点載っているだけだ。

「あー、そういう可愛らしいデザインの物になると、ペアってのはあまりないかもしれないですね」

「そうなんですか……うーん。できればペアがいいな……」

「別にペアにこだわらなくてもいいんじゃないですか？　好きなの着けたほうがいいと思いますけど」

「えっ、でも……同じのを着けていたいです……」

　バレッタが顔を赤くしてうつむく。

　最後のほうは、消え入るような声になっていた。

「そ、そうですね。同じのがいいですね」

「……ちょっと、何２人の世界に入っちゃってるわけ？」

　顔を赤くしている
一
 かず
 良
 ら

 とバレッタに、リーゼが不満げな目を向ける。

「い、いやいや、そんなことないって」

「むー」

「あれだ、それなら、俺が２人に合わせるよ。別に女性もの着けてたって、こっちじゃおかしくは見られないし」

　むくれるリーゼに、
一
 かず
 良
 ら

 が提案する。

　腕時計自体、こちらの世界では存在しないのだ。

　男性用だとか女性用だとか、特に気にする必要はない。

　ぱっと見、細工の細かいブレスレットと同じに見えるだろう。

「あ、確かに。ブレスレットみたいなものだもんね」

「そうそう。だから、２人で好きなのを選ぶといいよ」

「じゃあ、さっきバレッタが勧めてくれたのにしようかな」

「カズラ様、このソーラー電波時計とはどういう意味でしょうか？」

　エイラが布団から立ち、
一
 かず
 良
 ら

 の下に来てカタログを見せる。

　エイラも、バレッタたちと同じものを見ていたようだ。

「ソーラーっていうのは、太陽の光で充電して動く種類の時計ってことですね。電波は……ええと、無線みたいな見えない信号をキャッチして、勝手に時間を正しいものに合わせてくれる方式です」

「そ、そんな機能まであるんですか。すごいですね……」

「ただ、こっちの世界にはその電波を飛ばす基地がないんで、意味はないんですけどね。まあ、気にしなくて大丈夫です」

「そうなんですね……じゃあ、私もこれにしようかな」

「分かりました。ジルコニアさんとマリーさんはどうです？」

　カズラが２人に目を向ける。

　ジルコニアもマリーも、真剣な表情でカタログを眺めていた。

「私は、赤い表紙の５ページ目のものにします。薄い金色のやつです」

「お、ジルコニアさん、すごく上品な物を選びましたね。似合いそうです」

　ジルコニアが選んだものは、暖色系の金色をした上品な色合いのものだ。

　デザインもかわいいというよりはスマートな感じで、３時、６時、９時、12
 時の部分にローマ数字が置かれている。

「ふふ、楽しみです。マリーはどうするの？」

「赤い表紙のほうの、８ページ目のものにします！」

「８ページ目……ああ、盤面に蝶の形の穴が開いてるやつね。中の仕掛けが見えてて素敵よね」

「はい、一目惚れしました……」

　そうして腕時計選びも終わり、
囲
 い
 炉
 ろ
 裏
 り

 の火を消して就寝の運びとなった。





「カズラ様、起きてください」

　深夜。

　耳元で声を掛けられ、
一
 かず
 良
 ら

 は目を開けた。

　いつの間にやって来たのか、枕元に黒髪の女性が座っていた。

「起きてます」

「あら、そうだったんですか？　気づきませんでした」

　くすくすと、女性が笑う。

「ええ、そろそろ俺も出て行こうかと思っていたところで……というか、いつの間に入って来たんですか。全然分かりませんでしたよ」

「ふふ、こっそり近づくのは得意なんです」

　女性が、隣の布団で寝ているバレッタに目を向ける。

「どうしました？」

「……いえ、もう大丈夫です。少々眠りが浅かったようなので」

「え？」

「行きましょう。少しふらつくと思うので、私に掴まってください」

「いや、大丈夫ですよ……ととっ！」

　
一
 かず
 良
 ら

 はそう言って立ち上がりかけたのだが、なぜか足がふらついて女性にしがみついた。

「お、おかしいな。どうしてこんな……」

「まだ半分眠っているんです。さ、足元に気を付けて」

　女性に支えられるようにして土間に降り、靴を履く。

　引き戸を開いて外に出ると、以前背中に乗せてくれた巨躯の白いウリボウが待っていた。

「あ、お久しぶりです」

「うむ、約10
 日ぶりだな」

　ウリボウがそう言って、鼻先を
一
 かず
 良
 ら

 の胸にこすりつける。

　そのまま
一
 かず
 良
 ら

 に背を見せるように移動し、身をかがめた。

「遠慮はいらん。乗ってくれ」

「は、はい」

　なにやらずいぶんと物腰が柔らかい彼に、
一
 かず
 良
 ら

 は小首を傾げながらも跨った。

「お前も乗れ。腰に掴まらせてやらねば、揺れで落ちてしまうかもしれん」

「ふふ、はいはい」

　女性がくすくす笑いながら、カズラの前に跨る。

　なぜか前回会った時よりも、ウリボウの対応がずいぶんと丁寧だ。

「掴まったか？」

「はい」

「落ちぬようにな。気を付けるのだぞ」

「は、はあ」

　ウリボウは背に乗った
一
 かず
 良
 ら

 を気遣うように振り返りながら、森へと向けてゆっくりと駆け出した。

「先日はすまなかったな。礼を言わせてくれ」

　ウリボウが人が走る程度の速度でトコトコと足を動かしながら、
一
 かず
 良
 ら

 に話しかける。

　前回と違い、揺れはほとんど感じられない。

「先日？　何かありましたっけ？」

「菓子を
馳
 ち
 走
 そう

 になった。あと、こいつに薬も貰った」

「ああ、あれですか。気に入りましたか？」

「うむ、
美味
 うま

 かったぞ。実に
美味
 うま

 かった」

　
感
 かん
 慨
 がい

 深げにウリボウが言う。

　女性が再び、くすくすと笑った。

「ふふ、彼ったら、食べながら『
美味
 うま

 い、
美味
 うま

 い』って何度も言ってたんですよ」

「そうだったんですね。なら、明日また、どっさり買ってきますね」

　
一
 かず
 良
 ら

 が言うと、後ろの方で尻尾がぶんぶんと激しく振られる音がした。

　喜んでいるらしい。

「すまんな。恩に着る」

「いやいや、こっちも助けてもらいましたし、その程度ならいくらでも。薬はどうでした？　効きましたか？」

「ああ、驚くほどよく効いたぞ。なあ？」

「ええ。傷跡一つ残らず、
綺
 き
 麗
 れい

 になってしまいました」

　ほら、と女性が片手で
襟
 えり
 首
 くび

 を広げ、左肩をあらわにした。

　とても
綺
 き
 麗
 れい

 な、というより、セクシーなその姿に
一
 かず
 良
 ら

 は目を奪われてしまう。

「そ、そこを
怪
 け
 我
 が

 してたんですね。
綺
 き
 麗
 れい

 に治ってよかったです」

「あら？　もしかして、私にご興味がおありですか？」

　女性が少し振り返り、意地悪そうに
微
 ほほ
 笑
 え

 む。

「えっ!?
 　い、いえ！　その、すみません」

「何なら、お薬のお礼に、一度お相手しましょうか？」

「ええっ!?
 」

「こらこら、からかうんじゃない。失礼だろうが」

「ごめんなさい、面白くってつい。ふふ」

　やれやれ、とウリボウがため息をつく。

　獣でもため息をつくのだな、と場違いな感想を
一
 かず
 良
 ら

 は持った。

「
砦
 とりで

 で世話になっている者たちについてだが」

「ああ、彼らは元気ですよ。何匹か……あの、『匹』って呼び方は失礼でしょうか？」

「別に構わんよ。バカにしているわけでもあるまい」

「あ、はい。何匹かは傷が
酷
 ひど

 くて助かりませんでしたが、他の皆は順調に回復しています。元気になったら、森に帰すっていう話になっているんですが」

「うむ。あいつらにも、傷が癒えたら戻ってくるように伝えてある」

「そうだったんですね。今は口輪をして首に
縄
 なわ

 を巻いているんですが、外しちゃっても大丈夫ですかね？」

「間違っても世話をしている人間を食ったりはせん。外してやってくれ」

「分かりました。伝えておきますね」

　そんな話をしながら村の中を進み、リーゼたちが作ってくれた墓の前にやってきた。

　ウリボウから降り、２人して墓の前に立つ。

「では、始めましょう。彼女をここへ」

「うむ」

　ウリボウが一声、長い遠吠えをした。

　すると、雑木林の奥から小さな光の玉がふわふわと近寄ってきた。

　光の玉は墓の前まで来ると、くるくるとその周囲を回りだした。

「ひ、人魂ですか？」

「うむ。……そうか。３００年以上、ずっと待っていたのだな。朽ち果てもせず、よく留まっていられたものだ」

　ウリボウが女性に顔を向ける。

　彼女はにっこりと
微
 ほほ
 笑
 え

 み、
頷
 うなず

 いた。

　墓の中からもう１つ、小さな光の玉が浮き上がる。

　２つの光の玉は互いに触れるか触れないかの距離で数秒浮いていたかと思うと、ふっと消えた。

「終わりました。これからは、ずっと一緒です」

「えっと……このお墓の人は俺のご先祖様だと思うんですけど、今来た人は誰ですか？」

「彼女は、彼の恋人です」

「こ、恋人？」

「はい。村を去ったきり、戻らなくなった彼をずっとここで待っていたようです。３００年もの間、
諦
 あきら

 めずに、ずっと１人で」

　それを聞き、
一
 かず
 良
 ら

 は以前、街で聞いた昔話を思い出した。

　年越しの宴が行われているさなか、バレッタと２人で街に出かけた時のことだ。

　たまたま通りかかった場所で、吟遊詩人がグレイシオールについての『真実のお話』の弾き語りをしていたのだ。

　その内容と今の状況とが、繋がったように感じていた。

「男性のほうも、ずっと彼女のことを恋焦がれていたようです。２人とも、カズラ様にお礼を言っていましたよ。『ありがとう』って」

「そうなんですか。俺も、彼らとお話しできればよかったんですけど」

「うーん……それは少し難しいですね。私たちと同じような存在になれば別ですけど」

「同じような存在……あの、前にも聞きましたけど、あなたたちは何者なんですか？　神様か何かなんですか？」

「何者か、ですか……うーん」

　
一
 かず
 良
 ら

 が聞くと、女性がウリボウを見た。

　どう答えようか困っている、といった表情だ。

　やれやれ、とウリボウが口を開く。

「ただの獣だ。長生きしているというだけで、貴君と大して変わらんよ」

「え、長生きって、どれくらい生きてるんです？」

「１０００年は生きているだろうな。
曖
 あい
 昧
 まい

 ですまない」

「ええ……もはや獣の域を逸脱しているような……魂を送り出したり人と話したりできてますし、ただの獣って表現はさすがにどうかと」

「ならば、人間たちが『精霊』と呼んでいるものに近い存在だろう。昔はもっと、人間とも関わっていたのだがな」

　達観したような口調で、ウリボウが言う。

「彼らが今のように利己的になる前は、我々と人間たちは近しい存在だったのだ。今はかろうじてつながってはいるが、それももう途切れることになるだろう」

「途切れる？　どういうことです？」

「昔はこうして、互いに言葉を交わすことができたのだ。意識に霧をかけなくとも、語り合うことができた」

「今では、そうして話せる人もほとんどいなくなってしまいましたね。あの男の子のような人も、
稀
 まれ

 にはいますが」

　とても残念そうに、女性が言う。

「これも、時代の流れなのでしょうね……さて、そろそろ帰ることにしましょう」

　女性はそう言って、村の方を見る。

　ウリボウもそちらに顔を向け、ぴくりと耳を動かした。

「……ほう、大した意志の強さだな。自力で意識を手繰り寄せたか」

「私たちの力が、通じなくなってきているだけなのかもしれませんよ」

「なるほど、確かにそうかもしれん」

　ウリボウが腰を上げる。

「早く行ってあげてくださいね。風邪をひいてしまっては大変です。では」

　
一
 かず
 良
 ら

 が瞬きすると同時に、女性の姿が黒いウリボウへと一瞬で変わった。

　そうして２匹そろって、暗い雑木林の中へと走り去っていった。

「おお、すげえ……風邪をひくって、誰がだろ？」

　
一
 かず
 良
 ら

 は小首を傾げながら、屋敷へと戻るのだった。





　屋敷が見えるところまで
一
 かず
 良
 ら

 が来ると、戸口を出たところに誰かが倒れ込んでいる影が見えた。

　片肘と片手を地面につき、何とか起き上がろうとしているようだ。

　
一
 かず
 良
 ら

 が慌てて駆け寄り、抱き起こす。

「バレッタさん！　大丈夫ですか!?
 」

　バレッタは朦朧とした様子で、顔を上げた。

　
一
 かず
 良
 ら

 の姿を認め、薄く
微
 ほほ
 笑
 え

 む。

「カズラさん……よかった、戻ってきてくれて……」

「どうしたんです？　なんでこんなところで……」

　バレッタが自分の頭をさする。

　ぼやけていた意識をはっきりさせ、深く息を吐いた。

　体の自由が、あまり利かない様子だ。

「実は、ずっと起きていたんです。きっと今夜は、カズラさんの言っていた女性が来るはずだと思って」

「そうだったんですか。……あれ？　でも、眠ってるってあの人は言っていたような」

「はい……起きていたつもりなんですが……なんだか、朦朧としてしまって。体も上手く動かなくて」

「ふむ……あの人、何か催眠術みたいなものが使えるのかもしれないですね」

　前回女性が
砦
 とりで

 にやって来た時も、警備の兵士が立ったまま眠ってしまっているのを
一
 かず
 良
 ら

 は目にしていた。

　人目を避けるため、
一
 かず
 良
 ら

 に会いに来る際はそうしているのかもしれない。

　何とも不思議な力の持ち主だ。

「カズラさん」

　バレッタが
一
 かず
 良
 ら

 に、
縋
 すが

 るような目を向ける。

「はい？」

「急にいなくなったり、しないでくださいね」

「いなくなりませんよ。絶対に」

　
一
 かず
 良
 ら

 が即答する。

　バレッタは暗い顔で、少しうつむいた。

「はい……ごめんなさい。どうしても心配になってしまって」

　どうすれば彼女を安心させてあげることができるのだろうかと、
一
 かず
 良
 ら

 は
唸
 うな

 る。

　人目を忍んで自分だけに会いに来たということは、彼らにはそうしたい理由があるのだろう。

　他の人間に直接関わることを、極力避けているようにも感じられる。

　確か以前にも、そのようなことを言っていたような記憶があった。

「うーん……そうですよね、夜中に１人でこっそり出ていくのを繰り返してたら、不安にもなりますよね」

「……そう……ですね。どこか、カズラさんが遠い存在になってしまうような気がして」

「なら、次に彼らに会う時は、バレッタさんも起こしますよ。起きなかったら、俺がおぶって連れて行きますから」

「えっ」

　バレッタが『そんなことをして大丈夫なのか』、といった顔で
一
 かず
 良
 ら

 を見る。

「平気平気。ダメだと言われても押し切りますから。それに、彼らの弱みも握りましたし」

「弱み……ですか？」

　きょとんとした顔で、バレッタが小首を傾げる。

「ええ。この前会った時に、彼らにはお菓子をプレゼントしたんです。それがものすごく気に入ったみたいなんで、それを盾に押し切ります」

「お、お菓子ですか。なんだか、かわいいですね」

　くすっとバレッタが笑う。

「ええ、だから大丈夫です。次からは一緒に行きましょう」

「はい……あの、あのかたたちと何があったのか教えてもらえませんか？」

「ええ、もちろんです。家の中だと皆を起こしちゃいそうだし、どこで話しましょうか」

「お風呂場はどうですか？　私、
泥
 どろ

 だらけになっちゃったんで、洗いながら教えてもらえると」

　バレッタは地面でもがいたせいか、手足や寝間着が砂埃で
酷
 ひど

 く汚れていた。

　少し払った程度では、落ちそうにもない。

　寝間着はイステリアの店で自分で選んだもので、淡い水色のワンピースタイプのものだ。

「うわ、本当ですね。お湯を
沸
 わ

 かさないと」

「はい。私、水を
汲
 く

 んできますね」

　バレッタがふらつきながら、
一
 かず
 良
 ら

 から離れようとする。

「いや、俺がやります。バレッタさんはお風呂場で待っていてください」

「……はい。じゃあ、お願いします」

「うん、行きましょう。俺に掴まってください」

　
一
 かず
 良
 ら

 はバレッタを支えながら、風呂のある小屋へと向かう。

　引き戸を引いて中に入り、吊るされているオイルランタンに火を灯した。

　柔らかいオレンジ色の灯りが、小屋の中をぼんやりと照らしだす。

「大丈夫ですか？　気分は悪くないですか？」

「はい、眠気がすごかっただけなので。今はもう大丈夫です」

「よかった。着替えとタオル、取ってきますね。バレッタさんの部屋にありますか？」

「それなら、そこの棚に両方とも入ってるので大丈夫ですよ」

　バレッタが小屋の
隅
 すみ

 を見る。

　手作りの小さな棚に、衣服やタオルが置かれているのが見えた。

　着替えは、村で彼女が使っていた時の物だ。

　もう長いこと、
袖
 そで

 を通していない。

「あ、本当だ。なら平気ですね。少し待っててくださいね」

　
一
 かず
 良
 ら

 は水を
汲
 く

 みに、小屋の外へ出て行った。

　バレッタはそれを見送り、棚へと向かった。





「お、重い……バレッタさん、これ１人でやってたのか。次からは手伝おう」

　水桶で水路の水を
汲
 く

 み、リアカーに載せる。

　水桶は４つしかないので、風呂の湯を
沸
 わ

 かすとなると何度も往復しなければならない。

　今は少し
沸
 わ

 かせばいいので、この４杯で十分だろう。

　リアカーを引き、風呂小屋の前に停めて中に入る。

「お待たせしました……おお、懐かしい服装だ」

　以前村で過ごしていた時の姿のバレッタが、ちょこんと椅子に座って待っていた。

　寝巻用のものなので、ズボンを穿かないタイプのワンピースである。

「えへへ、先に着替えちゃいました」

　バレッタが自分の膝に目を落とす。

「本当、懐かしいです。たった１年しか経っていないのに……すごく昔に感じます」

「そうですねぇ……いろんなことがありすぎて、目が回るような１年間でしたね」

　
一
 かず
 良
 ら

 が風呂釜に水をあけ、
傍
 そば

 にあったライターで
薪
 たきぎ

 に火を点ける。

　湯が
沸
 わ

 いたら風呂釜の底部についている排水穴の栓を抜き、お湯を取り出せばいいだろう。

　この分なら、すぐに
沸
 わ

 きそうだ。

「えっと、彼らと話していたことについて、ですよね」

「あ、はい。お願いします」

　
一
 かず
 良
 ら

 は女性やウリボウたちと話した内容を、かいつまんでバレッタに説明する。

　バレッタは黙って、話を聞いていた。

「――と、こんな感じです。俺にはよく分からなかったんですけど、ご先祖様たちは成仏できたみたいです。本当にご先祖様なのかまでは、分かりませんでしたけど」

「……あの、その２人は恋人同士だったんですよね？」

「ええ、そう言ってましたね。３００年経っても、互いに恋焦がれてたみたいです。魂だけになってしまったけど、また逢えて本当に良かった」

「……」

「どうかしましたか？」

　何やら考え込んでいるバレッタに、
一
 かず
 良
 ら

 が小首を傾げる。

　あの雑木林を抜ける条件は、
一
 かず
 良
 ら

 が異性として好きになった相手なのではないかという憶測をバレッタは立てていた。

　
一
 かず
 良
 ら

 の父親が何も教えない理由は、出会う異性を選別するような目で見るようになることを避けるため。

　自然に出会う人々の中で自然に伴侶を見つけて欲しいという親心と考えれば、ありえない話でもない気がする。

　また、こちらの世界についても何も教えなかったのは、父親は一度も来たことがない、もしくはこことは違う別の世界へ行ったことがあるのではと考えた。

　それならば、屋敷に敷いてあった鉄板は、何かしらの重量物をその世界へ運ぶために彼が設置したものだという説明もつく。

　しかし、話を聞く限り、雑木林を抜ける条件の推測は間違っていたようだ。

　ではどうすれば、とバレッタは再び振り出しに戻って考える。

　通ることは不可能であるという考えは、ハナから持っていない。

　絶対に、通ることのできる何らかの手段があるはずだ。

　でなければ自分も、３００年越しに再会した２人のようになってしまうかもしれない。

　いつまでも戻らない愛しい人を、たった１人で待ち続けるというのはどれほどつらかっただろうか。

　もし自分が同じような身になったとしたらと考えると、心が締め付けられるような想いがした。

　そんなことは、自分は絶対に嫌だ。

「バレッタさん？」

「あ、いえ……そうでしたか。３００年も、ずっと……」

「それにしても、コルツ君が特別な力の持ち主だったってのは驚きましたね。イステリアに置いてけぼりにしちゃってるけど、大丈夫かな……」

「カズラさんも、彼らと……精霊様たちとはお話しできるんですよね。コルツ君と同じように」

「そうみたいですね。でも、半分眠ってるとも言われたんですよね。バレッタさんも、何度か話したことがあるんですよね？」

「はい。山で炭焼きをしている時に夢の中で一度、あと、ジルコニア様をお助けした時には起きている状態で普通にお話しできました」

「ということは、バレッタさんもコルツ君みたいな素質があるのかもしれないですね。俺よりあるんじゃないですか？」

「そうなのかな……うーん」

　バレッタとしては、素質があるからといって、別に嬉しくは感じない。

　何かの間違いで彼ら側に引き込まれでもしたら、それこそ大変だ。

　
一
 かず
 良
 ら

 も一緒にいてくれるのなら、話は別なのだが。

「お、
沸
 わ

 いたみたいですね」

　
一
 かず
 良
 ら

 が風呂釜の栓を抜き、水桶に湯を入れる。

　少し熱いくらいの、ちょうどいい湯加減だ。

「バレッタさん、足を出して」

「えっ？　あの、自分でできますから」

「ダメです。俺がやりますから」

「ええ……」

　困ったような恥ずかしがっているような顔のバレッタに、
一
 かず
 良
 ら

 が思わず噴き出す。

「な、何で笑うんですかっ」

「くくっ、すみません。前に逆の立ち位置で、同じようなことがあったなって思ったら、つい」

「あ……」

　その時のことを思い出し、バレッタが少し驚いたような顔になる。

　そしてすぐ、嬉しそうに
頬
 ほほ

 を染めて
微
 ほほ
 笑
 え

 んだ。

「さあ、足を」

「はい……」

　湯につけたタオルで、
一
 かず
 良
 ら

 がバレッタの足を
拭
 ふ

 く。

　バレッタはじっと、その様子を見つめる。
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「はい、
綺
 き
 麗
 れい

 になりました。あとは肘と手ですかね」

　
一
 かず
 良
 ら

 がバレッタの正面に膝立ちになり、
袖
 そで

 を捲って肘を
拭
 ふ

 く。

「……あの、カズラさん」

「ん？　何です？」

「もし、私がカズラさんのいた世界に……日本に行ける方法があるとしたら、どうします？」

「そりゃあ、迷わずやりますよ。あちこち連れて行ってあげたいですし。きっと楽しいだろうなぁ」

　それを聞き、バレッタが嬉しそうに
微
 ほほ
 笑
 え

 む。

「でも、そんな方法あるんですかね？　手をつないでも、俺が抱えててもダメみたいだし」

「たぶん、あるはずですよ。きっと、通れるはずです」

「えっ？　何か気づいたことでもあるんですか？」

　
一
 かず
 良
 ら

 が驚いた顔をバレッタに向ける。

「あ、いえ、そういうわけじゃないんですけど……そんな予感がするだけです」

「予感ですか。バレッタさんがそんなふうに言うの、珍しいですね。いつもはこう、論理立てて物事を話すのに」

「ふふ、そうですね。でも、そんな気がするんです」

「もし通れるようになったら、あちこち遊びに行きましょうね。いろんなところに連れて行ってあげますから……はい、
綺
 き
 麗
 れい

 になりました」

「ありがとうございます……あ」

　その時、外から根切り鳥が羽根をばたつかせる音が聞こえてきた。

　窓から見える空も、ぼんやりと明るくなってきている。

「ありゃ、夜が明けちゃいましたね。そんなに時間が経ってたのか」

「そうですね。朝ごはんの準備をしないと」

「俺も手伝います。２人でやりましょう」

　立ち上がる
一
 かず
 良
 ら

 の手を、バレッタが掴む。

「ん？　どうしました？」

「あの……今日のことは、私たちだけの秘密にしませんか？」

　バレッタが
一
 かず
 良
 ら

 の表情を
窺
 うかが

 うように、そんなことを言う。

　
一
 かず
 良
 ら

 はその言葉の意味をすぐに察し、笑顔で
頷
 うなず

 いた。

　そういった繋がりを、彼女は欲しているのだろう。

　２人だけで共有できる何かを、彼女は求めているのだ。

「分かりました。誰にも話しませんから」

「えへへ。ありがとうございます」

　そうして２人で手を取り、小屋を出るのだった。





　遡ること、数日。

　
砦
 とりで

 を撤退したバルベールの軍勢は、数日の行軍を経てムディアという街に到着していた。

　ムディアは、豊富な水量を誇る川を有した、美しく豊かな街である。

　５年前までの戦いでは、アルカディア方面へ向かう各軍団の補給所として使われていた。

　その街は今、大量の負傷兵とその手当てをする住民とで大変な騒ぎになっていた。

　家々には重傷者が運び込まれ、飢えた兵士たちに食事を出すべく路上で炊き出しが行われている。

　太陽は頭上にあり、時間は12
 時ちょうどといったところだ。

「……そうですか。そんなに落伍してしまいましたか」

　街の広場で指揮を執っていたティティスは、兵士から報告を受けて深くため息をついた。

　行軍の途中、重傷者は荷馬車に乗せていたのだが、とてもではないがすべての負傷兵を乗せることはできなかった。

　荷馬車に乗れなかった者は自力で歩いていたのだが、数百人もの負傷兵が
落
 らく
 伍
 ご

 してしまったようだ。

「まだ無事な人もいるはずです。すぐに迎えを出しましょう。使える馬車はすべて使ってください」

「はっ！」

　駆け出していく兵士を見送っていると、入れ替わるようにして数騎の騎兵が広場に駆け込んできた。

　先頭を駆けてくる見知った顔に、ティティスの表情が
強
 こわ
 張
 ば

 る。

「ティティス！」

　カイレンはティティスの前まで来ると、ラタを飛び降りて彼女の両肩を掴んだ。

「無事だったか！　
怪
 け
 我
 が

 はないか!?
 」

「えっ……」

　軍団の惨状について詰問されると思っていたティティスは、二の句が継げずにたじろいだ。

　カイレンは周囲には目もくれず、心底心配そうな眼差しを彼女に向けている。

「どうした!?
 　どこか
怪
 け
 我
 が

 してんのか!?
 」

「い、いえ。私はどこも」

「そ、そうか……フィレクシアは？　あいつは無事か？」

「無事です。撤退の最中に風邪を引いてしまったみたいで、今はそちらの家の二階で休んでいます。熱が下がらなくて」

　ティティスが近くの民家を見上げる。

「風邪か。いつもと同じ感じか？」

「少し長引いていますが、いつもと変わりはないかと。ことあるごとに熱を出していますし」

「てことは、いつもどおりってことだな……はあ、よかった」

　カイレンはほっと息をつくと、改めて周囲を見渡した。

　道の端には傷を負ったたくさんの兵士が座り込んでおり、市民が
椀
 わん

 に入れたスープを配って回っている。

　彼らは比較的元気だが、あちこちの建物の中からは重傷者の悲鳴や
呻
 うめ

 き声が漏れていた。

　悲鳴は、刺さった矢を肉を切開して取り出している際の苦痛に悶える声だ。

　何日も手当てできずに放置してしまったため、傷口の筋肉が締まってしまい、そうするよりほかないのである。

　もっとも、刺さっているのは返しの付いた特殊形状の矢じりのため、専用器具なしには切開するほかないのだが。

「
酷
 ひど

 い有様だな……」

「……申し訳ございません。力及ばず、アルカディア軍に
砦
 とりで

 を奪われてしまいました」

　ティティスが地面に目を落とす。

「いったい、何があったんだ？　マルケスの第６軍団が
砦
 とりで

 を出て迎え撃ったって聞いてるんだが……」

「はい。マルケス様の軍団は、イステリアへと続く森の街道の出口に布陣してアルカディア軍を迎え撃ちました。しかし、敵の新兵器とウリボウの大群の襲撃によって大敗を喫してしまいました」

「……新兵器はともかく、ウリボウの大群ってのは何だ？　詳しく話してくれ」

「はい。それが――」

　マルケスから聞いた当時の話を、ティティスが話して聞かせる。

　カイレンは黙って聞いていたが、
怪
 け
 訝
 げん

 そうな目をティティスに向けた。

「……それ、本当か？　本当にウリボウが、こっちの兵士だけを襲ったのか？」

「はい。逃げ戻ってきた騎兵が、そう証言しています。それも、騎兵全員が同じことを言っています。間違いありません」

「むう……なんつうか、信じがたい話だな……」

「私もそう思います。しかし、１人２人ならともかく、何十人も同じことを言っているのでは信用するしかありません。彼らは、猛獣を操る方法も編み出したようです」

「……」

　
眉
 まゆ
 根
 ね

 を寄せて考え込んでいるカイレンに、ティティスが小首を傾げる。

「何か思い当たることでも？」

「いや……あいつらの国に、グレイシオールっていう神が最近現れたって
噂
 うわさ

 があったのを思い出してな」

「慈悲と豊穣の神ですね。その神が祝福した土を使って、枯れた土地を復活させた話の」

「ああ。実際に神が現れたって話が、向こうじゃずいぶんと広まってるみたいだ。まあ、あんだけ一気に復興すれば、そう考えるのも不思議じゃないだろうな」

「カイレン様も、本当に神が現れたと考えているんですか？」

「いやいや、そうじゃねえよ。そんなバカみたいな話があってたまるか」

　
憮
 ぶ
 然
 ぜん

 とした顔でカイレンが言う。

　神だの精霊だの、そんなものが実際にいるなどとカイレンは考えていない。

　そんなものが本当にいるのなら、今までまったく手を出さずにいたのに、どうして今になって出しゃばって来たというのか。

「そうですね……でも、いったいどうやってウリボウを操ったのでしょうか。ウリボウを飼い慣らすことに成功した話なんて、聞いたことがありませんし」

「だな……どうにかして飼い慣らすことに成功したってことか」

「だとしたら、かなり手強いですね。会戦では、ラタが
怯
 おび

 えてしまって散々な目にあったと聞いています。騎兵の運用が制限されかねません」

　はあ、とティティスがため息をつく。

「ウリボウだけでなく、彼らは数々の新兵器を開発していました。戦術を根本から見直さないと、この先彼らに太刀打ちできません」

「……そんなにすごいのか？　その新兵器ってやつは」

「はい。私たち第10
 軍団も、マルケス様の第６軍団も、手も足も出ませんでした」

「そうか……よし、マルケスも呼んで、詳しく話を聞こう。あいつはどこだ？」

「敵の侵攻に備え、街の防備を強化するために
要
 よう
 塞
 さい

 化工事の指揮を執っています。呼んできましょうか？」

「いや、それならこっちから出向こう。ティティスも一緒に――」

「カイレン様ぁ！」

　２人が話していると、頭上から声が響いた。

　顔を向けると、赤い顔をしたフィレクシアが窓から身を乗り出して手を振っていた。

「フィレクシア！　熱は大丈夫なのか!?
 」

「ダメですけど大丈夫です！　カイレン様、こっちに上がってきてください！」

　けほけほ、と苦しそうに
咳
 せき

 をするフィレクシア。

　重症なのか、息を吸い込む音が
酷
 ひど

 く苦しそうだ。

「分かったから、あんまり大声出すな！　喉痛めるぞ！」

「はい！」

　フィレクシアが部屋に引っ込む。

　２人は小走りで、彼女のいる部屋へと向かった。





「うお、なんだこりゃ!?
 」

　カイレンは部屋に入るなり、目に飛び込んできた光景に仰天した。

　部屋の壁一面に、弓のような形の兵器と、見たことのない珍妙な兵器が描かれていたからだ。

　弓型の兵器の下には、『移動式小型バリスタ』と走り書きがされている。

　もう１つの兵器の下には、『散弾投射機』と書かれていた。

「カイレン様、会いたかったですぅ！」

　ふらふらとした足取りで、フィレクシアがカイレンに駆け寄って抱き着く。





[image: ]






　顔は真っ赤で、はあはあと呼吸がせわしない。

「お、おい、大丈夫か？　顔が真っ赤だぞ？」

　身をかがめ、フィレクシアのおでこに手を当てるカイレン。

　そのあまりの熱さに、思わず顔をしかめた。

「うう、ずっとこの調子なのです……でも、カイレン様が来てくれたのでもう大丈夫なのですよ。元気が出ました」

「全然大丈夫そうに見えないぞ。いいから、横になっとけ」

　カイレンがひょいっと彼女を抱き上げ、ベッドへ寝かす。

「ティティス、薬は飲ませたのか？」

「はい。軍医にも診せたのですが、全然熱が下がらなくて」

「けほっ、けほっ、いつものことなのです。大丈夫なのですよ」

　まるで肺病人のような音の
咳
 せき

 をするフィレクシア。

　ぜいぜいと肩で息をしており、苦しそうだ。

「あんまり無理すんな。元気になるまで、何もしないでゆっくり寝るんだ。分かったな？」

「うー、それはそれで、暇すぎてつらいのです。毒の煙の兵器も作らないといけないですし」

「毒の煙？　なんだそりゃ？」

「アルカディア軍が使ってきたのです。投射兵器で飛ばしてきて、燃えながら大量の煙を出すのですよ。その煙を吸い込むだけで、息ができなくなって死に至ります」

　つらそうに息を吐きながら話すフィレクシア。それを聞き、カイレンはぎょっとなった。

「フィレクシアも、それを吸ったのか!?
 」

「はい。私の命はもう、風前の灯火なのです。カイレン様、最期に――」

「吸ってません。質の悪い冗談はやめてください」

　呆れたように言うティティスに、フィレクシアが不満げな顔を向ける。

「うー、余計なこと言わないで欲しいです。
後
 ご
 生
 しよう

 ってことで、お願いを聞いてもらおうと思ったのに」

「なんだ、びっくりさせんなよ……」

　やれやれ、とカイレンが表情を緩める。

　そして、ベッド脇の棚に置かれていた防犯ブザーに気が付いた。

「ん？　なんだこれ？」

　ブザーはフタが外されており、ネジと電池が取り外されていた。

　フィレクシアが一人でいじくりまわしていたのだ。

「アルカディアの人が、ジルコニアさんを助けに来た時に投げ入れてきた物だそうです」

「投げ入れた？　何のために？」

「それが、長い間……げほっ！　げほっ！」

　フィレクシアが口を押さえ、激しく
咳
 せき

 込む。

「お、おい！　しっかりしろ！」

「げほっ！　げほっ！　……はぁ、はぁ、も、もう大丈夫です……すみません」

「いや、絶対大丈夫じゃないだろ。いいから寝とけ。な？」

「はい……」

　フィレクシアが目を閉じる。

　体力が限界だったのか、すぐに静かな寝息を立て始めた。

「……ティティス、他の街から、もっと腕のいい医者を連れてくるように手配してくれ。いつもと様子が違う」

「分かりました。マルケス様のところへは、いつ行きますか？」

「明日にするよ。こいつが目を覚ますまで、俺はここにいることにする」

　カイレンが自分の手元に目を落とす。

　フィレクシアが、しっかりと彼の右手を握りしめていた。

「
傍
 そば

 にいてやりたいんだ。すまない」

　心配そうにフィレクシアを見つめるカイレン。

　その姿に、ティティスは優しい笑みを向けた。

「いえ、大丈夫です。では、私は引き続き皆の指揮を執りますので」

「頼む。あ、でも、ティティスも無理するなよ。疲れたら、ここに戻ってきて休め。俺が代わるから」

「ありがとうございます。そうさせていただきますね」

　ティティスが部屋の扉へと向かう。

　ドアノブに手をかけ、カイレンを振り返った。

「カイレン様」

「ん？」

　カイレンも振り返り、彼女を見る。

「ありがとうございます」

「……ん？　何がだ？」

「いえ、何でもありません」

　にこっと
微
 ほほ
 笑
 え

 み、部屋を出て行くティティス。

　カイレンは小首を傾げ、すやすやと眠るフィレクシアに目を戻すのだった。










第３章　心をのぞいて






「うー……」

　寝ているリーゼがもぞもぞと動き、目を開ける。

　
囲
 い
 炉
 ろ
 裏
 り

 の前で灰焼きパンをつついている
一
 かず
 良
 ら

 と目が合った。

「え、もう朝なの？」

「おはよう。今日もいい天気だぞ」

「おはよ……うう、眠い。なんでこんなに眠いの……」

　リーゼが掛け布団を抱きしめながらうめく。

　ジルコニアもちょうど起きたようで、身を起こして頭を押さえていた。

「私も眠いわ……頭がぼうっとする」

「きっと疲れてたんですよ。イステリアからここまで走って来たんですし」

「いえ、疲れは全然ないんです。ただ、眠気がすごくて……こんなの初めてだわ」

　昨日の夕食の残り物を並べている
一
 かず
 良
 ら

 に、ジルコニアが目を向ける。

「カズラ、昨日の夕食に薬とか盛ってないよね？」

「盛るわけないだろ。俺だって食ってたのに」

「本当？　寝てる間に、エッチないたずらしてない？　別にしてもいいけどさ」

「あら、そうだったんですか？　でも次からは、起きてる時にしてくださいね」

　ジルコニアがリーゼに合わせて、くすくすと笑いながら言う。

「いや、母娘そろって何言ってるんですか……」

　
一
 かず
 良
 ら

 が困った顔をしていると、隣の部屋からばたばたとエイラとマリーが出てきた。

　２人ともリーゼたちのように寝坊してしまい、慌てて私服に着替えていたのだ。

　昨日は
侍
 じ
 女
 じよ

 服だったが、村では私服のほうが動きやすいだろうとジルコニアが勧めた。

「カズラ様、申し訳ございません！　私たちが代わりますので！」

「あ、いいんですよ。もうできますから」

「すみません……うう、日の出の時間になっても目が覚めないなんて初めてです……」

「私もです……申し訳ございません」

　エイラに続き、マリーもしゅんとした様子で頭を下げる。

　大丈夫ですよ、と
一
 かず
 良
 ら

 が２人をなだめていると、バレッタが家に入ってきた。

　洗濯物を済まし、外に干してきたのだ。

「バレッタさん、おかえりなさい。パンって、そろそろ灰から出しちゃっても大丈夫ですかね？　取り出すタイミングがよく分からなくて」

「串でつついて硬いようなら、出しちゃっていいですよ」

　バレッタが居間に上がり、
一
 かず
 良
 ら

 の隣に腰を下ろす。

　
一
 かず
 良
 ら

 の手の上から串を握り、パンをつついた。

「……うん、ちょうどいい焼け具合みたいです。食べごろですね」

「ああ、なるほど。これくらいの硬さか」

「ふふ、次は１人で頑張ってみてくださいね。私は手を出さずに見ているので」

「……バレッタは、全然眠くないの？」

　もそりとリーゼが起き上がり、
怪
 け
 訝
 げん

 そうな顔でバレッタを見る。

「はい、私は全然。いつもどおりですよ」

「んー……なんでだろ。カズラも平気なんだよね？」

「おう、ぱっちり目は覚めてる」

「やっぱり、私たちに眠くなる薬でも盛ったんじゃないの？」

「だから盛ってないっつーの。ほら、布団片付けろ。寝間着のままでいいから、朝食にするぞ」

「はーい」

　
一
 かず
 良
 ら

 が灰焼きパンを皿に載せて、皆に配る。

　いただきます、と手を合わせて食べ始めた。

「あちち……カズラは、今日も日本に行くんでしょ？」

　熱々の灰焼きパンをちぎりながら、リーゼが聞く。

「うん、そのつもり。バイクを注文しにいかないといけないし。あと、動画についても聞きに行かないとだ」

「帰ってくるのはどれくらいになりそう？」

「夕飯までには十分戻ってこれると思うぞ」

「夕食は、またカズラが買ってきてくれるの？」

「うん、いろいろ買ってくるよ。今夜は宅配ピザにでもするかな」

「宅配？　家まで届けてくれるの？」

「そうそう。指定範囲内だったら、配達用のバイクで届けてくれるんだ」

「そっか、バイクなら、すごく離れた場所でも配達できるもんね」

「うん。温かいうちに運んでもらえるから、すごく便利なんだ」

「カズラさん、バイクって、私でも運転できたりするのでしょうか？」

　残り物のホイコーローをもぐもぐと食べながら、ジルコニアが聞く。

「できると思いますよ。乗ってみます？」

「はい、よろしければぜひ。なんだか楽しそうですし」

　買ってくる予定のバイクはサイドカー付きのものなので、よほど荒っぽい運転でもしない限りは転倒する恐れはないだろう。

　もちろん、上手く乗りこなすにはそれなりの技量が必要なはずだ。

　教習ビデオなども買ってきて、予習してから運転したほうがいい。

「そしたら、買ってきたら練習がてら乗ってみましょうか。俺も練習しないとだ」

「あら、カズラさんは不慣れなんですか？」

「ええ、バイクなんて学生時代に乗ってたきりなんで。一緒に練習しましょう」

　そんな話をしながら朝食を済ませ、それぞれ作業に向かうことになった。





「それじゃ、行ってきます。そんなに遅くはならないと思うんで」

　
一
 かず
 良
 ら

 が農業用
運
 うん
 搬
 ぱん
 車
 しや

 に乗り込み、エンジンをかける。

「カズラ、ぬいぐるみ忘れないでね！」

「おう、分かってるって」

「カ、カズラさん！　ミルクレープをお願いします！」

「たくさん買ってきますから、安心してください」

　リーゼやバレッタたちに見送られ、雑木林へと向かい日本へ通じる通路を進む。

　日本に戻ると屋敷の庭先に
運
 うん
 搬
 ぱん
 車
 しや

 を停め、スマートフォンを取り出した。

　バッグから名刺ファイルを取り出し、ぱらぱらと捲る。

「あのお姉さん、親切だったもんな。今度も力になってもらえないかな」

　以前、パソコンのフォント関連でいろいろと親切にしてもらった、ソフトウェア会社に電話をかける。

『はい、フタバソフトウェアです』

「すみません、私、
志
 し
 野
 の
 一
 かず
 良
 ら

 と申します。宮崎様はおられますでしょうか」

『私が宮崎です。あの、もしかして、以前オリジナルフォントの件でご相談いただいた――』

　名刺に載っていた番号は直通だったようで、前回応対してくれたお姉さんが出た。

　事情をかいつまんで話すと、相談に乗ってくれると快く承諾してくれた。

『とても面白そうなお話ですね。ご予算もあるというのなら、もしかしたらお力になれるかもしれません。ぜひ一度、お話を聞かせてください』

「すみません、なんか毎回無茶ぶりというか、変な相談ばっかりで」

『いえいえ、大丈夫ですよ。どんなご相談でも、お気軽にどうぞ』

　何ともフレンドリーな応対をしてもらい、通話を切った。

　これは菓子折りでも持って行かねばと、
一
 かず
 良
 ら

 は車に乗り込むのだった。





　数時間後、高級マカロンの詰め合わせを
手
 て

 
土産
 みやげ

 にソフトウェア会社に到着した
一
 かず
 良
 ら

 は、会議室に通されていた。

　作りたい動画内容と、あくまでも個人用として使うという趣旨を説明する。

「個人用で、ですか」

「はい。ちょっと事情があって、できれば２週間以内くらいに欲しいんです。なので、映画のつぎはぎで作れないかなと」

「つぎはぎですか。うーん……」

　女性社員――宮崎――が考え込む。

「映画のつぎはぎとなると著作権の問題が生じるので、会社としてはお手伝いできないんですよね。知り合いの業者をご紹介できるかなとも思ったのですが……申し訳ございません」

「ああ、そうですよね。となると、自力で何とかするしかないのか……」

「そうなってしまいますね。でも、
志
 し
 野
 の

 さんが私個人にお仕事をくれるというのなら大丈夫です」

　思わぬ提案に、
一
 かず
 良
 ら

 が驚いた顔を向ける。

「え、宮崎さん個人に、ですか？」

「はい。いくらか手間賃をいただければ、つぎはぎくらいでいいなら作れますよ。私、ゲームの実況動画をネットに上げてるんで、ちょっとした動画編集程度ならできますから」

　このことは会社には秘密にしてくださいね、と宮崎が付け加える。

「そ、そうなんですか。じゃあ、お願いしようかな……
報
 ほう
 酬
 しゆう

 はどれくらい出せばいいですかね？」

「そうですねぇ……１時間あたり７０００円くらい貰えれば嬉しいかな、なんて」

　今月ちょっと厳しくて、と宮崎が恥ずかしそうに言う。

　どうやら、お小遣い稼ぎをするつもりのようだ。

　
一
 かず
 良
 ら

 としては動画が作れれば文句はないので、とてもありがたい話だ。

「つぎはぎだけでいいなら３、４時間くらいで何とかやってみるので、いかがでしょうか？」

「なら、完成時に20
 万円出しますから、宮崎さんの納得のいくクオリティのものを作ってもらえませんか？　納期は10
 日後でどうでしょう」

　
一
 かず
 良
 ら

 の提案に、宮崎がぎょっとした顔になった。

　数万円の小遣い稼ぎのつもりが、いきなり20
 万円もの大金を提示されれば驚くのも当然だ。

「に、20
 万円ですかっ!?
 」

「はい、20
 万円でお願いできればと。あと、つぎはぎの他に録音した音声を入れてもらったりとか、細々とした作業もお願いしたくて。結構時間がかかってしまうかもしれないです」

「分かりました！　で、では、作りたい動画の具体的なイメージを教えていただけると！　あと、
報
 ほう
 酬
 しゆう

 はぜひ現金手渡しでお願いします！」

「は、はい。えっと、求めている雰囲気はですね」

「あっ！　ここでお話しするのはちょっとアレなので、外のカフェで話を詰めましょう！　外出申請をしてくるので、少々お待ちを！」

　ばたばたと慌てた様子で席を立つ宮崎。

　これで何とか目途が立ったと、
一
 かず
 良
 ら

 はほっと胸を
撫
 な

 でおろした。





　その後、カフェで昼食をとりながら動画の詳細を詰め、一緒にＤＶＤショップへ赴いてイメージに合いそうなものを数十点購入し、彼女に渡した。

　昼食代などの諸経費は
一
 かず
 良
 ら

 持ち＆高級マカロンのお
土産
 みやげ

 の合わせ技で、彼女はさらにやる気を見せていた。

　車で会社の前まで送り、彼女を下ろす。

「では、今日帰ってからさっそく作成に取り掛かります！　明日の夕方頃に、私から電話しますね！」

「お願いします。あと電話は俺からかけるんで、スマホの番号教えてもらってもいいですか？」

「は、はい！　よろしくお願いします！　個人用のをお教えしますね！」

　緊張した様子でスマホを取り出した彼女と、番号を交換してその場を離れる。

　ぶんぶんと手を振っているその姿をバックミラーでチラ見し、次の目的地へとハンドルを切った。

　市内にある一番大きなバイク店に到着し、駐車場に車を停める。

　ショーウィンドウ付きの店内に入ると、スーツ姿の上品な中年男性店員がやってきた。

「すみません、先ほど電話した
志
 し
 野
 の

 ですが」

「お待ちしておりました。どうぞこちらへ」

　テーブル席に案内されて、席に着く。

「サイドカー付きのものをお求めとのことですが、用途はすでにお決まりですか？」

「はい、オフロードを走りたいので、それに適したものが欲しくて。できるだけ
頑
 がん
 丈
 じよう

 で、故障知らずなやつがあるといいんですけど」

「それでしたら、いいものがありますよ。こちらのカタログに載っているものなのですが……」

　店員がテーブル脇に置かれていたカタログから１冊を取り出し、開く。

　ダークグリーンの、かなり渋いデザインのサイドカー付きバイクの写真が載っていた。

「これはロシアで開発されたものでして、悪路の走破に特化したモデルとなっております。雪道や未舗装の道でのツーリングにはもってこいですよ」

「へえ、それはいいですね。メンテナンスとかは、どんな感じです？」

　
一
 かず
 良
 ら

 が聞くと、店員は自信ありげな笑みを浮かべた。

「ご安心ください。もともと軍事用に用いられていたものを、設計はそのまま民間転用したものなのでかなり
頑
 がん
 丈
 じよう

 です。故障知らずといっても過言ではありません。万が一何かあっても、当店が修理等の対応をいたしますので」

「軍事用ですか。それは
頑
 がん
 丈
 じよう

 そうですね！」

「はい。しかもこれ、普通車免許で運転できるんです。キャンプ好きなかたには、お勧めの１台ですよ。店内にもございますので、見てみましょうか」

　店員に案内され、サイドカー付きバイクが展示されている一角へとやってきた。

　いろいろなモデルのものが展示されているが、そのなかでもそれはかなり渋い色合いとデザインが際立っている。

　力強い、といった表現のほうが正しいかもしれない。

「なるほど……荷物もそこそこ載りそうですね」

「そうですね。人が乗れるくらいなんで、それなりに運べますよ」

「分かりました。では、これをいただきたいです」

「おっ、即決ですね！　ありがとうございます、見積もりをしましょう！」

　途端に笑顔になった彼と一緒に席に戻り、再びカタログを見る。

「こちら、お値段は検査費や輸送費は別で、２５５万９２００円となっております。ここからお値引きをさせていただいて……」

　店員が電卓を取り出し、何やら計算を始める。

　こういった時の値引きはいったい何を計算しているのだろう？

　などと考えながら待っていると、店員が電卓を差し出した。

「２４５万円ちょうどではいかがでしょうか。かなり頑張らせていただいた価格なのですが」

「２４５万円ですか。けっこうしますね」

「はい、申し訳ございません……ご予算的には、いかがでしょうか？」

「予算……うーん」

　
一
 かず
 良
 ら

 が腕組みして考える。

　予算的には34
 億円以上あるのでまるで問題ないのだが、先日リーゼたちに心配されたこともあり、安くできるなら安くしたいといった考えが浮かぶ。

　とはいえ、強気に出て値引きをしてもらう、というのも性に合わない。

　――１台２４５万円だと、諸経費とかオプション込みでもう20
 ～30
 万円くらいかかるよな。それを20
 台だから……あ、そうか。

　よし、と
頷
 うなず

 き、やや緊張している様子の店員へと目を向けた。

「あの、他にも何か買ったら、もう少し安くしてもらったりできますか？」

「そうですね……ヘルメットやマッドカバーなどの装備品をご購入いただけるなら、多少の値引きは検討できるかと」

「それじゃあ、オフロード走行に必要なオプション品を全部付けます。あと、このバイクを合計で20
 台購入するんで、もう少し値引きしてもらえると嬉しいのですが」

「えっ？」

　店員の顔が、鳩が豆鉄砲を食ったようなものになる。

「す、すみません、もう一度おっしゃっていただけませんか？」

「オプション込みで同じバイクを20
 台買うので、少し値引きしていただけると。お金はキャッシュでも銀行振込でも、即日払いますんで」

「……ん？」

　店員は話の展開に頭が追いついていないのか、額に脂汗を浮かべて
一
 かず
 良
 ら

 を見ている。

「あの、20
 台一気にってのはやっぱり無理ですかね？　ダメそうなら、もっと少な目でも――」

「しょ、少々お待ちください！　仕入れが可能か確認してまいりますので！」

　ばたばたと店員が慌てて店の奥に駆けていき、すぐに何やらざわつく声が聞こえてきた。

「やばいです。一度の会計が５０００万超えです」とか「どこの石油王だよそれ……え、マジで言ってんの!?
 」といった話し声が微かに聞こえる。

　20
 台はさすがに買いすぎかな、と
一
 かず
 良
 ら

 がお茶をすすっていると、先ほどの店員が壮年の男性を連れて戻ってきた。

　胸には『支店長』と書かれた名札が付けられている。

「
志
 し
 野
 の

 様、大変お待たせいたしました。バイクを20
 台まとめて購入いただけると聞いているのですが……」

「はい、お願いしたいです。大丈夫そうですか？」

「も、もちろんです！　同じものをとのことですので、少々日数はかかるかもしれませんが！」

「よかった。じゃあ、とりあえず見積もり出してもらってもいいですか？」

「かしこまりました！　少々お待ちを！」

　再び彼らは奥へと引っ込み、何やら相談しながら見積もり計算を始めた。

　その後、新しいお茶とともに栗羊羹が出されたり、なぜか関係のない店員が名刺を渡しに来て支店長に引きずり戻されたりしているうちに数十分が過ぎた。

「
志
 し
 野
 の

 様、大変お待たせいたしました。同車種20
 台、オプションパーツ付きで、こちらの金額となりますが……」

　最初に応対してくれた店員と一緒に支店長がやってきて、緊張の面持ちで金額を提示する。

　確認してみると、かなり思い切った額の値引きがなされていた。

　この客を手放してなるものか、といった意気込みが伝わってくる値引き額だ。

　奥の席にいる他の社員たちは、皆が固唾をのんでこちらの様子をうかがっている。

　他の席にいるお客さんも、何事かといった顔でこちらを見ていた。

「分かりました。ではこれでお願いします。支払いは振り込みでも大丈夫ですか？」

　
一
 かず
 良
 ら

 が言うと、おお、とあちこちから声が響いた。

「はい！　では、必要書類をご用意いたしますので、少々お待ちください！」

　その後、数十枚の書類にサインと判子を押しまくるという苦行を
一
 かず
 良
 ら

 はこなし、店を後にした。

　額が額なので納車手続きは振込確認後とのことだったので、その足で銀行に行って全額入金した。

　これだけの台数があれば、急場にたとえ何台か故障したとしても、稼働するバイクは確実に確保できる。

　どのような事態になっても、各地に即座に伝令を走らせることができるだろう。

　ちなみに、今回の一連の出来事は『石油王事件』として、この店にて長く語り継がれることになるのだった。





　その日の夜。

　硫黄粉末、有刺鉄線、ピザ、ケーキといった品々を満載し、
一
 かず
 良
 ら

 は雑木林を農業用
運
 うん
 搬
 ぱん
 車
 しや

 で進んでいた。

「つ、疲れた……今日は早めに寝よう」

　動画の検討やバイクの購入手続きをしたうえに、時計やケーキの買い出しにも行ったためか疲れが
酷
 ひど

 い。

　大あくびをしながら進んでいると、正面に大きな獣と黒い女性が立っていることに気が付いた。

　彼らの正面まで進み、エンジンを切る。

「こんばんは。もしかして、ずっと待ってたんですか？」

「うむ」

　
運
 うん
 搬
 ぱん
 車
 しや

 から降りた
一
 かず
 良
 ら

 に巨躯のウリボウが駆け寄り、鼻先をこすりつける。

　尻尾がぱたぱたと、せわしなく左右に振れていた。

「ごめんなさい。この人ったら、戻るのを待ってるってきかなくて」

　女性がウリボウの隣に来て、苦笑しながらその頭をぽんぽんと
撫
 な

 でる。

「はは、そうでしたか。はいこれ、約束のお
土産
 みやげ

 です」

　
一
 かず
 良
 ら

 が荷台から一抱えほどもある大きなダンボール箱を、彼らの前に置く。

　ウリボウの尻尾が、さらに激しくぱたぱたと振れた。

「こんなに持ってきてくれたのか！　恩に着るぞ！」

「いやいや、まだまだありますよ」

　さらに３箱、ダンボール箱を彼らの前に降ろす。

　その上に、種類別のピザを10
 箱、８号サイズのホールケーキ（直径24
 センチの約10
 人前）が入った箱を３箱置いた。

「い、いいのか!?
 　こんなにいいのか!?
 」

　ウリボウが
瞳
 ひとみ

 を輝かせて
一
 かず
 良
 ら

 を見る。

　表情が、まるで子犬のようになっていた。

「どうぞどうぞ。あなたの体格に合わせてたくさん買ってきたんですけど、もし足りなかったら言ってくださいね。明日また、いろいろ買ってくるんで」

「カ、カズラ様、そこまでしていただかなくても……」

　遠慮がちに言う女性を、ウリボウがぎろりと
睨
 にら

 みつける。

　余計なことを言うな、と目が言っていた。

「いいんですって。それこそ、返しきれないくらいの恩があなたたちにはあるんですから。遠慮しないでください」

「すみません……」

　
恐
 きよう
 縮
 しゆく

 している女性の隣では、ウリボウがすんすんと鼻を鳴らしている。

　口の端から、よだれが少し垂れていた。

「すまんな。この恩は未来永劫忘れぬぞ」

「ですから、そんなに気にしないでもいいんですって。それと、あなたにはこれを」

　
一
 かず
 良
 ら

 はバッグから小箱を取り出し、女性に差し出す。

　女性は不思議そうに、小首を傾げた。

「これは？」

「腕時計というものです。左手を出してください」

　小箱を開けて腕時計を取り出し、女性の腕に着ける。

　買ってきたものは、バレッタたちが選んだものと同じものだ。

「１日の時間を見ることができる道具でして、盤面にある２本の針が現在の時間を示しています。読み方は――」

　時間の見かたを教え、ケースをお店の袋に入れて手渡した。

　女性は少し困ったような表情をしている。

「ありがとうございます。私にまでこのような……」

　ウリボウが、ふん、と鼻を鳴らす。

「これでお前も私と同類だな。もう小言を言うんじゃないぞ」

「はいはい」

　やれやれといった様子で、女性が苦笑する。

「それじゃ、俺はもう行きますね。すごい量の荷物になっちゃいましたけど、荷車とか持ってきましょうか？」

「いえ、大丈夫です。ありがとうございます」

「いえいえ、喜んでいただけて何よりです。それでは」

　
運
 うん
 搬
 ぱん
 車
 しや

 に乗り込んでエンジンをかけ、彼らに手を振って
一
 かず
 良
 ら

 はその場を離れる。

　そんな彼の背を見送りながら、女性が、はあ、とため息をついた。

「いくらなんでも関わりすぎですよ……もう」

「そんなことは今さらだろう。それに、未来を変えたいと言い出したのはお前だぞ」

「それは、そうですが……」

「よいではないか、彼らと我々は一蓮托生だ。上手くいけばそれでよし。ダメなら滅びを受け入れるだけだ」

　そう言って、
一
 かず
 良
 ら

 が去って行った方へと目を向ける。

　すでに、彼の姿はない。

「最後くらい、楽しく過ごすのも悪くはない」

「縁起でもないことを言わないでください」

「ふふ、そうだな。この先も、彼らとの関わりが続くことを祈るとするか」

　さて、とウリボウが置かれている品々に目を向ける。

「いただくとするか」

「はい、いただきましょう。皆にもおすそ分けしないと」

　ウリボウが
頷
 うなず

 き、遠吠えをする。

　女性はそれを聞きながら、
一
 かず
 良
 ら

 が去って行った先をじっと見つめていた。





　数十分後。

　
一
 かず
 良
 ら

 は皆と
囲
 い
 炉
 ろ
 裏
 り

 を囲み、ピザを
頬
 ほお
 張
 ば

 っていた。

　買ってきたものは、別種のものが分割で入っているＬサイズのものを２枚だ。

　ただ、今日は昨日いたメンバーのうちの１人がいない。

「ジルコニアさん、残念でしたね。今頃大変だろうなぁ」

　
一
 かず
 良
 ら

 がそう言いながら、照り焼きチキンのピザを
頬
 ほお
 張
 ば

 る。

「そうですね……無線越しでも、ナルソン様が怒っているのが分かりました。怖かったです……」

　エイラが苦笑する。

　
一
 かず
 良
 ら

 が出かけた後、すぐにナルソンからジルコニアに「今すぐ帰ってこい」と無線連絡が入ったのだ。

　静かな物言いだったが明らかに怒気を含んだ声色で、ジルコニアは無言で身支度を整えるとダッシュでイステリアに戻って行った。

「昨日の夜のうちに帰ってれば違ったんだろうけどね……はふ、おいひい」

　リーゼはピザがかなり気に入ったのか、すでに３ピース目だ。

　その左手首には、
一
 かず
 良
 ら

 から貰った腕時計が光っている。

　膝の上には、ペンギンのぬいぐるみが置かれていた。

「でもまあ、一晩は許してくれたんだからナルソンさんも優しいよ。後で俺からも謝っておこう」

「カズラさん、バイクはいつ頃持ってこれそうなんですか？」

　バレッタがモッツァレラとアスパラベーコンのピザを
頬
 ほお
 張
 ば

 りながら、
一
 かず
 良
 ら

 に聞く。

「12
 日後らしいです。他店にあるのをかき集めてくれるってことだったんですけど、距離があるから時間がかかるとのことで」

「12
 日ですか。動画の製作は、それまでに終わりそうですか？」

「大丈夫ですよ。やってくれるっていう人を見つけたんで、その人と一緒に作ることになりました」

「カズラさんも一緒に作るんですか？」

「ええ。といっても、俺は『ああしてほしい、こうしてほしい』って横から注文つけるだけなんですけどね。彼女がぜひそうして欲しいって言うので」

「……彼女？」

　バレッタがわずかに目を細める。

「女性のかたなんですか？」

「え？　はい、そうですけど」

「若い人ですか？」

「そうですね、俺と同い年くらいです」

「作業はどこでやるんです？」

「か、彼女の会社の近所のカフェで、何日かおきに食事をしながら調整をする話になってます」

　バレッタが
一
 かず
 良
 ら

 をじっと見つめる。

　
一
 かず
 良
 ら

 が冷や汗をかいていると、リーゼが、まあまあ、と口を挟んだ。

「仕事なんだし、仕方ないじゃない。手を出しちゃったとしても、それも男の甲斐性だしさ」

「いや、手なんか出さないって。映画のどの部分を使うかとか、どんな繋ぎかたにするのかって話をするだけだし」

「どのような映画を使うのかというのは、もう決まってるんですか？」

　エイラが横から話に加わる。

　どうやら、助け舟を出してくれたようだ。

「はい、一応は。ゾンビ映画と、悪魔祓い師が主役の映画を織り交ぜて動画を作ることになりました」

「ゾンビ……ですか？　悪魔祓い師というのは何となく分かるのですが、ゾンビ映画というのは？」

「死んだ人間が再び起き上がって、人々を襲いまくる映画です。かなり血なまぐさいものを選んだので、動画には合ってるかなって」

「え、なにそれ面白そう。見てみたい！　今から見てみようよ！」

　リーゼがわくわくした表情で言う。

　対して、
一
 かず
 良
 ら

 は渋い顔になった。

「いや、さすがに食事をしながらっていうのは……言っておくけど、本当にグロいんだぞ。血とかばんばん出るし」

「そんなの、この間本物の光景を見たばかりだし大丈夫だよ。どうせ作り物なんでしょ？」

「そうだけど……じゃあ、食事を済ませてから見てみるか。マリーさん、血なまぐさい映画なんですけど……見ます？」

「はい。どんなものなのか、一度見てみたいです」

「気分が悪くなったら、すぐに言ってくださいね」

「そ、そんなにすごいんですか……」

　こうして、期せずしてゾンビ映画鑑賞会の開催が決定してしまった。

　ぱぱっと皆で食事を済ませ、ミルクレープをはじめとした大量のケーキを並べてお茶を用意する。

「
台詞
 せりふ

 がかなり多いから、翻訳したほうがいいかな。バレッタさん、女性の
台詞
 せりふ

 をお願いしてもいいですか？」

「分かりました。字幕のものをそのまま読めばいいんですよね？」

「はい、お願いします。俺は男の
台詞
 せりふ

 を読むんで」

　ＤＶＤをセットし、再生する。

　舞台はアメリカで、女性看護師が主役のゾンビ映画だ。

　数年前に全世界で大ヒットした映画で、全力疾走してくるゾンビたちとエキサイティングなストーリー展開が楽しめる傑作である。

「わあ、これが日本の景色なんだ……」

　序盤の平穏な日常風景のシーンを見ながら、リーゼが
瞳
 ひとみ

 を輝かせる。

「いや、これはアメリカっていう別の国だな。ほら、出てくる人たちの顔立ちが、俺とはちょっと違うだろ？」

「確かにそうだね。どっちかっていうと、私たちに近い感じかな？」

「す、すごいですね。自動車がいっぱい走ってます……」

　道路を往来するたくさんの自動車の映像に、エイラが感嘆の声を漏らす。

「まあ、すぐに自動車の代わりにゾンビが走り回ることになるんですけどね」

「え？」

「まあまあ、見てれば分かりますよ」

　シーンが進み、ついに第一ゾンビの登場シーンになった。

　主人公夫婦の寝室にやってきた子供のゾンビが主人公の夫に飛びつき、首筋に食らいついて肉を食いちぎる。

　夫が悲鳴を上げながら血を吹き出し、平穏な日常シーンから一瞬にして地獄絵図と化した。

「「きゃあああ!?
 」」

　突然の凶行に、エイラとマリーが悲鳴を上げて抱き合う。

　リーゼは
唖
 あ
 然
 ぜん

 とした顔で口を半開きにし、映画を見続けている。

　
一
 かず
 良
 ら

 はこの映画は何度も繰り返し見たことがあるので、今さら驚きはしない。

「うあああっ!?
 　な、何をするんだっ!?
 」

「ひゃっ!?
 　あ、ル、ルイス!?
 　離れなさい！　離れてっ!!
 」

　
一
 かず
 良
 ら

 の熱演に合わせて、バレッタも自身の悲鳴を交えながら
台詞
 せりふ

 を読み上げる。

　室内での修羅場が終わり、街中が走り回るゾンビだらけでえらいことになっているシーンが映し出され、なんとか主人公が自動車で自宅を脱出したところで
一
 かず
 良
 ら

 は映画を一時停止した。

「えーと……こんな感じなんだけど、最後まで見ます？　あと一時間半くらいあるけど」

　エイラとマリーは抱き合いながら、涙目で激しく首を横に振っている。

　リーゼははっと我に返り、小さな声で「やめとく」とつぶやいた。

「だよね……バレッタさん、お疲れ様でした」

「は、はい。お疲れ様でした……あの、後でこれ、見せてもらってもいいですか？」

　思わぬ申し出に、
一
 かず
 良
 ら

 が驚いた顔をバレッタに向ける。

「え、別にいいですけど、見るんですか？」

「はい。言葉の勉強になるので、最後まで見てみます。他の映画も、見せてもらいたいです」

「そ、そうですか。まあ、映画は大量に買ってきたんで、好きに見ていいですよ」

「ありがとうございます！」

　こうして、恐怖のゾンビ映画鑑賞会は終了した。

　口直しにインパラ親子のドキュメンタリー映画を見て、就寝となったのだが、エイラとマリーはゾンビがトラウマになってしまったようで、夜中に何度か悲鳴を上げて飛び起きていた。





　それから９日後の昼過ぎ。

　バリン邸の前に、９台のサイドカー付きバイクが並べられていた。

　先に仕入れられた10
 台が今朝納車されたので、
一
 かず
 良
 ら

 が１台ずつ村まで運んできているのだ。

「すごいね。どういう仕掛けになってるんだろ……」

　リーゼがバイクの一台に近寄り、まじまじと眺める。

「いいなぁ。私もこれに乗って、カズラと一緒に道路を走ってみたいな。海を眺めながらさ」

「あの映画みたいにですか？　死んじゃう前に海を見に行こうっていう」

　リーゼの隣に来てバイクを眺めながら、エイラが言う。

「そうそう。海は小さい頃に王都で一度だけ見たことはあるけど、それきり見てないしさ。この際、バイクに乗りながらカズラと見れるなら、あの映画みたいな汚い海でもいいよ」

「確かに、楽しそうですよね。でも、私はできれば
綺
 き
 麗
 れい

 な海がいいです。あの、ドキュメンタリー映画に出てきた、南国の島とかの」

「コモド島だっけ。あそこの海すごく
綺
 き
 麗
 れい

 だったよね。コモドドラゴンっていうのが怖すぎるけど。ねえ、バレッタは……あれ？」

　リーゼがきょろきょろと辺りを見渡す。

　先ほどまでいたバレッタの姿が、いつの間にかなくなっていた。

「マリー、バレッタ知らない？」

「バレッタ様でしたら、雑木林の方に駆けて行きましたよ。水筒をお持ちになっていたので、それを届けに行ったのかと」

「そうなの？　待ってればすぐに来るのに……あ！　まさか、抜け駆けして先にバイクに乗るつもりなんじゃ！」

　リーゼが慌てた様子で駆け出していく。

　エイラとマリーも、その後を追った。





「カズラさん！」

　
一
 かず
 良
 ら

 がバイクに跨って雑木林を進んでいると、バレッタが駆け寄ってきた。

「あれ、どうしたんです？　村で何かあったんですか？」

「いえ、たくさん汗をかいていたので、喉が渇いたかなと思って」

　はい、とバレッタが水筒を差し出す。

「ああ、そういえばそうですね。さすがバレッタさん、気が利くなぁ」

「ふふっ」

　バレッタがとても嬉しそうに
微
 ほほ
 笑
 え

 む。

　
一
 かず
 良
 ら

 はきょとんとした顔で、小首を傾げた。

「カズラさん、私の話した言葉、ちゃんと分かりました？」

「え？　どの部分です？」

「全部です。私、さっきからずっと、日本語で話してるんですよ」

「ええっ!?
 」

　驚く
一
 かず
 良
 ら

 に、バレッタがくすくすと笑う。

「日本語って……あ、あの、こっちの言葉で話してもらってもいいですか？」

「はい、分かりました。今話しているのは、こちらの世界の言葉です」

「マジか……違いが全然分からねぇ……」

「よかった……一生懸命練習したかいがありました。発音とか、おかしなところはないですか？」

「
完
 かん
 璧
 ぺき

 ですよ。今話してるのは、日本語なんですか？」

「はい、日本語です」

「いつの間にそんな……あ！　まさか、映画を見ながら練習したんですか？」

「はい、正解です」

「でも、そんな時間はなかったような……」

　ここ数日、カズラが帰ってくるとお決まりのように皆で映画を見てはいたが、特にバレッタが日本語の練習をしているといった様子は見られなかった。

　常に
一
 かず
 良
 ら

 と２人で字幕の読み上げはしていたが、それだけだ。

「えへへ。毎晩こっそり起きて、２時間くらい練習してたんです」

「そうだったんですか……そういえば、日本の映画もありましたもんね。練習にはもってこいか」

「はい、字幕も出てくれたんで、すごく練習しやすかったです」

「すげえ……本当、バレッタさんは天才ですね。何でもできるし、
完
 かん
 璧
 ぺき

 すぎて怖いくらいですよ」

「ちょっと！　バレッタ!!
 」

　その時、村の方からリーゼがすさまじい勢いで駆けてきた。

　
一
 かず
 良
 ら

 と話しているバレッタの姿に、ほっと息をつく。

「はあ、よかった。もう、抜け駆けして先にバイクに乗せてもらおうとするなんて
酷
 ひど

 いじゃない！」

「えっ、い、いえ、そんなつもりじゃ……」

「じゃあ、何で１人でこっそりここまで来たのよ」

「そ、それは、水筒をカズラさんに届けに来ただけです」

「本当だぞ。ほら」

　
一
 かず
 良
 ら

 が水筒を揺らしてみせる。

　日本語を話せることは秘密にしたいという、バレッタの気持ちは分かっていた。

　どうもバレッタは、『２人だけの秘密』ということにこだわりがあるようだ。

「リーゼ様、先に乗ってください。私は後でもいいので」

「えっ、いいの？」

「はい。変な誤解をさせてしまったお
詫
 わ

 びです」

「じゃ、じゃあ、乗せてもらおうかな」

　リーゼがいそいそと、サイドカーに乗り込む。

　
一
 かず
 良
 ら

 がバレッタを見ると、彼女はにこっと
微
 ほほ
 笑
 え

 んだ。

「えーと……じゃあ、村を一周してみるか？」

「うん！　ばーって、飛ばしちゃって！」

「了解。皆、少し離れてて」

　力強いエンジン音とともに、バイクが土ぼこりを巻き上げて走り出した。





「わあ、速いねカズラ！」

　長い髪を風にたなびかせ、リーゼが
一
 かず
 良
 ら

 に笑顔を向ける。

「だなぁ。やっぱり地面と身体が近いせいか、かなり速く感じるな」

「いい気持ち……すごいなぁ。ラタとは全然違うよ。どれくらい速く走れるの？」

「全速だと、ラタの３倍くらいの速さは出せるはずだぞ」

「そうなんだ！　その速さで走ってみてくれない？」

「いや、道がデコボコすぎて、ここだと危ないから無理だな。道路みたいに舗装されてればいいんだけど」

「そっか。あー、日本に行けたらなぁ」

「行く方法があればいいんだけどな。こればっかりは、どうしようもない」

「そうだね……でさ」

　風に目を細めていたリーゼが、
一
 かず
 良
 ら

 に顔を向ける。

「バレッタと、本当は何の話してたの？」

「あー……やっぱ分かっちゃうか」

「うん。２秒で何か隠してるって分かった」

「に、２秒……」

「私には言えないこと？　そうなら、別にいいけどさ」

「え、いいのか？」

「うん。あの娘のことだし、きっと『２人だけの秘密にしたい』とかそんな話でしょ？」

「……お前、実は人の心が読めるんじゃないのか？」

　
一
 かず
 良
 ら

 がハンドルを握りながら、
頬
 ほほ

 をひくつかせる。

「カズラたちが分かりやすいだけだよ」

「いや、それにしても鋭すぎだろ……」

「まあまあ、いいじゃない。あと、あなたたちの秘密は
諦
 あきら

 める代わりに、私もカズラとの秘密が欲しいな」

「秘密ねえ。急にそんなこと言われてもなぁ」

「簡単だよ。ちょっと、そこの森に入ってくれる？」

　うっそうと茂る森に、リーゼが目を向ける。

「どこでもいいのか？」

「うん。適当に入っちゃって」

　速度を緩め、２人の乗ったバイクが森に入る。

「いいよ、止まって」

「おう」

　バイクが止まり、リーゼがサイドカーに乗ったまま立ち上がった。

　んー、と背伸びをし、深く息を吸う。

「はあ、けっこう揺れるね。ラタよりはマシだけど」

「未舗装だからな。一応そういうところに適したバイクだけど、ある程度揺れるのはしょうがない」

「あはは、そうだね」

「で、秘密って？　簡単とか言ってたけどさ」

「んー……カズラ、ちょっと耳かして」

　ちょいちょい、とリーゼが手招きする。

「何だよ。内緒話なんてしなくたって、誰も聞いてないって」

「いいから、ほら」

　やれやれ、と
一
 かず
 良
 ら

 が顔を近づける。

「……ねえ、こっち向いて？」

「ん？」

　振り向いた
一
 かず
 良
 ら

 の唇に、リーゼが自分の唇をすっと寄せる。

「……」

　そして、もうあと数ミリで触れるといったところで彼女は止まり、
一
 かず
 良
 ら

 の
頬
 ほほ

 にキスをした。

「……えへへ」

　リーゼが顔を離し、少し寂しそうに笑う。

「リーゼ……」

「やっぱり、今はこれでいいや」

　リーゼが、サイドカーにすとんと腰を下ろした。

　にこっと、明るい笑顔を
一
 かず
 良
 ら

 に向ける。

「ほら、早く行こ！」

「あ、ああ」

　
一
 かず
 良
 ら

 はハンドルを握り、再びバイクを走らせた。





　その日の夕食後。

　いつものようにいろいろな種類のケーキを並べ、
一
 かず
 良
 ら

 たちは皆でスクリーンに向かっていた。

　ただし、今日鑑賞するのは映画ではなく、
一
 かず
 良
 ら

 が日本で作ってきた地獄のプロモーション動画だ。

　とりあえず何とかかたちになったので、修正する点はないか皆で確認することにしたのである。

「ね、ねえねえ。この前見たゾンビ映画みたいに、気持ち悪いのが流れたりするの？」

　リーゼがペンギンのぬいぐるみを抱きしめながら、緊張半分期待半分といった様子で言う。

　あれから彼女は普段どおりで、
一
 かず
 良
 ら

 に特に何を言うでもなかった。

　まるで何もなかったかのように、いつもと同じ立ち振る舞いを今のところしている。

「薄暗がりで死にかけてる人間を食ってるシーンは出てくるな」

「うえ。覚悟して見なきゃ……」

「エイラさん、マリーさん、心配なら、隣の部屋に行っててもいいんですよ？」

「い、いえ、頑張ります。ちゃんと最後まで見ます」

「私も頑張ります！　井戸から女の人が出てくる映画も耐えられましたし、きっと大丈夫です！」

「あんまり頑張るところじゃないような気もするんだけど……」

「エイラさん、マリーちゃん、これ、気分が悪くなったら嗅いでください。心を落ち着ける作用がある精油が染み込ませてあります」

　バレッタが精油を垂らしたハンカチを、２人に手渡す。

　一応アロマポットで緊張緩和系の精油を
焚
 た

 いてはいるのだが、念のためということだろう。

「リーゼは大丈夫か？」

「うん、平気。見られないほど苦手ってわけじゃないから」

　ありがとね、とリーゼが
一
 かず
 良
 ら

 に
微
 ほほ
 笑
 え

 む。

「よし、じゃあ再生するか」

「あ、私がやります」

　バレッタがリモコンを操作し、動画が流れ始めた。

　ゴゴゴ、という地鳴りのような音とともに、真っ暗な背景にこちらの世界の文字で『地獄』と表示される。

　じわりと背景に滲むようにその文字が消え、今度は別の文字が表示される。

　それを、
一
 かず
 良
 ら

 が低い声で読み上げ始めた。

『死とは、すべての始まりにすぎない』

『正しく生きた者には、死の先の喜びを』

『悪事に手を染め続けた者には、死の先の絶望を』

『死の先にある世界の一片を、ここに記す』

「な、なんか、書いてある内容のせいなのかもしれないけど、ただ文字だけが浮かびあがるのってすごく不気味に見えるね……」

　リーゼがぬいぐるみを抱きしめながら、少し
怯
 おび

 えた様子で言う。

　あれこれ皆で話し合った末、動画では字幕のみを流すことにし、声は入れないことになっている。

「うん。いろいろと相談したんだけど、冒頭はこれが一番いいんじゃないかってなってさ」

　暴風が吹き荒れる廃墟と化した街並みが、スクリーンに映し出された。

　空の色は赤黒く、焼け焦げた建物の残骸がそこかしこに積み上げられている。

　その中から、全身が灰色で頭が半分欠けた人間のような生き物がざわざわと這い出してきた。

　ギィギィと不快な声をあげながら、地べたや残骸の上を這いまわる。

「こ、これは、カズラ様の世界にいる生き物ですか？」

　エイラが額に汗を浮かべながら、気味悪そうに画面に映るそれらを見ながら
一
 かず
 良
 ら

 に聞く。

　その隣では、早くもマリーがカタカタと震えていた。

「いえ、全部作り物です。ホラー映画のワンシーンですね」

「そうなのですか……とても作り物に見えないです」

「そうですね。最近の映画はものすごくリアルですから」

　うごめく怪物たちの映像とともに、字幕が現れる。

『絶望と苦痛が支配する地獄において、一切の救いは存在しない』

『その者たちはそれぞれの犯した罪に応じ、ありとあらゆる責め苦を受けることになる』

　画面が切り替わり、大量の怪物に襲われている人間たちが映し出された。

　人々は苦悶の表情で悲鳴をあげながら逃げまどい、怪物たちはそんな彼らを捕まえては引きちぎり、切り刻んでいる。

　再び画面が切り替わり、薄暗い場所で男が生きたままゾンビに食われているシーンになった。

『地獄においての苦痛は、絶え間がない』

『その身体が食い荒らされ、ただの
肉
 にく
 塊
 かい

 に成り果てようとも、再び身体は再生して苦痛が繰り返される』

　画面が暗転し、こちらの世界に似通ったのどかな村の風景が映し出される。

　何人かの人々が、畑仕事をしながら楽しそうに雑談をしているシーンだ。

　そこに、馬に乗った
野
 や
 盗
 とう

 風の男たちが剣を振りかざしながら駆け込んできた。

　男を殺し、女たちを
攫
 さら

 う凄惨なシーンが流れる。

「あっ！　こ、この馬に乗っている男の人、さっき食べられてた人じゃない!?
 」

　リーゼが驚いた声を上げる。

「そうそう。同じ俳優さんが出てる映画を一生懸命探したんだよ。無実な人を襲ってるシーンと食われてるシーンを両方こなしてる人を探さなくちゃいけなかったから、本当に大変だったんだぞ」

　画面が半分に分割され、左側に愉悦の表情で人々を殺しまわる男の映像が。

　右側には、先ほどの生きたまま内臓を食べられている男の映像が映し出された。

　両方とも、映っているのは同じ俳優だ。

　好都合なことに髪型まで一緒であり、一目で同一人物と分かるとても親切な作りとなっている。

『罪を犯せば、死後に必ず報いが訪れる』

『そうとも知らずに罪を犯し続ける人間の、なんと哀れなことか』

『救いを得るには、犯した罪に倍する善行を積まねばならないというのに』

「……なるほど。罪を犯していても、良い行いをすれば
罰
 ばつ

 が軽減されるということですね」

　感心した様子でバレッタが
頷
 うなず

 く。

「ええ、そうです。これを見せた人がもし悪いことしまくってたら、もうどうしようもないって開き直られる可能性がありますからね」

「そうですね、開き直れたら
酷
 ひど

 いことになりそうです……えっと、天国の映像は作ってあるんですか？」

「もちろんありますよ。ちゃんと皆のリクエストには応えた作品になってます」

　どんな動画にしようかと皆で話し合っていた際、バレッタもリーゼも、「天国の映像もあったほうがいい」と意見を出していた。

　良い行いをし続ければこんな素晴らしい世界に行くことができる、といった作りにしたほうが、恐怖のみを与えるよりも効果的だと考えたからだ。

「でも、グロいのとか怖い映画はいくらでも見つかったんですけど、天国みたいな映像が出てくる映画って本当に少なくて……どうしようって宮崎さんと頭を抱えちゃいましたよ」

「そうなんですか……需要がないんですかね？」

「かもしれないですね。なので、海外旅行のプロモーション動画から切り貼りしました。まあ、見てみてください」

　それから数分間グロい映像が続き、画面が暗転して、美しい海の映像に切り替わった。

『死後の幸福』という文字が、キラキラしたエフェクトとともに画面に浮き上がる。

　カメラがゆっくりと引いていき、美しく透き通ったエメラルドグリーンの海と、いくつも並ぶ水上コテージが映し出された。

　日よけ用の大きな傘の下にはゆったりとしたビーチチェアが置かれ、脇のテーブルには鮮やかな果物が添えられたトロピカルドリンクが置かれている。

　軽やかな音楽とともに、海辺で寛ぐカップルや、全身アロマオイルマッサージを楽しむ女性の姿などが次々に流れ出した。

　
一
 かず
 良
 ら

 以外の面々が、
唖
 あ
 然
 ぜん

 としてその映像を見つめる。

「あ、あの、カズラさん」

「はい……」

「これ、確かに
綺
 き
 麗
 れい

 なところですし、いいなぁって思うんですが……」

「うん、言わんとしていることは分かります……」

　この動画を作るにあたり、一番困ったのは『天国とはどういうところか』というイメージが、あまりにも漠然としすぎていて掴めないことだった。

　インターネットであれこれ調べたところ各宗派によって違いはあるものの、多くに共通しているのが『ずっと幸福でいられる』ということだった。

　こちらの世界における天国の定義は
曖
 あい
 昧
 まい

 で、『幸せなところ』『何の苦労も苦しみもないところ』といった漠然としたものだ。

　地獄というものに対するイメージも、『とんでもなく苦しい目に
遭
 あ

 うところ』といった漠然としたイメージしか存在していない。

　苦しい目、というのは誰でも痛かったり怖かったりといったことを想像するはずなので、先ほどの動画のように表現がしやすい。

　だが、幸せなところとなると、個々人によってとらえ方が異なるため、表現が難しいという結論に達したのだ。

「いろいろと考えてはみたんですが、幸せな場所って人によって違ってくるって結論になっちゃって……こう、だいたいの人が『いいなぁ、行ってみたいな』ってなる場所を使おうってことになりました」

「そ、そうですか……なるほど、別に空の上じゃなきゃいけないって決まりはないですもんね」

「す、すごくいいじゃないですかこれ！　私、死んだ後にこんな場所でずっと暮らせるなら、善行を積むことに生涯を捧げますよ!?
 」

　エイラが
瞳
 ひとみ

 を輝かせて、その海辺で寛ぐカップルの映像を眺める。

　どうやら、この場所はエイラにとってはまさに『天国』だったようだ。

　ちなみに、使われている映像はモルディブ観光のプロモーション動画である。

「おお、ほんとですか!?
 　天国っぽく見えます!?
 」

「天国っぽいかどうかは分かりませんが、すごく魅力的な場所だと思います！　こんなところで毎日泳いだり、
美味
 おい

 しいもの食べたり、マッサージしてもらえるなんて最高ですよ！」

　勢い込んで言うエイラに同意するように、リーゼが
頷
 うなず

 く。

「うん、私もそう思う。天国って空の上とか、雲の上にあるものかなって考えたこともあったけど、雲の上で生活するより、こっちのほうが絶対に幸せだと思うわ」

　こくこく、とマリーも
頷
 うなず

 く。

「これなら、天国と言われても納得できると思います！　こんな
綺
 き
 麗
 れい

 な場所があるなんて……！」

「よかった……じゃあ、王家や他領の領主たちに見せる動画はこれでよしということで。バイクの搬入が済み次第、イステリアに戻ろう」

「あ、思わず見入っちゃって、ケーキ食べ忘れてた。いただきまーす」

　リーゼがフォークを手に取り、ケーキを
頬
 ほお
 張
 ば

 った。

　
美味
 おい

 しい、とても幸せそうに顔を
綻
 ほころ

 ばせている。

　彼女が食べているものは、ウサギをかたどったシューケーキだ。

　
一
 かず
 良
 ら

 は昼間にあったことを意識してしまい、彼女を目で追ってしまう。

「ん、どうしたの？　このケーキ食べたい？」

「あ、いや……
美味
 うま

 そうに食べるなって思ってさ」

「うん！　すっごく
美味
 おい

 しいよ！　いつもありがとう！」

　にこっと可愛らしく
微
 ほほ
 笑
 え

 むリーゼ。

　他の皆も、
美味
 おい

 しい
美味
 おい

 しいと
頬
 ほほ

 を緩ませてケーキにパクついている。

　普段と変わらないその様子に、
一
 かず
 良
 ら

 も気を取り直してフォークを手に取るのだった。





　数時間後。

　風呂から出た
一
 かず
 良
 ら

 は、屋敷の外で１人で夜風に当たって涼んでいた。

　十数メートル離れたところには風呂小屋があり、今はリーゼが入浴中だ。

　外で
薪
 たきぎ

 をくべているバレッタと、何やら楽し気に話している声が微かに聞こえてくる。

「カズラ様」

　月明りに照らされた村の景色を眺めていると、背後から声をかけられた。

　振り返ると、エイラが立っていた。

「エイラさん。夜風に当たりに来たんですか？」

「いえ、カズラ様とお茶ができたらなと思いまして」

　そう言って、手に提げていた布袋を揺らして見せる。

「おっ、いいですね。じゃあ、中に戻りましょうかね」

「あ、いえ、その……月が
綺
 き
 麗
 れい

 ですし、お外でしませんか？　水筒に
淹
 い

 れてきましたので」

「おお、それもおつですね。じゃあ、マリーさんも――」

「マリーちゃん、今日は何だか疲れちゃったみたいで、さっきうたた寝をしちゃってました。そっとしておいてあげたほうがいいかと」

　
一
 かず
 良
 ら

 の
台詞
 せりふ

 を食い気味に、エイラが答える。

「ありゃ、そうなんですか……村に来てから、炊事洗濯は全部２人に任せっきりですもんね。すみません、苦労かけちゃって」

「いえ、苦労だなんて。そんなふうに感じたことなんて、一度もありません」

「そう言ってもらえると助かります。さて、どこか座る場所は……」

「あちらの、小屋の
傍
 そば

 なんてどうでしょうか」

　エイラが、少し離れた場所にある物置小屋を指さす。

　中に
藁
 わら

 が保管されている小屋で、以前倒壊した小屋を新しく作り直したものだ。

「いいですね。行きましょうか」

「はい」

　エイラと並んで、バリン邸を離れて小屋へと向かう。

「そういえば、２人でお茶なんてかなり久しぶりですね。最後にやったのは１カ月以上前か」

「そうですね……なんだか久しぶりすぎて、少しドキドキしちゃいます」

　くすっとエイラが小さく笑う。

「はは、エイラさんみたいなかわいい人とお茶ができて、俺なんて毎回ドキドキしっぱなしですよ」

「なっ……か、からかわないでくださいっ」

「いやいや、本当のことですし」

「……うう、絶対からかってます」

　エイラが恥ずかしそうにうつむく。

　暗いせいで
一
 かず
 良
 ら

 からは分からないが、その顔は赤みを帯びていた。

「からかってなんていませんって」

「絶対にからかってるもん……」

　そんなふうにしてエイラをいじりながら、小屋の前に到着した。

　
傍
 そば

 にあった作業台に、２人して並んで腰かける。

「はい、カズラ様」

　エイラが水筒から木のコップにお茶を入れ、
一
 かず
 良
 ら

 に手渡す。

「ありがとうございます」

　
一
 かず
 良
 ら

 がさっそく一口飲み、んー、と
唸
 うな

 る。

「レモングラス、ローズヒップ、レモンピールですかね？　レモングラスが少し多めかな」

「正解です！　よく分かりましたね！」

「あんまりたくさん混ざると難しいですけど、これくらいなら分かります」

「すごいですね。私なんて、まだまだです」

「毎日こうやって当てっこしてれば分かるようになりますよ。のんびりいきましょう」

「はい」

　エイラがとても嬉しそうに
微
 ほほ
 笑
 え

 む。

　エイラも自分のコップにハーブティーを注ぎ、口をつけた。

　ふう、と息をつき、さらさらと水音のする水路に目を向ける。

「こんなに毎日のんびり過ごせるなんて……ついこの間まで戦場にいたことが、嘘みたいです」

「そうですね。ずっとこのまま、ここで暮らしていたくなっちゃいますよ」

「……カズラ様は、戦争もイステール領の復興もすべて終わったら、どうされるおつもりなんですか？」

「んー……そうですね。この村に戻ってきて、毎日のんびり暮らせたらなって思ってはいるんですけど。村の人たちとも、帰ってくるって約束してますし」

「……カズラ様がいなくなられたら、リーゼ様が寂しがります」

　
一
 かず
 良
 ら

 が言葉に詰まる。

　リーゼに並々ならぬ好意を持たれていることは、
一
 かず
 良
 ら

 とて理解している。

　前に
藁
 わら

 小屋が崩れて
一
 かず
 良
 ら

 が
怪
 け
 我
 が

 をした時から、それはずっと分かっていた。

「それに、約束破りになっちゃいますよ？　毎晩、お茶会に来てくれるって言ったじゃないですか」

　
一
 かず
 良
 ら

 が答えに窮していると、エイラが冗談めかしてそんなことを言った。

「ああ……そうですね、約束しましたね」

「はい。約束は、守らないとダメです」

「え、ええと、それだと俺はずっとナルソンさんのところにお世話にならないといけなくなるんですけど」

「もしくは、個人的に私のことを
侍
 じ
 女
 じよ

 として雇うという手もありますよ？　それなら、約束も守れますし、どこへでも行けます」

「ああ、その手があったか！　
侍
 じ
 女
 じよ

 付きで村でのんびり生活か……ううむ、たいそうな身分だな」

「気乗りしませんか？」

「気乗りというか、分不相応な気がして。もともと、ただの一般人ですし。普通に生活できれば、それが一番落ち着くかなって」

「普通の生活、ですか……」

「ええ、ジルコニアさんも言ってましたけど、いわゆる貴族みたいな生活は性に合わない気がして」

「……」

「エイラさん？」

　黙ってしまったエイラに、
一
 かず
 良
 ら

 が顔を向ける。

「……私は、今の生活が大好きです。カズラ様がいて、リーゼ様がいて……こんな日々を、ずっと過ごしていけたらなって。何一つ、欠けて欲しくないです」

　エイラが顔を上げ、夜空に目を向ける。

　少しだけ欠けた月が、明るく輝いていた。

「月が、
綺
 き
 麗
 れい

 ですね」

「……そうですね」

　つぶやくように言うエイラに
一
 かず
 良
 ら

 が答えると、エイラが小さく苦笑した。

「ん、どうしました？」

「……いえ、何でもありません」

　月を見上げたまま答えるエイラに、
一
 かず
 良
 ら

 が小首を傾げる。

　エイラは
一
 かず
 良
 ら

 に顔を向け、にっこりと
微
 ほほ
 笑
 え

 んだ。

「カズラ様、イステリアに戻ったら、またこうして、月を眺めながらお茶をしませんか？」

「ええ、もちろんいいですよ。その時は、今度は俺がお茶を
淹
 い

 れますね」

「ふふ、ありがとうございます。楽しみにしていますね」

　それから、２人は何気ない雑談を交わしながら、月を眺めてお茶を続けた。

　２人がいないことに気づいたリーゼとバレッタが２人を探しに来るまで、それは続いたのだった。





[image: ]











第４章　理想を現実にするために






　３日後の午後。

　グリセア村のバリン邸の前には、十数台のサイドカー付きバイクとガソリン入りのドラム缶が並んでいた。

　村の中には続々と馬車が入ってきており、これからそれらを荷台に載せてイステリアに向かうことになっている。

　ここにない数台は村の物置小屋に入れてあり、有事の際はいつでも使える状態だ。

「カズラさん、ナルソン様です」

　
一
 かず
 良
 ら

 がバイクの１台に
跨
 またが

 ろうとしたところで、バレッタが無線機と携帯用アンテナを手に駆けてきた。

　イステリアから通信が入ったようだ。

「ありがとうございます。バレッタさん、バイクの積み込みをお願いできますか？」

「はい、やっておきますね。マリーちゃん、アンテナをお願い」

「かしこまりました」

　バレッタがバイクに
跨
 またが

 り、キーを回す。

　ハンドルに付いているキルスイッチ（エンジンを停止するための装置）をＲＵＮにし、セルボタンを押してエンジンをかけた。

　バイクの運転方法は全員が
一
 かず
 良
 ら

 から習ったので、不慣れながらも一応は走らせることができるようになっている。

　村人たちにも何人か教えてあり、運転できるようになっている。

　全車が問題なく稼働することも確認済みだ。

「カズラ、爆弾とかはどれに載せる？」

『火気厳禁』と張り紙がされた木箱を前に、リーゼが
一
 かず
 良
 ら

 に声をかける。

　木箱の中には、大量のお手製爆弾が入っている。

　バレッタたちが作ったものは、空き缶に火薬と釘を詰め、缶の周囲に有刺鉄線を巻き付けて導火線をつなげたものだ。

　日露戦争の旅順攻略戦で弾薬不足に
陥
 おちい

 った現地の日本軍が『即席爆弾』として使用したものと似た作りで、破壊力は折り紙付きである。

　投げやすいようにと、缶には木製の持ち手が付けられている。

「バイクとかガソリンとは別に積んでくれ。荷馬車の最後尾で運んでいくから」

「うん、分かった。積んでおくね」

「絶対に火を近づけないように、使用人たちにはよく言っておいてくれな」

「分かってるって。大丈夫」

　荷物の積み込みを彼女たちと村人たちに任せ、
一
 かず
 良
 ら

 は無線機の送信ボタンを押した。

　隣では、マリーがアンテナをイステリアの方向に向けて持っている。

「カズラです。イステリア聞こえますか。どうぞ」

『ナルソンです。良く聞こえます。カズラ殿、予定通りにイステリアへ戻ってこられそうですか？　どうぞ』

「ええ、明日には着けると思います。他の領主や王家の人たちは、いつ頃着きそうですか？　どうぞ」

『全員、明後日の午後には到着する予定になっています。すでにルグロ殿下とルティーナ妃殿下、ご子息たちは到着しておりますが。どうぞ』

「ルグロ殿下？」

　
一
 かず
 良
 ら

 は数秒考えたが、すぐに彼らのことを思い出した。

　年越しの宴の日にバレッタと２人で入った食事処で、偶然相席した人たちだ。

　何ともフレンドリーというか、王族のイメージにそぐわない人たちだったと記憶している。

「そうでしたか。でも、どうして殿下たちだけ先に来たんです？　どうぞ」

『カズラ殿とバレッタに会うために早く出てきた、と言っておりまして……２人は今いないと伝えると、
酷
 ひど

 く残念そうにしておりました。どうぞ』

「俺とバレッタさんに、ですか。何の用事かは聞いてます？　どうぞ」

『それが、「少しばかり用がある」としかおっしゃられなくて……カズラ殿は、何か思い当たることはありませんか？　どうぞ』

「うーん……ちょっと思い当たらないですね」

　ルグロには以前、別れ際に『王都へ遊びに来い』と言われたことがあった。

　思い当たることといえばそれくらいだが、まさか一緒に街へ遊びに行こうとでもいうのだろうか。

　彼なら、そんなことを言い出してもおかしくない気がする。

「まあ、そっちに行ったら直接聞いてみますね。どうぞ」

『分かりました。ただ、殿下はいろいろと問題になる行動を引き起こすきらいがありますので、くれぐれも注意してください。どうぞ』

「分かりました。上手いことやりますから、安心してください」

　ナルソンとの通信を終え、バレッタたちを手伝ってバイクを荷馬車に載せていく。

　バイクはかなりの重量があるため、馬車１台につき２台ずつ載せて運ぶことにした。

「よし、バイクはこれで全部か。あとは、ドラム缶と火薬と……」

「カズラさん、ちょっといいですか？」

　ドラム缶へ向かおうとした
一
 かず
 良
 ら

 を、バレッタが呼び止める。

「あ、はい。何ですか？」

　バレッタが小走りで駆け寄り、小声で話す。

「シルベストリア様がお話があるとのことで、家の裏に来てるんです」

「シルベストリアさんが？　なんでです？」

「えっと……村に来た時に失礼な態度を取っちゃったから、それを謝りたいって言ってて」

「ええ……そんな、気にしなくてもいいのに。むしろ、俺が無理を押し付けてるんだけどな……分かりました、行ってきます」

「すみません。けっこう凹んでるみたいなんで、元気づけてあげてください」

　バレッタに見送られ、
一
 かず
 良
 ら

 は家の裏手へと向かうのだった。





「おーよしよし。いつも、卵ありがとね。今度また、魚の骨を持ってきてあげるからね」

　
一
 かず
 良
 ら

 が家の裏手へ行くと、シルベストリアが根切り鳥たちをよしよしと
撫
 な

 でていた。

　ずいぶんと懐かれているらしく、鳥たちはシルベストリアにすり寄ってまとわりついている。

「シルベストリアさん、お待たせしました」

「あっ、カズラ様！」

　シルベストリアが姿勢を正し、深々と礼をする。

「先日は申し訳ありませんでした！　あんな失礼な態度をとるなんて、どうかしていました！」

「そんな、別に気にしてなんていないんで、顔を上げてください」

　シルベストリアがおずおずと顔を上げる。

「ありがとうございます……本当に、申し訳ございませんでした」

「いいんですって。半ば無理やり押し付けちゃってる状態ですし。つらいでしょうが、もう少しだけ
辛
 しん
 抱
 ぼう

 してください」

「はい。それまでの間は、この命に代えてもグリセア村は守ります」

「お願いします。駐屯軍で何か足りていないものとかはないですか？　あればすぐに手配しますが」

「いえ、特には……あ、しいて言えば、イステリアと定期的に行き来する輸送隊があるとありがたいのですが」

「輸送隊？　何に使うんです？」

　意外な提案に、
一
 かず
 良
 ら

 が小首を傾げる。

「部隊の兵士たちは全員
予
 よ
 備
 び
 役
 えき

 なので、イステリアに妻や子供を残してきているんです。なので、『元気にしているぞ』と伝えられる連絡手段があれば、皆喜ぶかなと思いまして」

「ああ、なるほど。それはいい考えですね」

　
一
 かず
 良
 ら

 が感心して
頷
 うなず

 く。

　ただ部隊を管理しているだけでなく、そういったところにまで考えがいくあたり、
一
 かず
 良
 ら

 としてはかなり高評価だった。

　さすがは女性というか、細かいところにまで気にかけてくれて本当に助かる。

「ありがとうございます。あと、こちらでは食料が過剰生産気味なので、
余
 よ
 剰
 じよう

 分をイステリアに送れればと思いまして。今も
鉄
 てつ
 鉱
 こう
 石
 せき

 の輸送と併せて送ってはいるのですが、消費しきれずに腐らせてしまっている野菜が多少あるので」

「ああ、村の生産量を考えればそうなりますよね。分かりました。３日に一度くらいの間隔で、荷馬車も何台か行き来させるようにしますね。兵士たちの家族とのやり取りは、木板かなにかを使いますか？」

「はい。木材はいくらでもありますので、それでやり取りさせます」

　手紙用に紙を渡そうかとも
一
 かず
 良
 ら

 は考えたのだが、木材が大量にあるならそれで十分だろう。

　頻繁に家族とやり取りできれば、兵士たちもきっと喜ぶはずだ。

「了解です。では、イステリアに戻り次第、すぐに第一便を出させますね」

「ありがとうございます。……あの、カズラ様。いえ、グレイシオール様」

　シルベストリアが、
一
 かず
 良
 ら

 に敬愛の眼差しを向ける。

「この国に生きる者たちへのさまざまな施し、生涯忘れません。スラン家を代表して、お礼を言わせてください」

「いいんですよ。私がやりたくてやってることなんですから」

　
一
 かず
 良
 ら

 が言うと、シルベストリアはにっこりと
微
 ほほ
 笑
 え

 んで片膝をつき、頭をたれた。

「たった今より、私の魂はあなた様のものです。今はイステール家に仕える身ですが、死後は永遠にあなた様にお仕えすることを誓わせていただきます」

「え、いや、そんな誓いなんて立てなくていいですって」

　突然の申し出に、
一
 かず
 良
 ら

 がぎょっとして答える。

「いいえ。それでは私の気がすみません。その折には、どうかお
傍
 そば

 に置いてください。未来永劫、グレイシオール様の剣となり盾となります」

　何とも重い申し出だが、あまりにも彼女が真剣なので無下に断りにくい。

　まるでアイザックを前にしているような錯覚を
一
 かず
 良
 ら

 は覚えた。

　さすがは従姉妹、といったところだろうか。

「ええと……じゃあ、考えておくということで」

「……はい。では、いつか承知していただけるよう、努力いたします」

「いや、普通にしててくださいよ。悪いようにはしませんから」

「では、普通に努力いたします」

「俺の話、聞いてます？」

　その後もなんやかんや押し問答をし、『いいから普通にしていろ』と申し付けて彼女と別れた。

　何とも不満そうにしていた彼女の表情が、強く印象に残った。





　そして、次の日の昼過ぎ。

　イステリアに到着した
一
 かず
 良
 ら

 たちがナルソン邸の広場に入ると、ナルソン、ジルコニア、ハベルが出迎えに出てきた。

　馬車を降りる
一
 かず
 良
 ら

 たちに、３人が歩み寄る。

「カズラ殿、ご無沙汰しております」

「ナルソンさん、お久しぶりです。倉庫は……出来上がっているみたいですね」

　広場の端に、真新しい木造の倉庫が鎮座していた。

　手前開きの大きな戸口を備えた立派なもので、２階建てのようだ。

　屋上には、警備兵がすでに配置についている。

「はい。広さはあれで足りるでしょうか？」

「ええ、十分ですよ。さっそく搬入しちゃいましょう。人払いをお願いします」

「かしこまりました。ハベル」

「はっ！」

　ハベルが屋敷を振り返り、手を上げる。

　すぐに、ばたばたとすべての窓が閉じられ、城壁の上にいた兵士たちも姿を消した。

　一部の近衛兵と村人たちを残し、使用人たちも屋敷に入らせる。

　
一
 かず
 良
 ら

 が荷馬車に乗り込み、バイクが渡し板を伝って荷馬車を降りてきた。

　入れ替わりでバレッタが入り、続けてバイクを降ろす。

　ハベルはマリーと２、３言葉を交わし、別の荷馬車の荷下ろしを始めた。

　ジルコニアが
一
 かず
 良
 ら

 の乗るバイクに歩み寄り、しげしげと眺める。

「これがバイクですか。ずいぶんと小さい乗り物なんですね」

「小さいですけど、力はありますよ。後で乗りかたを教えますね」

「はい、お願いします。ナルソンも教えてもらったら？」

「うむ、そうだな。面白そうだ」

「じゃあ、上映会が終わってお偉いさんたちが全員帰ったら、時間をとってやってみますか」

　そんな話をしていると、屋敷からアイザックが小走りでやってきた。

「カズラ様、お久しぶりです」

「おお、アイザックさん、お久しぶりです！　元気にしてましたか？」

「はい。何事もなく……っと、すみません、ルグロ殿下がお会いしたいとおっしゃられているのですが、大丈夫でしょうか？」

　そう言って、アイザックが屋敷の入口を見やる。

「おーい！　カズラ、バレッタ、いるかー!?
 」

　がっちりと
近
 この
 衛
 え
 兵
 へい

 たちが
塞
 ふさ

 いでいる玄関口から声がし、彼らの頭越しに手が振られているのが見えた。

「え、王子様をあんな扱いにして大丈夫なんですか？」

「むう……中でお待ちいただくようにお願いしたのですが……」

　やれやれ、とナルソンがため息をつく。

　見ると、５歳くらいの男の子が、
近
 この
 衛
 え
 兵
 へい

 の頭越しにこちらを見て手を振っていた。

　どうやら、ルグロに肩車をされているようだ。

　それを下ろそうとしているのか、隣から白い手が伸びている。

「まあ、彼らにはバイクとか見せる予定ですから、別にいいでしょう。呼んじゃっていいですよ」

「かしこまりました。アイザック」

「はっ！」

　アイザックが玄関へと走り、
近
 この
 衛
 え
 兵
 へい

 を避けさせる。

　ルグロと妻のルティーナ、そして４人の子供たちが、
一
 かず
 良
 ら

 たちの下へと歩いてきた。

　
一
 かず
 良
 ら

 はエンジンを切ってバイクを降り、ナルソンたちと並んでそれを待つ。

「……カズラ」

　
一
 かず
 良
 ら

 の隣に並んだリーゼが、小声で
一
 かず
 良
 ら

 に声をかける。

「ん？」

「あの人があちこちに言いふらさないように、釘を刺しておいてね。何をしでかすか、分かったもんじゃないんだから」

「分かった。あと、リーゼ。笑顔だぞ、笑顔。
眉
 み
 間
 けん

 にしわが寄ってる」

「う、ご、ごめん」

「よう！　久しぶりだな！」

　爽やかな笑顔で片手を上げるルグロ。





[image: ]






　
一
 かず
 良
 ら

 以外の面々が、深々と頭を下げる。

　その様子に、ルティーナが「おや？」といった顔つきになった。

　ルグロは特に気にするふうでもなく、
一
 かず
 良
 ら

 に笑顔を向けている。

「お久しぶりです。他の方々より早く着いたと聞いていますが」

「ああ、お前とバレッタにどうしても会いたくてな。皆、顔を上げてくれ。楽にしていていい」

　皆が顔を上げる。

　ルグロはバレッタを見つけると、笑顔を向けた。

「嬢ちゃんも久しぶりだな。元気にしてたか？」

「はい、お久しぶりです！　元気です！」

　バレッタが緊張した様子で答える。

　それを見て、ルグロが苦笑した。

「いや、そんな
強
 こわ
 張
 ば

 った顔しないでくれ。俺たちは友達なんだからな」

「は、はい。ありがとうございます」

「ルティ、
土産
 みやげ

 を」

「はい」

　ルティーナが、手に提げていた木編みのカゴをバレッタに手渡す。

「王都の有名店のクッキーだ。本当は、連れて行くって約束してた店のタルトを持ってきてやりたかったんだが、こんだけ距離があるとそうもいかなくてな」

「ありがとうございます。気を使ってもらって」

　礼を言う
一
 かず
 良
 ら

 に、ルグロがにっと笑みを向ける。

「いいんだって。今度また、皆で一緒に食いに行こうぜ」

　それで、とルグロがバイクに目を向ける。

「さっき何か妙な音がしてたんだが……それからしてたのか？」

「ええ、そうです。これはバイクという乗り物ですね」

「バイク？　聞いたことがない乗り物だな」

「機械仕掛けの乗り物で、ラタの何倍もの速さで走ることができるんです。王都や他領に伝令を走らす際に、使おうかと考えてまして」

「……すまん、ちょっと言っている意味が分からないんだが……ラタの何倍もの速さって、これをラタが引くんだろ？」

「いえ、そうじゃなくて、ラタで引かなくてもこれ単体で動くことができるんですよ。そういう仕掛けの乗り物なんです」

「仕掛けってお前……」

　ルグロがバイクをじろじろと見つめる。

　半信半疑、といった様子だ。

「イステリアで見せたいものがあるってのは、これのことか？　『どうしても見てもらいたい物がある』と聞いてるんだが」

「これもですが、もっと別の物も用意してあります。後で見せますんで、説明はその時に」

　物怖じせずに話す
一
 かず
 良
 ら

 に、ナルソンを始めとする面々はやや緊張した様子だ。

　対して、ルグロは気にしていないどころか、むしろ満足そうに「そっか」と笑顔を見せた。

「んじゃ、その別の物ってのは父上たちが来てからだな？」

「そうですね、皆さん一緒に見てもらいたい物なので」

「そうか、楽しみにしとくよ。それで……このバイクっての、興味があるな。ちょいと走らせてみてくれないか？」

「ええ、いいですよ。ちょっと待っててくださいね」

　
一
 かず
 良
 ら

 がバイクに跨り、エンジンをかける。

　腹に響くそのエンジン音に、ルグロたちがぎょっとした顔になった。

「どうぞ、隣に乗ってください」

　
一
 かず
 良
 ら

 がサイドカーに目を向ける。

「の、乗るって、俺がか？」

「はい。どうぞ、遠慮なさらず」

「……よし、乗ってみるか。なんだか面白そうだし」

「ちょ、ちょっとルグロ！」

　それまで黙って見ていたルティーナが、慌てた様子でルグロに声をかける。

「大丈夫だって。別に危ないことはないだろ」

「で、でも……」

「ルティーナさん、大丈夫ですよ。
怪
 け
 我
 が

 させたりしませんから」

「は、はい……」

　
一
 かず
 良
 ら

 に言われ、ルティーナがしぶしぶといった様子で引き下がる。

「とうさま、私も！」

「僕も！」

　それを見て、５歳くらいの男の子と女の子がルグロの
裾
 すそ

 を引っ張った。

「こ、こら！　２人とも！」

　ルティーナが慌てて２人の肩を掴む。

「まあまあ、いいじゃねえか。カズラ、この２人も一緒に乗れるか？」

「んー、１人なら膝の上に乗せても大丈夫かな。少し揺れるんで、しっかり掴んでおいてもらうことになりますが」

「ん、そうか……」

　ルグロが子供たちに目を向ける。

　男の子のほうが、はっと気づいたような顔になり、女の子の背を少し押した。

「とうさま、リーネを先に乗せてあげてください」

「おし！　ロン、よく言った！　それでこそ俺の息子だ。偉いぞ！」

　ルグロが男の子――ロン――の頭をわしゃわしゃと
撫
 な

 でる。

　そして、女の子――リーネ――を抱っこし、サイドカーに乗り込んだ。

「これでいいか？」

「ええ、大丈夫です。広場を一回りしましょうか。ルティーナさん、そんな心配そうな顔しないでください。大丈夫ですから」

「は、はい……」

　軽快なエンジン音を響かせて、バイクは広場を走り始めた。





「すげえな！　すげえなこれ！　どういう仕掛けになってんだ!?
 」

　周囲の景色とバイクを交互に見ながら、ルグロが興奮した声で叫ぶ。

　膝に乗っているリーネも、「すごい！」を連呼していた。

「これは神の国の道具です。この国へのテコ入れの一環として、私が持ち込みました」

「は？　神の国？」

　ルグロがぽかんとした顔で
一
 かず
 良
 ら

 を見る。

「はい。実は俺、グレイシオールでしてね。イステール領の急激な復興と、先のバルベール軍との戦いでの勝利は私が助力をした結果なんです」

「グレイシオールって……あの、慈悲と豊穣の神の？」

「はい」

「お前が、グレイシオール様だっていうのか？」

「一応、そう呼ばれていますね」

　さらりと
一
 かず
 良
 ら

 が答える。

　王族や領主たちに動画や道具を見せるにあたって、
一
 かず
 良
 ら

 は腹をくくっていた。

　保身はとりあえず考えないことにして、自分が主導してことを進めることに決めたのだ。

　ルグロは
怪
 け
 訝
 げん

 そうな顔で、
一
 かず
 良
 ら

 をじっと見つめている。

　
一
 かず
 良
 ら

 が跨るバイクに目を向け、もう一度
一
 かず
 良
 ら

 を見た。

「……冗談ってわけじゃ、なさそうだな」

「はい。俺はいたって真面目ですよ」

「てことはアレか。今回、俺たち王族や領主連中を集めたのは、そのことを説明するためか」

「そうです。今、この国は危機的状況にあります。一致団結しなければ、この難局を乗り越えることはできません。足の引っ張り合いなんてもってのほかです。それを、皆さんに分かってもらいたくて」

「ふむ……」

　ルグロが
一
 かず
 良
 ら

 の足の先から頭のてっぺんまで、
嘗
 な

 め回すように見る。

「神様って、人間の姿をしてたのか」

「とうさま、神様って？」

　リーネがきょとんとした顔を、ルグロに向ける。

「この兄ちゃんだよ。グレイシオール様なんだってさ」

「そうなのですか？」

　リーネが、純粋な
瞳
 ひとみ

 で
一
 かず
 良
 ら

 を見る。

「ええ、一応そう呼ばれてます」

「そうなのですか」

　感心したようにリーネが言う。

　そしてすぐ、また楽しそうに周囲の景色を眺め始めた。

　あまり興味がないようだ。

「すぐに信じろっていっても難しいでしょうし、後でもっと分かりやすい証拠を見せますよ」

「証拠って、この乗り物でもう十分だろ。どこの国探したって、こんなとんでもない乗り物、ありゃしないぞ」

「お、そうですか。信じていただけてよかったです」

「なるほどな。
飢
 き
 饉
 きん

 でえらいことになってたイステール領を、一気に復興させたってのはお前の力だったのか。仲間から、そういう
噂
 うわさ

 が最近出回ってるって聞いたことはあったけどよ。本当だとは思わなかったなぁ」

　今までと変わらない態度で、ルグロが言う。

　
一
 かず
 良
 ら

 のことをグレイシオールだと認めたような口ぶりではあるが、だからといってへりくだった態度をとるつもりはないようだ。

　
一
 かず
 良
 ら

 としてもそのほうがありがたいので、特に問題はない。

「この１年でいろいろと新しい道具が大量に発明されたのも、全部グレイシオール様のテコ入れってわけか。いくらなんでも、発展が急すぎておかしいと思ったよ」

「はい、そうです。俺がやりました」

「なるほどなぁ……戦争直後でボロボロになってたイステール領が、たった半年足らずで食糧事情も金回りも異常なくらい改善されたって話だったからな。そういうことだったのか」

「王都でも
噂
 うわさ

 になってたんですか？」

「ああ、水車とか手押しポンプが王都に入ってきてからは、よく話題に出るようになってたな。あまりにもポンポン新しい道具やら技術やらが入ってくるから、『イステール領はすでにバルベールに取り込まれてるんじゃないか』って言う連中もいたみたいだ」

「あー……なるほど、そういうふうに考えられちゃっても仕方ないですよね。裏切ってるんじゃないかって疑われちゃってたんですね」

「まあ、そんなことを言う奴らは数えるくらいしかいなかったけどな。そんな技術をバルベールが持ってるなら、とっくの昔にうちらはボコボコにされてただろ。前回の戦争の時点で、アルカディアは滅んでたはずだ」

　ルグロが真剣な表情で、前に向き直る。

「裏切ってるだのなんだの言ってる奴らは、実際に戦場を見ていないからそんなことが言えるんだ。あの惨状を見てた奴なら、そんなこと言えっこない」

「ああ、ルグロさんも、前回の戦争では戦地にいたんですもんね」

「おう、いたぞ。まるで役には立ってなかったがな」

　以前、
一
 かず
 良
 ら

 がジルコニアから聞いた話では、ルグロは手持ちの軍団をすべてイステール領軍の指揮下に入れたということだった。

　作戦にも一切口は出さず、ナルソンの指示をそのまま実行していたと聞いている。

「ナルソンさんもそうだが、ジルコニア殿は文字通り命がけで戦ってたからな。そんな人たちが裏切るなんて、あってたまるかよ」

　それはおいといて、とルグロが続ける。

「他の連中にもこういう道具を見せて、うだうだ言ってないで
一
 ひと
 塊
 かたまり

 になって協力しろって
諭
 さと

 すわけだな？」

「そのとおりです。表向きは協力的でも、土壇場で裏切るような人が出てもおかしくない状況ですからね。現に、イステール領から１人、重鎮の裏切者が出ているわけですし」

「カズラ、お前が思っているほど、この国の奴らは利口じゃねえぞ。自分の利益しか考えてない奴だらけだ。王族、貴族問わずな」

　少しきつい口調になった彼に、リーネが顔を向ける。

　ルグロは彼女に笑顔を向け、頭を
撫
 な

 でた。

　リーネは小首を傾げ、再び景色に目を向ける。

「自領だ、他領だなんて言ってる場合じゃないってのに、利権がどうだの管轄がどうだのって話ばっかりだ。そんなことは後回しにして、
一
 ひと
 塊
 かたまり

 になって頑張らないといけないってのに」

「いや、それは仕方がない部分もありますよ。皆それぞれ生活があるんですし、今まで築いてきた地位や財産があるんですから。それを守ろうとするのは当然のことです」

「そんなことは分かってるよ。だけどよ、国が滅びたらそれで全部おしまいだぞ。そんな利己的なことを言ってる場合じゃないんだ。立場がどうとか、
縄
 なわ
 張
 ば

 りがどうだとかって話は、平和な時にやってもらいたいと俺は思うね」

　ムスッとした顔で言うルグロ。

　その内容に、
一
 かず
 良
 ら

 は村で話したウリボウと女性とのやり取りを思い出した。

　ルグロの主張は、彼らに近いところがあるように思えた。

「そうは言っても、やはり難しいものは難しいですよ。地位がある人なら、なおのことそうです。でも、ルグロさんの――」

「カズラ、俺は自分が大した人間じゃないってのは、よく分かってるんだ」

　
一
 かず
 良
 ら

 の言葉をさえぎり、ルグロが言う。

「家臣どもに陰でバカにされてることだって仕方ないと思ってるし、それをとやかく言うつもりもない。確かに俺はバカだし、人の上に立つような人間じゃないってことも重々承知だ」

　リーネが話の雰囲気を察したのか、ちらりとルグロを見てまた視線を前に戻した。

「だけどよ。何が良くて何が悪いかくらい、分かってるつもりなんだよ。地位とか利権が大切なのは分かる。でも、そいつらの身勝手のために、関係ない奴が不幸になるのはおかしいだろ」

　分かってくれよ、とでも言いたげな視線を、ルグロが
一
 かず
 良
 ら

 に向ける。

「どうして皆、そんな簡単なことが分からないんだ？　この国が滅んだら、そんなこと言ってる場合じゃないって、少し考えれば分かるはずだろ？」

「ルグロさん……」

「余計なもんは全部かなぐり捨てて、協力し合うことがなぜできないんだ？　現に俺たち上の連中が足並みそろえなかったせいで、イステール領の領民たちは
砦
 とりで

 で大勢死んだじゃないか！　王都で贅沢してる連中が、もっと現実に目を向けていれば防げたことだぞ！　俺が何度言っても誰も耳を貸さなかった結果がこのざまだよ！」

「……うぅ……ぐすっ」

　ルグロの剣幕に
怯
 おび

 えてしまったのか、リーネが泣き出してしまった。

　ルグロははっと我に返り、慌ててリーネに目を向ける。

「あっ、ご、ごめんな！　父ちゃん、別に怒ってるわけじゃないんだ。ちょっと熱くなっちゃってさ」

「とうさま、怖いです……」

「ごめんな。もう怒鳴らないから、泣かないでくれ。な？」

「うぅ……」

　
一
 かず
 良
 ら

 としては、彼の言いたいことはよく分かる。

　分かるが、彼の求めることは非現実的だ。

　いくら彼が声を上げたとしても、家臣たちは鼻で笑っておしまいだろう。

　だが、それは今までであれば、の話だ。

「……すまん。俺のこと、バカだと思うだろ？」

　リーネの頭を
撫
 な

 でながら、自嘲気味に言うルグロ。

「いいえ、そんなことありません。それに、俺がこれからルグロさんたちに強いようとしていることと、今ルグロさんが話したことはまるっきり同じですし」

「……神の名のもとに、力を合わせて頑張れって命じるのか？　その場では皆、理解したふりをして
頷
 うなず

 くだろうが、とてもじゃないが――」

「大丈夫です。絶対に皆さん言うことを聞きますよ。聞かないと、それこそ死ぬほど後悔することになりますからね」

　ルグロが
怪
 け
 訝
 げん

 そうな顔で
一
 かず
 良
 ら

 を見る。

　そこでちょうどバイクが広場を一周し終え、皆の前に戻った。

　
一
 かず
 良
 ら

 がバイクを止め、エンジンを切る。

「す、すごい速さで走るのね……って、リーネ、どうしたの!?
 」

　ルグロにしがみつき、肩を震わせて泣いているリーネの姿にルティーナがぎょっとした顔になる。

「すまん。泣かせちまった」

「ああもう、だから止めたのに……」

　ルティーナが泣いているリーネを抱き上げ、よしよしと背中をさする。

「……ごめん」

　謝るルグロに違和感を覚えたのか、ルティーナが
怪
 け
 訝
 げん

 な顔を向ける。

　ルグロはロンに目を向け、にっと笑った。

「ロン、乗るか？」

「うん！」

「えっ!?
 　ちょ、ちょっと、やめときなよ！」

　慌てて止めるルティーナに、ルグロが苦笑を向ける。

「大丈夫だって。泣かせやしないから」

　ルグロがサイドカーから降り、ロンを抱っこして再び乗り込んだ。

「カズラ、頼む」

「了解です。しっかり掴まっててください」

　軽快なエンジン音とともに、再びバイクは走り出すのだった。










第５章　命を賭すべきもの






　バイクや資材の搬入を済ませ、
一
 かず
 良
 ら

 たちは会議室へとやってきた。

　ルグロたちは客室で休んでもらっており、この場にはいない。

　エイラとマリーもこの場にはおらず、いるのは
一
 かず
 良
 ら

 、バレッタ、リーゼ、ジルコニア、ナルソンだ。

　皆が席に着くと、さっそくナルソンが話し始めた。

「さっそくですが、お伝えしたいことが２つございます。まず１つ目、クレイラッツについてです」

「クレイラッツ……国民投票の結果が出たんですか？」

「はい。５つある都市のうち、３つの都市の開票結果が昨日伝えられました」

　ごくり、と
一
 かず
 良
 ら

 たちが固唾を飲んで続きを待つ。

「３都市とも、同盟の維持、アルカディアとともにバルベールと戦うことを選択したようです。どの都市も、８割近い票が同盟維持に投じられました」

　おお！　と
一
 かず
 良
 ら

 が思わず声を上げた。

　クレイラッツはバルベール側に付くだろうと
一
 かず
 良
 ら

 は考えていたので、かなり驚いていた。

　バレッタとリーゼも、顔を見合わせてほっとした笑顔を見せている。

「過半数の都市が同盟維持を支持したため、クレイラッツは我々と共闘することが決定されました。今朝、クレイラッツの首都から急ぎの使者が来まして、数日中に軍司令官が我が領にやってくるとのことです」

「それは朗報ですね！　……でも、どうして彼らはバルベールに付かなかったんですかね？　普通なら、あちらに付いたほうがいいと考えそうですけど」

　投票開始時には、彼らはイステール領軍がバルベール軍を打ち破ったことを知らなかったはずだ。

　いつでもバルベールはアルカディア国内に侵攻できる状態であり、アルカディアは危機的状況にあると考えていたはずである。

　それにもかかわらずアルカディアと組んでバルベールに立ち向かうなど、普通に考えれば自殺行為以外の何物でもない。

「おそらくですが、彼らは自らの権利のために命を懸ける決断をしたのかと思います」

「権利……ですか？」

「はい。クレイラッツでは国民が政策への投票権を持ちますが、バルベールに屈して支配されるということは、当然ながらその権利を失うことになります。政治の決定権が、市民の手から離れるということになるのです」

「ああ、確かクレイラッツは、『直接民主制』っていう政治形態なんでしたっけ」

「はい。18
 歳以上の国民は、貧富の差に関係なく政治に参加する権利を持ちます」

　直接民主制とは、市民１人１人が直接政治に参加できる政治方式である。

　クレイラッツにおいては、各都市の18
 歳以上の市民すべてに参政権が与えられ、議会にかけられた案件に対して投票権を持つ。

　平時における国政の推進者や外交担当官など、軍司令官以外のあらゆる要職に就く者はすべてくじで選出され、しかも任期は１年間と限定されている。

　そのため、特定の人物に対して利権が集中するということが起こらない。

「その権利のために、国民たちは命を懸けることを選択したってことですか？」

「おそらくは」

　政治に参加する権利のために命を懸けると言われても、
一
 かず
 良
 ら

 にはいまいちピンとこない。

　権利があるに越したことはないだろうが、それを失うくらいならば命を懸けてイチかバチかの戦いに臨むかと言われたら、自分なら首を横に振るだろう。

　９割９分負ける戦いだという認識があれば、なおのことそうだ。

　ともあれ、クレイラッツが味方に付いてくれることになったのは、間違いなく朗報である。

　軍司令官がアルカディアの王都ではなく先にイステール領に来るのは、距離的な問題からだろう。

「そうですか……まあ何にせよ、クレイラッツが味方に付いてくれてよかったです。二正面作戦は避けられそうですね」

「はい。クレイラッツとの国境に配備している兵を引き上げて、バルベールとの戦いに投入することができます」

「でも、クレイラッツはバルベールの攻撃に耐えられますかね？」

「今後の状況にもよります。クレイラッツの隣国、プロティア王国がバルベールに付いた場合、今度はクレイラッツがバルベールとプロティアを相手に二正面作戦を展開しなければならなくなりますので」

「そうならなければ、耐えられるってことですか？」

「即座に敗北するということはないかと。しかし、やはりどう考えても旗色は悪いので、彼らとの情報交換を密にして連携をとる必要があります」

「ふむ……無線やバイクが役に立ちそうですね」

「そうですな。兵器や技術の供与はさすがに行うわけにはいきませんが、双方で情報を常に共有できていれば、かなりの助けになるでしょう」

「クレイラッツについては分かりました。それで、もう１つの伝えたいことというのは？」

「エルタイル王国方面に展開していたバルベールの２個軍団が、１カ月ほど前から我が国へ向けて移動を開始しているとの情報が入りました」

　
一
 かず
 良
 ら

 が顔をしかめる。

　バルベールが占領した
砦
 とりで

 の防備を強化しようとすることは想定内だったが、それよりも問題なのはエルタイル王国から離れたという点だ。

　エルタイルに
睨
 にら

 みを利かせていた軍を動かしたということは、エルタイルはバルベール側に付いたとみて間違いないだろう。

　４カ国同盟のうち、１国が敵側に寝返ったことになる。

　ちなみに、エルタイル王国とはプロティア王国の東に位置する国だ。

　５年前までの戦いでは、距離は離れていたがアルカディアとともにバルベールと戦っていた仲間である。

　戦時中は主にプロティア王国と協力し、陸海両方でバルベールと激戦を繰り広げていた。

「それはかなりまずいですね……」

「はい。連鎖的に、プロティアもバルベール側に付く可能性が非常に高くなりました」

「プロティアがどうなりそうかは、まだ分からないんですか？」

「バルベールが接触を図っていることは確実ですが、今のところ大きな動きは見られません。今回のクレイラッツの投票結果をみて、同盟維持に向かってくれればよいのですが」

「ううむ……国内はなんとかなりそうでも、他国がどうなるか分かりませんね。最悪、２カ国対３カ国の戦いになるわけか」

「そうですな。それと、此度の戦いで我が国は名実ともに戦争状態に突入しました。バルベールは
砦
 とりで

 を奪還するために大兵力を送ってくるでしょう。次の戦いが、我が国にとっての決戦となります」

「決戦……相手方の兵力は、どれくらいになるかは分かりますか？」

「少なく見積もって、
砦
 とりで

 に来る兵力だけで６個軍団以上。エルタイルとプロティア、それに北方の
蛮
 ばん
 族
 ぞく

 に対する備えも手薄にして全力で動員するとなれば、軽くその倍を超える戦力になるかと」

「……完全武装の職業軍人の集団が、下手すれば12
 個軍団ですか。桁が違いますね」

「はい。グレゴルン領へも同時に攻撃を仕掛けてくる可能性もあります。底が知れないとはこのことです」

　ナルソンが言っている想定兵力は、平時に維持している軍団数から見積もった兵力である。

　急場となれば緊急招集を行い、さらに軍団を増設してくることが予想される。

「何にしろ、我々が
一
 ひと
 塊
 かたまり

 にならないことには話になりません。その、『地獄の動画』というものについてですが……」

「あ、はい。ちゃんと出来上がってますよ。なかなかの仕上がりです。な、リーゼ？」

　
一
 かず
 良
 ら

 が話を振ると、リーゼはにっこりと
微
 ほほ
 笑
 え

 んだ。

「うん。あんなのを見せられたら、バルベールに寝返ろうなんて考える人、誰もいなくなるよ。アロンドみたいな人は、もう出なくなると思う」

「そ、そんなにすごいの？　カズラさん、今見せてもらうってことはできますか？」

　ジルコニアの申し出に、
一
 かず
 良
 ら

 はすぐに
頷
 うなず

 いた。

「ええ、もちろんいいですよ。バレッタさん、準備を手伝ってもらえます？」

「はい」

「あ、私も手伝うよ。せっかくだし、『巻き上げ式スクリーン』使わない？」

「そうだな、そうするか」

　こうして、急遽上映会を開催することになり、
一
 かず
 良
 ら

 たちは席を立つのだった。





　プロジェクタから光の筋が延び、スクリーンに動画が映し出された。

　おどろおどろしい音声とともに流れる映像を、ナルソンとジルコニアは
強
 こわ
 張
 ば

 った表情でじっと見つめている。

　紙のボウルに入ったポップコーンを２人とも手にしているのだが、映像を見始めると同時に食べる手が完全に止まってしまっていた。

「……カズラ殿、これは、作り物なのですよね？」

　スクリーンに目を向けたまま、ナルソンが
一
 かず
 良
 ら

 に声をかける。

「はい、作り物ですよ。どうです、本物みたいでしょう？」

「本物みたい、というより、本物にしか見えません。実際に人が切り刻まれていますし……怪物だって、どう見ても本物にしか……」

　まるで本物の地獄がそこに存在しているかのように感じてしまい、ナルソンの額には汗が浮かんでいた。

　作り物の動画、と聞いていたので、舞台でやる演劇のようなものだろうとナルソンは考えていた。

　ところが、見せられた映像のクオリティは、予想の遥か上をいっていた。

　今ここで
一
 かず
 良
 ら

 に、「本物の地獄ですよ」と言われれば、即座に信じてしまうだろう。

「カ、カズラさん、この人、内臓が飛び出てますけど、本当に大丈夫なんですか？」

　生きたままゾンビに内臓を食われている男を見ながら、ジルコニアは口に手を当てている。

　少し顔色が悪い。

「大丈夫ですよ。それも作り物なんで」

「作り物って……お腹、えぐれちゃってますよ？」

「そういうふうに作ってあるだけです」

「……本物にしか見えないんだけどなぁ」

　ぐぐっと顔をスクリーンに寄せ、食われている男を凝視するジルコニア。

　お腹の部分が大きくえぐられており、むっしゃむっしゃとゾンビが
臓
 ぞう
 物
 もつ

 を
貪
 むさぼ

 り食っている。

　作り物と言われても『そこにあった腹はどこにいったんだ』といった感想を持ってしまう。

「カズラ殿、この動画を見せる相手なのですが、以前お話ししたように、王族と領主だけでなく外交官や将軍にも見せることができればと思うのですが」

「要職に就いている人には、あらかた見せたいってことですか？」

「はい。アロンドの件がありますので、できればそうさせていただけると」

「まあ、そうなりますよね。そのほうが安心できますし、そうしましょうか」

「ありがとうございます。とりあえずは王族と領主にだけ見せて、その後彼らと相談しながら見せる相手を選定しましょう」

「分かりました。あと、実はこんなものも持ってきてあるんですよね」

　
一
 かず
 良
 ら

 がバッグから、細長いプラスチックの容器を取り出した。

　容器を開け、中から細い棒を人数分取り出す。

「はい、バレッタさん」

「カズラさん、これは？」

　バレッタが手にしたそれをしげしげと眺め、何だろう、と小首を傾げる。

「サイリウムっていうやつです。動画を見せた後で１つ持たせてあげれば、部屋に戻って改めて見た時に『夢じゃなかった感』が感じられるかなって。翌朝起きても光ってますし」

「サイリウム……ケミカルライトっていうやつですね」

「そうそう、それです。辞書に載ってました？」

「はい。シュウ酸ジフェニルと過酸化水素の化学反応で光るやつですよね」

「そ、そうなんですね。知りませんでした……はい、リーゼ。ナルソンさんとジルコニアさんも」

　リーゼがサイリウムを受け取り、しげしげと眺める。

　用意したものは細長い円筒形のもので、丸く折り曲げると反対側につなげて輪っかにできるタイプのものだ。

「これ、光るの？」

「うん。両端持って、こうやって折り曲げるんだ」

　
一
 かず
 良
 ら

 が、パキッとサイリウムを折り曲げる。

　折った中心部分が、じわりと紫色に光り輝いた。

　おおっ、と
一
 かず
 良
 ら

 以外の全員が声を漏らす。

「
綺
 き
 麗
 れい

 だね！　すごい！　すごいよこれ！」

　リーゼが
瞳
 ひとみ

 を輝かせてはしゃいだ声を上げる。

　腕時計を見た時よりも、かなり反応がいい。

「まだまだ。もっとすごいぞ」

　
一
 かず
 良
 ら

 がサイリウムを振り回すと、あっという間に光が全体に広がった。

「すごい……
綺
 き
 麗
 れい

 ですね……」

　美しく光り輝くサイリウムに、バレッタがうっとりとした声を漏らす。

「皆さんもやってみてください。両端を持って、こう、パキッと」

　
一
 かず
 良
 ら

 のジェスチャーに
倣
 なら

 い、皆が一斉にサイリウムを折り曲げる。

　中心部分がじわりと光り輝き、再び皆が、おおっ、と声を上げた。

　赤、緑、青、オレンジと、全員別々の色だ。

　バレッタがオレンジ、リーゼが青、ナルソンが緑、ジルコニアが赤である。

　以前、ガラスのコップを皆にプレゼントした時と、同じ色の割り当てだ。

　ちなみに、お値段は同色４本入りで１００円だった。

「はい、皆さん振ってー」

　ぶんぶんと一斉にサイリウムが振られ、そのすべてが明るく光り輝いた。

　スクリーンに映る動画の光しかなかった薄暗い室内では、それらの輝きはとても幻想的で美しく見える。

「
綺
 き
 麗
 れい

 ……カズラ、これ部屋に飾ってもいいかな？」

　リーゼが両手にサイリウムを載せ、
瞳
 ひとみ

 を輝かせる。

　ぼんやりと美しく光るそれは、今まで見たどんな宝石よりもリーゼの目には美しく見えた。

「いいけど、半日くらいしたら光は消えちゃうぞ」

「えっ、そうなの？」

「うん。だから、『光の精霊の加護を与えたもの』とか言って渡そうかなって。光が収まった次の日には回収するけど」

「そっか……はあ、消えちゃうのかぁ」

　リーゼが
酷
 ひど

 く残念そうにため息をつく。

　ナルソンは初めてＬＥＤランタンを見た時のように、サイリウムをこねくり回していた。

「ううむ、折り曲げれば光り出し、時間が経てば勝手に消えるのですか……何とも不思議な道具ですな……」

「そうですね。洞窟とか水中を探検する時に、光源として使うこともあるみたいです」

「なるほど……しかし、これはすごい。何というか……ううむ、すごい」

　ナルソンはよほど衝撃を受けたのか、すごい、しか言えなくなってしまっている。

　今まで持ち込んできた道具は、その見た目からどれも仕掛けになる部分が何となく分かった。

　だが、半透明の容器を折り曲げるだけで激しく発光するサイリウムは、ともすれば魔法にも見えるほど衝撃的だった。

「あ、そうだ。ナルソンさんとジルコニアさんには、これも」

　
一
 かず
 良
 ら

 がバッグから、腕時計のケースを２つ取り出して２人に差し出す。

「腕時計、というものです。ジルコニアさんには村に来た時に選んでもらったんですけど、ナルソンさんのは似合いそうなものを
見
 み
 繕
 つくろ

 ってきました」

「カズラさん、開けてもいいですか？」

「どうぞどうぞ」

　ジルコニアが、いそいそとリボンをほどいて箱を開ける。

　現れた黄金色の腕時計を見て、「おー！」と声を上げた。

「すごく
綺
 き
 麗
 れい

 ですね！　ありがとうございます、大切にしますね！」

　にこっと可愛らしく
微
 ほほ
 笑
 え

 むジルコニア。

「どういたしまして。着けて見せてもらえますか？」

「はい！」

　ジルコニアが腕時計を箱から取り出し、腕に通す。

　数秒いじくり、ぱちんと音がして手首にそれは収まった。

　ベルトの長さもぴったりのようだ。

　真っ白な肌に、淡い金色の腕時計はとても良く似合っていた。

「
綺
 き
 麗
 れい

 です……」

「ですね。良く似合ってます」

「ううむ、なんと美しい……腕に着けることができる時計ですか……」

　ナルソンはしげしげと箱の中の腕時計を眺め、感心したように
頷
 うなず

 いている。

　ナルソンに選んだものは、ベゼル（
風
 ふう
 防
 ぼう

 の周りに取り付けられるリング状のパーツ）に
江
 え
 戸
 ど
 切
 きり
 子
 こ

 を用いた、チタン製の腕時計だ。

　淡い
瑠
 る
 璃
 り

 色と落ち着いたデザインの、まさに芸術品というべき一品である。

「毎度のようにいろいろといただいてしまって、本当にありがとうございます。何とお礼を言ったらいいか」

「いいんですって。俺からの気持ちですから」

「ありがとうございます。大切に使わせていただきます」

　そうこうしている間にも動画は進んでいき、地獄編が終わって天国編となった。

　先ほどのグロ動画から打って変わって、軽快な音楽とともにモルディブ観光のプロモーション動画が流れる。

　グリセア村で皆に見せた時と同様に、ナルソンとジルコニアが
唖
 あ
 然
 ぜん

 とした顔になった。

「カズラ殿、あの……ここが、天国なのですか？」

「天国です」

「そ、そうですか……ふむ、これが天国なのか……」

　想像していたものと違ったのか、ナルソンは微妙な反応だ。

　それに対して、ジルコニアは
瞳
 ひとみ

 をキラキラと輝かせて映像を食い入るように見つめている。

「
綺
 き
 麗
 れい

 なところですね……！　カズラさんは、行ったことがあるのですか？」

「いえ、まだ一度も。行ってみたいな、とは思ってるんですけどね」

「私も行ってみたいです！　何とかなりませんか!?
 」

「う、うーん……行ける方法があれば連れて行ってあげたいんですけど、まずはあの雑木林を抜けないことには何とも……」

「ああ、そうですよね……いいなぁ。行ってみたいなぁ」

　波打ち際でアハハウフフしているカップルの姿を、ジルコニアが
羨
 うらや

 ましそうに見つめる。

　ジルコニアはスタイルがいいので、水着姿は絵になるだろうな、などと
一
 かず
 良
 ら

 が考えながら彼女を見ていると、隣のリーゼから何やら鋭い視線を感じたのでスクリーンに目を戻した。

「生前いい行いをしていればここに行ける、と説明するわけですな？」

「はい、そのつもりです」

「ふむ。このような場所で、永遠に自由気ままに暮らしていけるというのは、確かに魅力的ですな」

「魅力的どころの話じゃないわ。こんな
綺
 き
 麗
 れい

 な場所で、何不自由なくずっと生活できるなんて……わぁ、マッサージ気持ちよさそう……」

　ナルソンはともかく、ジルコニアにはとても好感触のようだ。

　ひょっとすると、こういう場所は男性よりも女性のほうがウケがいいのかもしれない。

「えっと、ナルソンさん、動画はこれで問題なさそうですかね？　といっても、これを見せるしかないんですけど」

「はい、大丈夫かと思います。明日には皆到着しますので、着いたらすぐに見せるとしましょう」

「よかった。それじゃ、見せた後でやる会議の予習もしておきましょうかね」

　こうして、ナルソンたちへの試写会は無事終了した。

　その後は小一時間ほどかけて会議の予習をし、その場は解散となったのだった。





　
一
 かず
 良
 ら

 、バレッタ、リーゼが部屋を出ると、アイザックとハベルが待っていた。

「カズラ様、会議お疲れ様でした」

「アイザックさん、ハベルさん、お疲れ様です。なんだかひさしぶりですね……２人の顔を見るとほっとしますよ」

　
微
 ほほ
 笑
 え

 む
一
 かず
 良
 ら

 に、アイザックも明るい笑顔を向ける。

　思えば、彼らと会うのは約20
 日ぶりだ。

　
一
 かず
 良
 ら

 にとって、同性で心の底から気を許せるのは彼らをおいて他にいないので、その姿が見えるだけでほっとする。

「我々も、カズラ様とご一緒している時が何よりも幸せです。なあ、ハベル」

「はい。我々のような者にいつも気にかけていただき、本当にありがとうございます。このような希少なものまでいただいてしまって……」

　ハベルが左手を胸の前に持ってくる。

　その手首には、黒い腕時計が着けられていた。

　会議が始まる前に、それぞれ渡しておいたものだ。

　２人とも同じものを渡してあり、職業柄
頑
 がん
 丈
 じよう

 なほうがよかろうと、ミリタリー仕様の耐久、耐水性に優れたものを選んだ。

　巡航ミサイル原子力潜水艦の名前が付いているという一風変わった腕時計で、文字盤と針は
暗
 くら
 闇
 やみ

 で光る仕様の逸品だ。

「そういえば、ウリボウたちはどうなりました？　元気にしてます？」

「はい。ご連絡をいただいてから数日して、皆傷も癒えて森に帰って行きました」

「えっ、もう治ったんですか？」

「カズラ様が置いて行ってくださった薬がかなり良く効いたようでして、すぐに傷は
塞
 ふさ

 がったようです。野生の獣の生命力が優れていたから、というのもあったとは思います」

「そっか、それはよかった……
砦
 とりで

 の様子はどうですか？」

「大急ぎで復旧工事を行っています。城壁の上にスコーピオンとカタパルトを設置し、敵の襲撃に備えています」

　先の戦いでアルカディア側の城壁は
酷
 ひど

 く損壊してしまったが、北のバルベール側はほぼ無傷である。

　大射程を誇る２つの兵器が城壁に据え付けられ、２個軍団が詰めているのであれば、よほどの大軍が攻めてこない限りは盤石だろう。

「それなら大丈夫そうですね。俺たちは少し休むんで、また夜にでも皆で情報のすり合わせをしましょう」

「かしこまりました。また後ほど」

　２人と別れて、廊下を進む。

　バレッタたちと雑談をしながら歩いていると、
一
 かず
 良
 ら

 の部屋の扉に背を預けている小さな人影が見えた。

「コルツ君？」

　
一
 かず
 良
 ら

 が声をかけると、コルツはこちらに気づき、駆け寄ってきた。

　
一
 かず
 良
 ら

 の前で立ち止まり、うつむいてしまう。

　何やら、思い詰めているような表情だ。

「どうしたの？　何かあった？」

　コルツが顔を上げ、
一
 かず
 良
 ら

 を見る。

　目には、薄っすらと涙が浮かんでいた。

「……俺、カズラ様の
傍
 そば

 にいないといけないんだ」

「えっと……オルマシオール様に言われたことかな？」

「うん。約束したんだ。カズラ様の
傍
 そば

 にいるって。でも、俺、約束守れてない……」

　歯を食いしばり、必死に涙を
堪
 こら

 えているコルツ。

　
一
 かず
 良
 ら

 は困った表情で、彼の頭を優しく
撫
 な

 でた。

「コルツ君、オルマシオール様は、ずっと俺の
傍
 そば

 にいろっていったのかい？」

「……ずっと、とは言ってなかった」

　つぶやくようなコルツの言葉に、
一
 かず
 良
 ら

 がほっと息をつく。

「なら、何も四六時中一緒にいろってことじゃないんじゃないかな？　今はこうしてイステリアに一緒にいるわけだし、きっと大丈夫だよ」

「でも俺、何も約束守れてないよ。ジルコニア様から剣術も習えてないし……」

「えっ、ジルコニアさんから？」

「うん……イステリアに行ったら、剣術はジルコニア様から習えってお姉ちゃんに言われたんだ。でも、ジルコニア様は『別の人にお願いして』って……」

　その話は
一
 かず
 良
 ら

 は初耳だったが、コルツの願いを断ったジルコニアの対応も当然だと思えた。

　ジルコニアとて暇な身ではなく、毎日子供の剣の稽古をつける時間などありはしないだろう。

　たとえ時間があったとしても、それを子供の相手に毎日使えと言われたら、断って当然に思えた。

「そっか……今は、誰かに教わってるの？」

「うん、仲良くなった兵隊さんに教えてもらってるよ」

「そうだったんだね。兵隊さんなら剣の腕もいいだろうし、そのまま教えてもらったらどうかな？」

「うん……でも、お姉ちゃんはジルコニア様に教われって……」

「ジルコニアさんは忙しいから、ちょっと無理じゃないかな……。毎日じゃなくて、１、２回教えてもらえるように、俺からお願いしておこうか？」

　
一
 かず
 良
 ら

 が言うと、コルツは少し悩んだ様子だったが、首を横に振った。

「ううん、いい。ウッドさんに教えてもらう」

「そっか……俺はしばらくイステリアにいるから、オルマシオール様との約束は心配しなくても大丈夫だと思うよ。ちゃんと守れてるから」

「うん、分かった」

　コルツは
頷
 うなず

 くと、ぐいっと目元を
袖
 そで

 で
拭
 ぬぐ

 った。

　
一
 かず
 良
 ら

 の言葉に安心したのか、表情はだいぶ明るくなっている。

「俺、もう行くね」

「行ってらっしゃい。困ったことがあったら、何でもすぐに言うんだよ？」

「うん！」

　元気に駆け出していくコルツの背を見送り、
一
 かず
 良
 ら

 がやれやれとため息をつく。

「……あの子、前にも『オルマシオール様からカズラの
傍
 そば

 にいろって言われた』って言ってたよね？」

　
一
 かず
 良
 ら

 と並んでコルツを見送りながら、リーゼが言う。

「うん。何でかは分からないけど、
傍
 そば

 にいろって言われたみたいだ」

「分からないって、カズラはオルマシオール様に直接聞かなかったの？」

「それが、毎回会うたびに、つい忘れちゃってさ。今度会ったら聞かないとなぁ……」

「でも、前にコルツ君に聞いた時には、『霧がかかってよく分からない』って言われたって言ってませんでしたっけ」

　バレッタの
台詞
 せりふ

 に、
一
 かず
 良
 ら

 が「そういえば」と
頷
 うなず

 く。

「確かに、そんなこと言ってましたね……てことは、聞かないほうがいいんですかね？」

「あえてぼかして話したのだとしたら、聞かないほうがいいと思います。理由があるんでしょうし、困らせてしまうことにもなりかねないので」

「そうですね……コルツ君のことは気になるけど、放っておいたほうがいいのかな」

「でも、なんであんな小さな子に剣術教えたり、カズラの
傍
 そば

 にいろなんて言いつけたりしたんだろうね？」

「そこなんだよ。それが本当に分からない。将来、凄腕剣士になったりするのかな？」

　そんな話をしながら、３人は
一
 かず
 良
 ら

 の部屋に入るのだった。





　コルツは
一
 かず
 良
 ら

 たちと別れると、待ち合わせ場所である軍事区画の訓練場へとやってきた。

　両親と談笑をしている若い兵士を見つけ、駆け寄る。

「ウッドさん、お待たせ」

「おっ、戻って来たか。どうだった？」

「やっぱり、ダメだった……」

　しゅんと肩を落とすコルツに、兵士が「だろうな」と苦笑する。

「ねえ、明日からも、剣術教えてくれる？」

「ああ、いいぜ。その代わり、俺は甘くないぞ。みっちりしごいてやるから、覚悟しとけよ」

「うん！　俺、頑張るよ！」

「よしよし、その意気だぞ。はは」

　がしがしとコルツの頭を
撫
 な

 でる彼に、両親――ユマとコーネル――が
恐
 きよう
 縮
 しゆく

 して頭を下げる。

「すみません、ウッドベルさん。こいつのわがままに付き合ってもらって……」

「いえいえ、いいんですって！　それに、俺たち友達ですし。な？」

　彼――ウッドベル――がコルツに笑顔を向けた時、訓練場の入口の方から、どすどすと足音を立てて体格のいい壮年の兵士がやって来た。

　彼の姿を見て、ウッドベルが「やべ」と小声を漏らす。

　彼は、ウッドベルの直属の上官だ。

「ウッドベル！　貴様、食あたりで休みを取っているんじゃなかったのか!?
 　ピンピンしてるじゃないか！」

「あ、ああーっ!?
 　は、腹が！　腹がいてえーっ！」

　演技感丸出しで腹を押さえ、うずくまるウッドベル。

　上官はくすりともせずに彼の下まで来ると、乱暴にその首根っこを引っ掴んだ。

　本当なら殴り飛ばしてやりたいところだが、コルツや両親がいる手前
自
 じ
 重
 ちよう

 したのだ。

「この馬鹿者が！　貴様のような怠け者は、我が軍始まって以来だぞ！　
罰
 ばつ

 として、貴様は今後３カ月間便所掃除だ！」

「ええっ!?
 　そ、そりゃないっすよ！　勘弁してください！」

「黙れ！　まったく、志願兵ならば志願兵らしく、しゃきっとせんか！　少しばかり剣の腕が立つからといって、調子に乗るんじゃない！」

　ぐりっ、と上官がウッドベルの左腕を捻り上げる。

「移民だというのに、骨のある奴が入ってきたと思ったら……まったく！　甘い顔などするものではないということが良く分かったわ！」

「いててっ!?
 　わ、分かりました！　分かりましたから、痛くしないでくださいよ！」

「自業自得だ、馬鹿者が！」

　ウッドベルは首を掴まれたまま、引きずられるようにして訓練場を出て行った。

　出ていく間際、心配げに見送るコルツに振り返り、笑顔でぐっと親指を立てていた。

「だ、大丈夫かしら……コルツ、あんまりウッドベルさんに迷惑がかかるようなら、剣の稽古は
諦
 あきら

 めなさいね」

　ユマが、心配げな視線をコルツに向ける。

「誰かに稽古をつけてもらわないとダメなんだよ。カズラ様を守れるようにならないといけないんだもん」

「でも、カズラ様をお守りするように言いつけられたわけじゃないんでしょう？」

「それは、そうだけど……」

「カズラ様のことなら、私たち大人がちゃんと守るから大丈夫よ。稽古稽古って、あなたはこだわりすぎ――」

「まあまあ、そう言うなって。コルツだって男の子なんだ。強くなって、カズラ様に認めてもらいたいんだよな？」

「……うん」

　複雑な想いを抱きながらも、コルツは
頷
 うなず

 く。

　そんな単純な話ではないのだが、両親にすべてを打ち明ける気にもならなかった。

　この一年間、コルツはずっと、
一
 かず
 良
 ら

 のことをアイザックにばらしてしまった件を、後悔し続けてきたのだ。

　誰にも打ち明けることができず、胸の奥に嫌なものが引っかかっているような気持ちをずっと１人で引きずってきた。

　それはきっと、今後一生続くだろう。

　彼は彼なりに、
一
 かず
 良
 ら

 への
贖
 しよく
 罪
 ざい

 のために剣の稽古に励んでいるのだ。

「それに、ウッドベルさんのほうからお前に声をかけてきてくれたんだろ？」

「うん、そうだよ」

　ジルコニアに相手にしてもらえず、途方に暮れながら兵士たちの訓練風景を物陰から盗み見ていた時、声をかけてきたのがウッドベルだった。

　彼は「俺のサボりに付き合ってくれ」とコルツに笑顔で話しかけてきて、その日一日、コルツと一緒に人目を避けながら遊んで過ごした。

　それからは、ほぼ毎日顔を合わせている。

　剣術を教えて欲しい、とコルツが願い出た際も、特に理由も聞かず二つ返事で承諾してくれた。

「ならまあ、迷惑にならない程度に教えてもらったらいいじゃないか。それも、男の友情ってやつだよ」

「ええ……でも、明らかにこの子が原因で軍務をサボってるじゃない。やっぱり、良くないわよ。何かあったら、カズラ様に苦情がいくかもしれないんだし」

「そ、そうだな。コルツ、もしウッドベルさんが軍務をサボってまで来てくれたとしても、稽古は断りなさい。ちゃんと仕事しろって言うんだぞ」

「う、うん」

「はあ……どうなっても知らないわよ」

　呆れ顔でため息をつくユマ。

　コルツを構ってくれることはありがたいのだが、どうにも不真面目な様子の彼のことが、ユマは少なからず引っかかっていた。

「そうだ、コルツ。ちゃんと稽古の時は、力は加減してるだろうな？」

「うん、大丈夫だよ。思いっきりはやらないようにしてる」

「そうか。カズラ様に迷惑がかかるような真似だけはするんじゃないぞ」

「分かってるよ。大丈夫だから」

　コルツとしても、せっかくできた剣の師匠を手放すのはごめんだ。

　普通の子供と同じ程度の力に加減をしつつ、今後も彼から稽古をつけてもらおうと心の中で
頷
 うなず

 くのだった。





　翌日の昼過ぎ。

　ナルソン邸の広場は物々しい雰囲気に包まれていた。

　数百人の護衛の騎士に護られて、国王が乗った馬車が広場に入ってくる。

「おお、えらく立派な馬車だな。さすが国王専用ってだけのことはあるな」

　金銀の細工で飾り付けられた豪奢な個室馬車に、
一
 かず
 良
 ら

 が感心した声を漏らす。

　馬車はかなり大きなもので、８畳サイズの部屋が丸ごと移動しているような作りになっている。

　昨日、ルグロたちが乗っていた馬車もかなり大きかったが、ここまでの大きさではなかった。

「すごいよね。ちょっと憧れちゃう」

　リーゼが同意するように
頷
 うなず

 く。

　イステール家の馬車もそれなりに豪華だが、大きさ的には王家の物の半分程度だ。

「あれか、王家とか領主によって、大きさって決まってたりするのか？」

「決まってるってわけじゃないけど、目上の家のものより大きくならないように気を使ってる感じかな。飾り付けもそうだと思うよ」

「なるほど。下が気を付けないといけないわけか」

「もしかしたら、今日からはカズラが一番大きい馬車を使うことになるかもね。どう考えても、立場的に一番上だし」

「うわ、めんどくせぇ……そういうの、俺は苦手だなぁ」

　そんな話をしているうちに、馬車が
一
 かず
 良
 ら

 たちの前までやって来た。

　皆で深く腰を折り、国王たちが降りてくるのを待つ。

「出迎えご苦労。顔を上げよ」

　皆が顔を上げる。

　
白
 はく
 髪
 はつ
 白
 しろ
 髭
 ひげ

 の『いかにも』な老人が、皆を見渡した。

　この国の国王、エルミア・アルカディアンだ。

「ナルソン、ルグロはどうした？」

「殿下は、中でご子息たちと――」

「おじいちゃん！」

　ナルソンが言いかけた時、屋敷の中からロンが駆けてきて、エルミアに飛びついた。

「おお！　ロン、ひさしぶりだな！」

　それまでの威厳たっぷりな表情を途端に崩し、エルミアが満面の笑みでロンを抱き上げる。

　国王ではなく、１人の孫が大好きなおじいちゃんになっていた。

　ロンに続いて、末妹のリーネを抱っこしたルグロが、双子の姉妹とルティーナを連れて現れた。

「父上、長旅ご苦労様です」

「うむ。友達とは会えたのか？」

「ああ、会えたぞ。カズラ、父上に
挨
 あい
 拶
 さつ

 を」

　ぽん、とルグロが
一
 かず
 良
 ら

 の肩に手を置く。

　
一
 かず
 良
 ら

 はいきなりそんなことを言われるとは思っておらず、ぎょっとした顔をルグロに向けてしまう。

「ほう、
貴
 き
 君
 くん

 がそうだったのか。初めて見る顔だな」

「は、はい。カズラと申します、よろしくお願いします」

「うむ。とても話の合ういい友人だと聞いておるぞ。粗野で少しばかり常識が足らん息子だが、悪い奴ではないのだ。今後も仲良くしてやって欲しい」

　ロンを抱っこしながら、人懐っこい笑みを浮かべるエルミア国王。

　ナルソンとジルコニアは面食らっているのか、
唖
 あ
 然
 ぜん

 とした顔でエルミアを見ている。

「こ、こちらこそよろしくお願いします」

「父上、あんまりカズラに雑な物言いはしないほうがいいぞ。最近
噂
 うわさ

 になってる、グレ――」

「あ、ルグロさん、その話はまた後でお願いします。皆に同時に説明したいんで」

　この場でグレイシオールがどうのこうの言い出そうとしたルグロを、
一
 かず
 良
 ら

 が慌てて止める。

「お、そうだったか。その、『見せたいもの』っていうのは、すぐに見せてもらえるのか？」

「はい。準備はできているので、他の領主たちが到着次第、お見せしますよ」

「バイクは、まだ父上には見せちゃダメか？」

「それも、また後でということで」

　ぽんぽんとやり取りをする
一
 かず
 良
 ら

 とルグロに、エルミアが
怪
 け
 訝
 げん

 そうな顔になる。

「そんな顔すんなって。すぐに分かるからさ」

「おじいちゃん、すごいんだよ！　馬車より速くて、すごく大きな音が出る乗り物なんだ！」

「おお？　そうなのか？　それは楽しみだなぁ！」

　ロンの話に、顔をくしゃくしゃにして
微
 ほほ
 笑
 え

 むエルミア。

　デレデレである。

「おじいさま、私も抱っこ！」

「おお、リーネもおいで。ロン、リーネと交代しておくれ」

「えー？　もっと抱っこしてて欲しいよ」

「２人一緒には無理だなぁ。腰を痛めてしまうわい」

「前はしてくれたよ？」

「２人とも大きくなってしまったからな。いやはや、本当に大きくなったものだ」

「……デレデレですね」

　そんな彼らのやり取りに、バレッタが小声で
一
 かず
 良
 ら

 に言う。

「ですね……孫は自分の子供よりかわいいって聞きますし、しょうがないんじゃないですかね」

「そうなんですか……そっか、お父さんも、孫ができたらああなるのかな……」

「きっとなると思いますよ」

「カズラは、子供何人欲しい？」

　リーゼが
一
 かず
 良
 ら

 に流し目を送る。

「男の子と女の子１人ずつ欲しいかな……って何言わせるんだお前は」

「えへへ。そっか、２人かぁ……えへへ」

「戻ってこい。トリップすんな。おーい」

　
頬
 ほほ

 に手を当ててうねうねしているリーゼの肩を
一
 かず
 良
 ら

 が揺すっていると、広場に別の馬車が入ってきた。

　どうやら他の領主たちも到着したようだ。





　数十分後。

　ナルソン邸の一室で、国王一家とフライス領領主のヘイシェル・フライス、グレゴルン領領主のダイアス・グレゴルンが、スクリーンに向けられた椅子に腰かけていた。

　部屋に入るなり席に着かされ、よく分からないまま灯りが消されて暗くなり、皆困惑顔だ。

　
一
 かず
 良
 ら

 とバレッタは、スクリーンの横の机でパソコン画面を見ながら、動画を再生する準備をしている。

　リーゼは皆に、大サイズの紙コップに入ったポップコーンを配っていた。

　ちなみに、子供には不適切な映像が多数含まれているからということで、ルグロの子供たちは別室でエイラとマリーが相手をしている。

「ナルソン殿、いったい何が始まるのだ？　あと、彼らの前にある板のようなものが光っているように見えるのだが……」

　ダイアスが、落ち着かない様子で隣に座るナルソンに話しかける。

「うむ。まあ、見ていれば分かるよ」

「いや、そうは言うが……何が何だか、わけが分からんのだ。何であの板は光っているのだ？」

「あれはパソコンといってな。計算できたり書類が作れたりと、何かと便利な道具なのだよ」

「は？」

「えー、大変お待たせいたしました……あれ？　音が……」

　ハンドマイクを手にした
一
 かず
 良
 ら

 が、焦った様子でマイクを叩く。

「カズラさん、スイッチがオンになってないです」

「あ、しまった。ダメだな、緊張しちゃって」

　
一
 かず
 良
 ら

 がハンドマイクのスイッチを入れ、ぽんぽんと軽く叩く。

　部屋中に大きな音が響き、ダイアスたちが「うお」と驚いた声を上げた。

「えー、ただいまより、皆様には実際の地獄と天国の映像を見ていただこうと思います。司会進行は私、グレイシオールが務めさせていただきます。よろしくお願いいたします」

「グレ……なんだって？　今、グレイシオールと言ったのか？」

　ヘイシェルがナルソンの肩を掴んで揺さぶる。

「うむ。あのおかたが、グレイシオール様だ」

「グレイシオール様って……イステール領にはグレイシオール様が現れたという
噂
 うわさ

 が流れていると聞いていたが、まさか」

「
噂
 うわさ

 は本当だよ。まあ、見ていれば分かる」

「バレッタさん、お願いします」

「はい」

　バレッタがパソコンを操作し、動画を再生する。

　ゴゴゴ、という地鳴りのような音とともに、真っ暗な背景にこちらの世界の文字で『地獄』と表示された。

　部屋の四
隅
 すみ

 にはスピーカーが設置されており、迫力のある音声が楽しめるようになっている。

『死とは、すべての始まりにすぎない』

『正しく生きた者には、死の先の喜びを』

『悪事に手を染め続けた者には、死の先の絶望を』

『死の先にある世界の一片を、ここに記す』

「ちょ、ちょっと待て！　これはいったい何なのだ!?
 」

　エルミアが
驚
 きよう
 愕
 がく

 の表情で立ち上がる。

　
一
 かず
 良
 ら

 は動画を一時停止した。

　その隣のルグロは真剣な表情で、黙ってスクリーンを見続けている。

「座ってください。続きを見れば分かります」

「いや、座れと言っても――」

「父上、座ってくれ。とりあえず、これを見てみようじゃないか」

「う、うむ」

　ルグロに諭され、エルミアが座る。

　文字に続けて映像が流れ始め、阿鼻叫喚の地獄絵図が再生された。

　皆口を閉ざし、目を点にして動画を見続けている。

「ひっ！」

　男がゾンビに内臓を食われているシーンが流れ、ルティーナがか細い悲鳴を漏らした。

　エルミアやダイアスたちも、額に脂汗を浮かべている。

　しばらくして地獄の動画が終わり、続けて天国編が始まった。

　先ほどとは打って変わって、美しい海と海上コテージが映し出される。

　皆、一言も声を発さずに上映は進み、数分して動画が終了した。

　
一
 かず
 良
 ら

 がマイクを手に取り、スイッチを入れる。

「お疲れ様でした。これが、死後の世界です。死ぬ前の行いにより、死後どうなるかが、こうして分かれるというわけですね」

「……ええと、グレイシオール様？　少しいいですかな？」

　それまで一言も話さずにいたヘイシェルが、手を挙げる。

「はい、ヘイシェルさん。どうぞ」

「何分、急なこと続きで、我々は何が何やらといった状態でして。状況の説明をしていただけるとありがたいのですが」

　堂々とした物言いをするヘイシェル。

　落ち着いているように見えるが、よく見るとその
瞳
 ひとみ

 には興奮が宿っているのが分かった。

　自信ありげというか、安心した、といった雰囲気すら感じられる。

「分かりました。まず、今までの経緯ですが――」

　ナルソンと打ち合わせしておいたとおりに、
一
 かず
 良
 ら

 が今までのイステール領復興の経緯を説明する。

　説明内容は、グレイシオール伝説をなぞったものだ。

　グリセア村に現れたグレイシオールに偶然気づいたナルソンが、誠心誠意頼み込んで領地の復興のために協力をとりつけたという筋書きである。

　ひととおりの説明が終わると、ヘイシェルは「なるほど」と納得したように
頷
 うなず

 いた。

「ありがとうございます。今までのことすべてに納得がいきました。今回のこの催しは、我らにもグレイシオール様の名の下に、一致団結せよということを伝えるためですね？」

「そのとおりです。ご理解いただけてよかったです」

「父上、これではっきりしたな。もう、自領だ他領だなんて言ってる場合じゃなくなったぞ。しがらみなんて全部かなぐりすてて、協力し合う時が来たってわけだ」

　ルグロが隣に座るエルミアに目を向ける。

　エルミアは額から汗を流しながら、真っ暗になったスクリーンを見つめたままだ。

「皆さん、いきなりのことで動転しているかとは思いますが、どうか分かってください。私はこの国を守護する神として、現在の危機を乗り越えるために現世に再来しました。できることは何でもやるつもりですので、皆さんにも協力していただければと。リーゼ、あれを」

「はい」

　リーゼが皆に、サイリウムを１本ずつ配る。

「お近づきの印に、というわけでもないですが、光の精霊の力を込めた道具を１日の間お貸しします。リーゼ、見本を見せてやってくれ」

「はい、グレイシオール様」

　リーゼがノリノリといった様子で、にこっと
微
 ほほ
 笑
 え

 む。

「皆様、その棒の両端をお持ちください」

　リーゼに
倣
 なら

 い、皆がサイリウムの両端を持つ。

「これを折り曲げると、光の精霊の力が解放されます。私と同じようにやってみてください」

　パキパキと音を立てて、リーゼがサイリウムを折る。

　ぼうっとその中心が青く光り輝き、ルグロを含めた皆から「おお」と声が上がった。

　ぶんぶんと振り、サイリウム全体が美しく輝きだす。

「なんと美しい……これが光の精霊ですか」

　ため息交じりに、ヘイシェルがつぶやく。

「いえ、光の精霊そのものではなく、光の精霊の力を宿した道具です。半日ほどは輝き続けますので、皆さんは部屋に戻った後、それを見ながら今後のことをじっくり考えてみてください」

　
一
 かず
 良
 ら

 が『慈悲の神様っぽい
微
 ほほ
 笑
 え

 み』を思い浮かべながら、優しく
微
 ほほ
 笑
 え

 む。

「今見た天国と地獄で分かったとは思いますが、皆さんも将来、死後の扱いは、今後の行動一つで変わります。そのことをお忘れなきよう」

　
一
 かず
 良
 ら

 がナルソンに目を向ける。

　ナルソンが
頷
 うなず

 き、口を開く。

「では、皆様お疲れでしょうし、今日のところはこれにて解散といたしましょう。軍議、そのほかの会議については、明日の朝より行いたく存じます……ダイアス殿、大丈夫ですか？」

「う、うむ……ナルソン殿、この後少し時間を貰えないか。少々話がしたいのだが」

「分かった。別室で話すとしようか」

　こうして流れるような勢いで上映会は終わり、
一
 かず
 良
 ら

 はバレッタとリーゼを連れてさっさと部屋を出た。

　後は、彼らが今見た動画と手元にあるサイリウムを見て、今後どうするかの判断に委ねることになる。

　かなりの力押しだったが、彼らの反応を見る限りは上手く行きそうに
一
 かず
 良
 ら

 には思えた。

『余計なもんは全部かなぐり捨てて、協力し合うことがなぜできないんだ？』

　ルグロの言葉が、
一
 かず
 良
 ら

 の耳には強く残っていた。










転章






　その日、バルベールの首都の元老院議事堂は、大変な騒ぎになっていた。

　アルカディアとバルベールの国境にある
砦
 とりで

 が陥落したとの報が、つい先ほど届いたからだ。

　緊急会議のために議員たちが集められ、
喧
 けん
 々
 けん
 囂
 ごう
 々
 ごう

 の騒ぎとなっている。

　そんな中、執政官ヴォラス・クロヴァックスは、イスに座って頭を抱えていた。

　第10
 軍団の独断専行により、バルベールは休戦協定破りの不名誉を被って外交戦略に大きな狂いが生じ始めていた。

　離反工作中のクレイラッツ、プロティア、エルタイルといったアルカディア以外の同盟諸国が、協定破りのせいで態度を硬化させ始めてしまっているからだ。

　ナルソンが放った休戦協定破りを伝える使者が各地を巡り、バルベールの無法を訴えて回ったせいで、同盟諸国は『次は自分たちがそうなるのではないか』と勘繰っているのだ。

　バルベールとしてはアルカディア人による村落の焼き討ちに対する報復であると主張しているのだが、協定破りはどう考えてもやりすぎなので説得力に欠ける。

「くそ、すべてが後手後手でどうにもならん……」

　頭を抱えるヴォラスに、もう一人の執政官であるエイヴァーが顔を向ける。

「ヴォラス執政官、ことは急を要しますぞ。こうなっては、アルカディアを早急に落として、他の３国がアルカディア側に付くことを阻止せねば」

「うむ……くそ、クレイラッツはともかく、他の二国は我らに従う方針に固まりつつあったというのに。よりによって、協定破りの汚名を着た対価に得た
砦
 とりで

 を奪還されるとは！」

「もしこのまま、５年前までのように我らがアルカディアに手こずるようであれば……」

「分かっておるわ！　もう、あの若造に主導権を握らせておくわけにはいかん！」

　ヴォラスが怒声を上げ、議事堂が静まり返る。

「もはや、アルカディアを早期に屈服させる以外に手はない！　首都の３個軍団を投入する！　１個はアルカディアの西、グレゴルン領方面に張り付いている第１軍団と後方の第２軍団とに共同させて、陸路と海路から南下させる。残りの２個と、今アルカディアに向かっている第13
 、14
 軍団、クレイラッツ方面に置いている第15
 軍団、それにカイレン将軍の第10
 軍団とマルケス将軍の第６軍団の残余兵力を使って
砦
 とりで

 を攻め落とす！　量産しておいた攻城兵器と二段
櫂
 かい
 船
 せん

 も、すべて投入するぞ！」

「ヴォラス様、お待ちください。それはいけません」

　ヴォラスが息巻いて宣言した時、議事堂の
隅
 すみ

 から声が響いた。

　皆の視線が、一斉に彼に集まる。

「何だアロンド！　今になって、故郷に情でも湧いたのか!?
 」

　顔を赤くして吠えるヴォラスに、アロンドが苦笑を向ける。

「いいえ、そうではありません。私は、その戦力だけではアルカディアを落とすことは難しいと申し上げようとしただけです」

「何？　計10
 個軍団でも、まだ足りないというのか？」

「足りません。ヴォラス様は、５年前までの戦いをお忘れですか？」

　５年前までの戦いでは、バルベールは数度にわたる大攻勢を、すべてアルカディアに撃退されていた。

　敗因は、あの丘に敷かれた強固な防御陣地と、ナルソンの執った徹底的な受け身の戦術、そして補給路にたびたび出没したジルコニアが指揮する小部隊である。

　特に国内に侵入してきた小部隊は神出鬼没で、恐ろしいほどに士気が高かった。

　皆、元から命を捨てているのではと思えるほどに
獰
 どう
 猛
 もう

 かつ
狡
 こう
 猾
 かつ

 で、輸送隊や村落が何度も大きな被害を出していた。

「アルカディアとて、こちらが大部隊を送ることは予想しているはずです。生半可な兵力では、前回の二の舞になりかねませんよ」

「そうは言うが、我が軍とて前回とは比べ物にならないほどに強靭になっておる。何年も前から軍制改革まで行い、兵を鍛え上げたうえに装備も鉄器で一新しておるのだ。それに加えて、攻城用の大型兵器まで多数用意してあるのだぞ」

「それは敵も同じことです。
砦
 とりで

 を奪還されてしまったことが、その証拠ではありませんか。石の城壁で囲まれ、２個軍団が詰める
砦
 とりで

 をわずか１日で攻め落としたのですよ？　なめてかかると、負けはせずとも大損害を被ることにもなりかねません」

　アロンドの意見に、ヴォラスが押し黙る。

「新兵器がどんなものなのか私には分かりませんが、用心するに越したことはありません。可能な限りの戦力を一度に投入し、一気に撃破するのが上策かと思いますが」

「うむ……」

　バルベールは『バリスタ』と呼ばれる大型射撃兵器と、城壁を簡単に打ち砕く遠投投石機、さらには移動式の小屋の天井につるした振り子式の
槌
 つち

 で城門を打ち壊す『
破
 は
 城
 じよう
 槌
 づち

 』という兵器を開発済みである。

　それらを全力で投入し、精鋭ぞろいの兵士たちを使えば攻略は容易いとヴォラスは考えていた。

　敵方の通常動員兵力は合計８個軍団のはずなので、10
 対８で兵数的にもこちらが上回っている。

　だが、伝令からの報告では、アルカディアが超遠距離から攻撃する謎の攻城兵器と、多数の兵士を一度に戦闘不能にする毒の煙と火炎弾、さらには個人携行用の高威力の射撃兵器を多数保有しているとのことだ。

　アロンドの言うとおり、先ほど言ったような兵力だけでは、攻略に手間取るかもしれない。

　もしアルカディアに手こずって何カ月も攻めあぐねるような事態になれば、他の同盟国が再びアルカディア側に付きかねないのだ。

「しかし、これ以上他の軍団を使うのは厳しいぞ。隙をついて、我が国に侵攻してくる国がないとも限らないではないか」

「いいえ、大丈夫です。北方に展開している軍団を可能な限り引き抜き、アルカディア攻略に充てればよいのですよ」

　アロンドの意見に、ヴォラスが
怪
 け
 訝
 げん

 な顔になる。

「北方の軍団をだと？　万が一
蛮
 ばん
 族
 ぞく

 が攻め込んできたらどうするというのだ？」

「現時点では、北方の
蛮
 ばん
 族
 ぞく

 は我々が休戦協定を破ってアルカディアの
砦
 とりで

 を攻撃したことを知りません。情報が伝わるまで、それこそ何カ月もかかるでしょう。彼らの要求に適度に応えていなしておけば、アルカディアを攻め落とすまで時間は十分に稼げるかと」

　アロンドの意見に、あちこちから賛成する声が上がる。

　北方の軍団を引き抜くとなれば、さらに３、４個軍団をアルカディア戦線に投入することは容易いだろう。

　計14
 個軍団もの大軍で一度に攻めるとなれば、いくらアルカディアが新兵器を有していたとしても短期間で打ち破ることができるに違いない。

「……一点集中か。
砦
 とりで

 を突破し、一気にイステリアを攻略して王都まで攻め込むというのだな」

「御明察です。これならば、アルカディアもひとたまりもないでしょう」

　にっこりとアロンドが
微
 ほほ
 笑
 え

 む。

　それを見て、ヴォラスも
頷
 うなず

 いた。

「うむ、確かにそれがよさそうだ。他に意見のある者は？」

　ヴォラスの呼びかけに、エイヴァーが手を上げる。

「聞こう、エイヴァー執政官」

「はい。アルカディア攻略にあたり、その手柄をカイレンに与えるのは非常に危険です。ここは、我ら元老院が自ら軍団を率いて、
砦
 とりで

 の攻略に当たるべきです」

「うむ、それは私も思っていた」

　ヴォラスが同意して
頷
 うなず

 く。

　もしこれ以上カイレンが名声を得るようなことになれば、市民の熱気は元老院では手が付けられないものになるはずだ。

　ただでさえ、国境付近の村落の襲撃に対して手をこまねいていた元老院は、及び腰の
腑
 ふ
 抜
 ぬ

 けと言われて市民から非難を浴びていたのだ。

　何としても、これを機に市民からの信頼を勝ち取る必要がある。

「
砦
 とりで

 の再奪還は、我ら元老院が率いる軍団が主導で行うぞ。議員たちよ、鎧を着こみ剣を取れ！　５年前の雪辱を晴らし、政治の主導権を元老院に取り戻すのだ！」





　その頃、ムディアの街の郊外では、カイレンとマルケスが並んで遠目に置かれた
藁
 わら

 束を見つめていた。

　
傍
 かたわ

 らでは、フィレクシアが兵士たちに指示を出しながら、台座に置かれた大きな弓のような形状の兵器の調整を行っている。

　彼女が部屋の壁に描いた設計図を基に、急遽作り上げた長距離射撃兵器の試作品だ。

　弓の動力は、市民から買い取った髪の毛を束ねて作ったねじりバネである。

　フィレクシアはこれを、『新型バリスタ』と呼んでいた。

「マルケス殿、アルカディアの連中が使ってきた兵器は、これとそっくりだったのか？」

　兵器に目を向けたまま、カイレンが隣に立つマルケスに聞く。

「うむ、だいたい似たようなものだったな」

「そうか。しかし、本当にあんなところにまで届くようには思えないんだけどな……」

　的は２００メートルも先にあり、とてもではないが届くようにはカイレンには思えなかった。

「嘘ではない。奴らの兵器は、あれの倍近い距離を飛んできたぞ」

「あ、いや、マルケス殿を疑ってるわけじゃないんだ。ただ、あんな距離を直射できる兵器なんて見たことがないもんでな」

「うむ。私も初めて見た時は驚いたぞ。はるか後方から狙いたがわずまっすぐ飛んできて、兵の手足や頭を吹き飛ばしたんだからな」

　悔し気に表情を
歪
 ゆが

 ませるマルケス。

　カイレンと再会してから、マルケスはそれまでのとげとげしい態度は一切見せず、礼節をもってカイレンに接していた。

　それどころか、
砦
 とりで

 陥落の非は自分に寄るところが大きいと頭まで下げたのだ。

　それほど、彼にとってアルカディア軍との戦いは衝撃的だったのである。

　カイレンはかなり面食らったが、自分の面子を潰すことをいとわず頭を下げた彼に感心していた。

　そういうわけで、今ではこうして肩を並べて新兵器の見学をしているのである。

「それはそうと、フィレクシア技師の体調は大丈夫なのか？　時折咳き込んでいるようだが」

「ああ、俺ももう少し休んでいろとは言ったんだが、どうにも言うことを聞かなくてな……」

　フィレクシアは熱も下がり、体調は持ち直しつつあるのだが、いまだにけほけほと苦しそうな咳をしていた。

　もうしばらく休んでいなければいけないのは明らかなのだが、本人が作業にかかると言って聞かないのだ。

　とはいっても無理してまた倒れられても困るので、適時休憩を挟みながらという約束をさせ、この３日間作業に当たっていた。

「むう、どうにも心配だな……そうだ、兵たちに風呂を作らせてみてはどうだ？　湯で温まってしっかり休めば、幾分違うと思うのだが」

「あ、ああ……」

「……なんだ。気持ち悪いものでも見るような目をしおって」

　カイレンの視線に、マルケスが
憮
 ぶ
 然
 ぜん

 とした顔で答える。

「いや、今まで散々『頭が足りない』だのなんだの言ってたのに、どういう心境の変化かと」

「彼女に対する認識が変わっただけだ。技師としては、すこぶる優秀なようだからな。だが、人との接し方はポンコツと言わざるを得ないとは思っているぞ。しっかり教育しておけ」

「ポンコツって……」

「それにまあ、見方を変えれば可愛げもあるしな。私の孫娘とも歳は近いことだし、いちいち目くじらを立てるのはもうやめたのだ」

「そ、そうか。まあ、俺としてはそう言っていただけるのならありがたい。俺や兵たちも含めて、今までの非礼、謝らせてくれ」

　おずおずと頭を下げるカイレンに、マルケスが「ふっ」と小さく笑った。

「何だ、いいところもあるではないか。そういう礼節が大切なのだ。謝罪を受け入れよう」

「あ、ああ。すまなかった。何分、肩肘張ったものは苦手なもので」

「うむ。若いにしても、そなたは少し奔放すぎるぞ。もっと他者に気を使うべきだ。いいか、組織というものは――」

　マルケスが説教モードに入り、くどくどと組織とは何たるかについて語り出してしまった。

　カイレンが「これは余計な真似をしたか」と内心謝ったことを後悔し始めていた時、背後から
蹄
 ひづめ

 の音が響いてきた。

　２人して、そちらを振り返る。

「おじいさま！」

「……アーシャ？」

　ラタに乗って現れた少女の姿を見て、マルケスがぎょっとした顔になった。

　ウェーブのかかった長い金髪の、気品ある顔立ちの少女だ。

　歳のころは、14
 、15
 といったところだろうか。

　アーシャは２人の前まで来ると、ラタを飛び降りてマルケスに飛びついた。

「おじいさま！　ああ、よかった！　ご無事でしたのね！」

「ど、どうしてお前がここにいるのだ!?
 　大学はどうした!?
 」

「そんなもの、おじいさまが心配で抜け出してきましたわ！　アーシャはおじいさまの
傍
 そば

 にいます！　もう離れませんからね！」

　マルケスにしがみつき、満面の笑みでのたまうアーシャ。

　カイレンがそれを
唖
 あ
 然
 ぜん

 とした顔で見ていると、マルケスは顔を赤くして
咳
 せき

 ばらいをした。

「……孫娘のアーシャだ。アーシャ、こちらは第10
 軍団長のカイレン殿だ。
挨
 あい
 拶
 さつ

 しなさい」

「あら、それは失礼いたしました」

　アーシャがマルケスから離れ、カイレンに向かって優雅に一礼する。

「アーシャ・コンスピンと申します。以後、お見知りおきを」

「あ、ああ。カイレン・グリプスだ。……マルケス殿？」

　カイレンが目を向けると、マルケスは心底困ったように頭をかいた。

「すまん、しばらく席を外させてもらう。新兵器については、後で聞かせてくれ。アーシャ、こっちに来なさい」

「はい！」

　マルケスがアーシャを連れて、街へと戻っていく。

　それと入れ替わるようにして、ラタに乗ったティティスが駆け寄ってきた。

「カイレン様、お待たせいたしました。あの女性は？」

　ティティスがラタを降り、去っていくマルケスたちに目を向ける。

「マルケスの孫娘らしい。よく分からないが、勝手にここまで来ちまったみたいだ」

「お孫さんですか？」

「ああ。ったく、何が『しっかり教育しておけ』だよ。人のこと言えないじゃねえか」

「は？」

「こっちの話だ」

「カイレン様ぁ！　準備ができましたよぉー！　けほっ！　けほっ！」

　ぶんぶんとこちらに手を振り、
咳
 せき

 込むフィレクシア。

　
咳
 せき

 はしているが、表情は元気そうだ。

「おう、撃って見せてくれ。あと、それが終わったら宿に戻って休むんだぞ！」

「分かりましたぁー！」

「……あの様子なら、大丈夫そうですね」

　ティティスがほっとした様子で息をつく。

「しかし、彼女の病弱ぶりはどうにかならないのでしょうか。今が夏だからよかったものの、もしこれが冬だったら撤退中に死んでいたかもしれません」

「だな……食欲は旺盛だし、良く動き回ってるしで運動不足ってこともないはずなんだけどな。もともと、身体が弱いんだろうな」

「食欲旺盛って、彼女は好きなものしか食べないじゃないですか。お菓子や肉だけじゃなく、もっと野菜とか魚を食べてもらわないと」

「んなこと言ってもなぁ。本人が食う気がないんだからどうしようもない」

「カイレン様が甘やかすせいです。食事の時に、『これあげます』って野菜を寄こされても、なんだかんだ言って代わりに食べちゃってるじゃないですか」

　やれやれとティティスがため息をつく。

　カイレンはフィレクシアにとにかく甘く、叱るといったことをあまりしないのだ。

　カイレンは甘やかす係、ティティスが叱る係といった役割分担になってしまっている。

「これからは、彼女にもきちんと野菜を食べてもらいますからね。甘やかすのは禁止です」

「分かった。ティティスの言うとおりにするって」

　カイレンが苦笑して答える。

　その時、ガシャンという音とともに、新型バリスタから木製の矢が飛び出した。

　矢は勢いよく
藁
 わら

 束の的へと向かっていき、その手前数メートルの位置に落ちた。

「ええーっ!?
 　な、何で届かないんですかっ!?
 　皆さん、ちゃんと巻きましたか!?
 」

　フィレクシアが大声で叫びながら、隣にいる兵士たちに目を向ける。

「巻いたって。フィーちゃんだって見てたじゃんか」

「言われたとおり、ちゃんとハンドルを６回転半回したぞ」

「でもでもっ、届いてないのですよ！　ちゃんと届くはずなのに！」

「んなこと言ったって、届かなかったもんはしょうがないだろ」

「巻く数増やして、もう一回やろうぜ」

「うう、おかしいです。十分届くと思ったのに……けほっ、けほっ」

　ちらりと、フィレクシアが気まずそうにカイレンを見る。

「カ、カイレン様！　もう一回！　もう一回だけやらせてください！」

「いいぞ。ただし、次もダメだったら夕食は野菜全部食うんだぞ」

「ええっ!?
 」

　生ぬるい条件を出すカイレンを、ティティスが横目で
睨
 にら

 む。

「ダメだったら、じゃありません。どんな結果になっても野菜は全部食べさせます。もうお残しは許しません」

「ええーっ!?
 」

　フィレクシアの悲痛な叫びが、辺りにこだました。










番外編　氷と笑顔で未来を掴め！






　昨年まで、イステリアにおける夏の到来とは、とある商売の大きなかきいれ時を意味していた。『水売り』である。

　夏になると、当然ながらどこもかしこも暑くなる。

　暑くなれば、冷たい水が飲みたくなる。

　そんな人々の需要を満たすため、水売りたちは川で
汲
 く

 んだ冷たい水を樽に入れ、街のあちこちを荷車を引いて売り歩くのだ。

　通りを行き交う人々は、水売りを見かけると「一杯おくれ」と声をかけ、水樽の底でよく冷やされた銅の
椀
 わん

 で水をもらうのである。

　売られる水には果物の果汁や香草で香り付けがされており、暑さで参っていた人々は一時の清涼感を楽しむのだ。

　ところが今年は、
一
 かず
 良
 ら

 が行った井戸の大規模改善施策によって良質で冷たい水が街のいたるところで手に入るようになってしまったため、水売りという商売の売れ行きはイマイチとなっていた。

　そんななか、イステリアの高級商業区画に店を構えるクレアの雑貨屋では、孤児院からやってきた少女たちが浮かない表情でクレアを見つめていた。

　いつも下働きをしている少女たちだけではなく、この店に来るのは初めての少年少女が20
 人近くも部屋に詰めている。

「ふむ、何か代わりの商売か」

　少年少女たちを前に、クレアが
顎
 あご

 をさする。

　いつも夏になると、孤児院の子供たちは水売りを行って小遣い稼ぎをしていた。

　これはクレアが提案したもので、孤児院の運営者にもクレアから話は通してあり、稼ぎはすべて子供たちのものとなっていた。

　将来、彼らが孤児院を巣立つ年齢になった時に、少しでもお金を蓄えておければという考えからである。

　こつこつ貯めた貯金を元手に、商売を始めてみるなり、住む場所を借りるなりすればいいと皆には話してあった。

「確かに、前の年の半分以下っていうんじゃ面白くないね」

「うん。まだ３日しかやってないけど、去年に比べて全然売れないの」

「昨日なんてすごく暑かったのに、お昼までやって10
 人しか買ってくれなかったんだよ」

　２人の少女が困り顔で言う。

　水は１杯１アルで売っているのだが、香り付けの香草や果物などをクレアから買って商売しているため、売れ行きが悪いと皆の手元にほとんどお金が回らなくなるのだ。

　顔見知り価格として、かなりの、というより、タダ同然な価格でクレアは材料を融通してやっている。だが、昼までやって10
 アルしか稼げないのでは、いくら材料費が安いとはいってもタダ働き同然である。

　さすがにこれは割に合わないと子供たちは考え、クレアに何かいい知恵はないかと相談したのだ。

「なるほどね。よし、そういうことならアテはあるよ。今から、そいつのところに行ってみようじゃないか」

「ほんと!?
 　よかったぁ」

「クレアさん、ありがとう！」

　少女たちがほっとした顔になる。

「でも、アテって誰のこと？」

　少女の一人が聞くと、クレアはにやりとした笑みを浮かべた。

「水が売れなくなった原因を作った奴のことさ。ま、いいから付いておいで」





「――というわけなんだ。お前さんが悪いって言ってるわけじゃないんだが、ちょいと手を貸してもらいたくてね」

　数時間後。

　ナルソン邸の会議室で、
一
 かず
 良
 ら

 はクレアの話を聞いてふむふむと
頷
 うなず

 いていた。

　隣にはバレッタとリーゼもおり、一緒に話を聞いている。

　子供たちも席についており、皆が緊張した顔をしていた。

　初めて来る領主邸に落ち着かない様子で、室内をきょろきょろと見渡している。

「なるほど、そんなことになってたんですか。井戸を掘ったら潰れる商売があるとは思わなかったな……」

「誰かが何か新しいことを始めれば、必ずどこかであおりを食う人間は出るものさ。ま、仕方のないことだけどね」

「いや、知らなかったとはいえ、悪いことしちゃいました。何か代わりのお仕事を考えないと」

　
一
 かず
 良
 ら

 は、バレッタ
伝
 づた

 いに聞いて、クレアが孤児たちの仕事の面倒を見ていることは知っていた。

　孤児たちが将来まともな仕事に就けるよう、手に職を付けさせるためにあれこれしていると聞いて、失礼な話ではあるが「意外だ」と驚いたものだ。

「子供たちでもできる仕事ってなると、重労働は避けたいですね」

「それなら、貴族の子供のお守りなんかはどうですか？」

　はい、とバレッタが手を上げて提案する。

「皆、孤児院で他の子たちの世話をするのには慣れてると思いますし、適任に思えます。お客さんは私たちが探せば、身元もしっかりしてるし安心だと思います」

「なるほど、それはいい考えですね」

「んー、それはちょっと無理じゃないかなぁ」

　リーゼの声に、
一
 かず
 良
 ら

 とバレッタが小首を傾げる。

「え、何でだ？　そりゃあ、勉強とか見るのは無理だろうけど、遊び相手になるくらいはできるだろ？」

「それはそうだけど……たぶん、雇ってくれる貴族はあんまりいないと思うよ。そういう人たちって、子供は使用人に面倒を見させてると思うし。遊び相手にっていうのも、難しいと思う」

　リーゼが言葉を選びながら答える。

　その口調に、
一
 かず
 良
 ら

 も「そういうことか」と内心
頷
 うなず

 いた。

　要は、貴族のような気位の高い者たちが、孤児院の子供と自分たちの子供を一緒に遊ばせることを良しとしない、ということなのだろう。

「そっか……そしたら、街の人たちを相手にそういう商売を始めたらどうかな？　専用の施設を造って、そこで子供たちをまとめて預かるってのは」

「保育園とか託児所みたいな感じですね」

　
一
 かず
 良
 ら

 の提案に、バレッタも賛成とばかりに
頷
 うなず

 く。

　リーゼも、うんうんと
頷
 うなず

 いている。

「そうだね、それなら大丈夫じゃないかな。ただ、それだと場所が必要になるよね」

「だな。どこか土地を買い上げて、そこに施設を新しく作らないとな」

「工房の
傍
 そば

 とか、敷地内に施設を造るっていうのはどうですか？　職人さんたちも、きっと助かると思います」

「いやいや、それじゃダメだろ。本末転倒だよ」

　勝手に話を進める３人に、クレアが呆れたように言う。

「え、何でですか？」

「お金の問題さ。そんな大掛かりな施設を造っても、土地代や建設費の返済なんて、とてもじゃないができないよ」

「ああ、それなら気にしないでいいですよ。施設を造るお金はこっちで出しますから」

「だから、それがダメだって言ってるんだよ」

　ぴしゃりと言うクレアに、
一
 かず
 良
 ら

 が困惑顔になる。

「え、何でです？」

「これは商売の相談なんだよ。この子たちには、自分たちでお金を稼ぐ方法を学んでもらわないといけないんだ。他人を当てにして商売するなんて、そんな甘ったれた方法に慣れちまったら将来ろくなことにならないよ」

「な、なるほど……」

「子供だからって、甘やかすのはやめておくれ。自分たちのできる範囲内で、どうにか稼げる方法を探せるようになってもらわないといけないからね」

「クレアさんの言いたいことは分かりました。でも、そうなるとどんな仕事をやればいいか……」

　うーん、と
一
 かず
 良
 ら

 が考え込む。

「そんな大掛かりな仕事じゃなくていいんだ。夏の間にやってた水売りの代わりになるような仕事があれば、それでいいんだよ。それにもともと、この子らが働けるのは夏の間だけって約束になってるからね」

「短期間のお仕事がいいってこと？」

　リーゼの質問に、クレアが
頷
 うなず

 く。

「そのとおりだ。孤児院の運営者には無理言ってこの子らを働きに出させてもらってるから、夏が終われば孤児院に戻って、小さい子らの面倒を見させたり施設の手伝いをさせないといけないからね」

　下働きの娘らは別だがね、とクレアが付け足す。

　孤児院には孤児院のルールがあり、子供たちは面倒を見てもらうだけではなく、手伝いもしないといけないのだ。

「なら、いいのがあるじゃん。カズラ、氷だよ、氷」

「氷？　カキ氷と冷蔵庫のことか？」

　リーゼと
一
 かず
 良
 ら

 のやり取りを見て、クレアがにっと笑みを浮かべる。

「そうだ、それだよ。どうやらお前さんたちは、山で切り出してきた氷を使って面白い商売を始めたらしいじゃないか。それに一枚噛ませてもらおうと思ってね」

　氷関係の事業はまだ始まったばかりで、少数生産した冷蔵庫を裕福な貴族や豪商に売り込みをかけている段階だ。

　カキ氷の販売はまだ行っておらず、近いうちにイステール家から直営店を高級商業区画に出す予定となっている。

　ちなみに、山の
氷
 ひ
 室
 むろ

 から運んできた氷は、軍事区画の地下訓練場を一部改装して保管庫として使っていた。

「クレアさん、どこでその話を聞いたんですか？」

「付き合いのある商売仲間から宣伝されたんだよ。『なかなかの逸品だし、お前もどうだ』ってね。見せてもらって、『これは売れる』と確信したよ」

「そうだったんですか。評判はどんな感じです？」

「かなり話題になってるよ。夏でも冷えた果物が食べられるし、氷を入れた飲み物が飲めるようになるってね。買った奴の家に、いろんな連中が連日押しかけてるほどさ」

　それを聞き、バレッタがほっとした表情になった。

「よかった。ちょっとふっかけた値段にしちゃったんで、上手くいくか心配してたんです」

「まあ、なかなか高い買い物だからね。１台４万アルなうえに、氷の継続購入も契約に含まれるんじゃ二の足を踏みそうなものだが、逆にそれがよかったみたいだよ」

「高いほうが魅力的に見えるってやつですよね？」

　バレッタの
台詞
 せりふ

 に、クレアが
頷
 うなず

 く。

「ああ、そのとおりだ。下手に安くするより、思いっきり高くしたほうが、金持ち連中は興味をそそられるからね。まったく、上手いことやったもんだよ」

　氷式冷蔵庫は、まずは初期生産分を『希少な新製品』とうたって富裕層に売り込みをかけることになっていた。

　珍しいうえにとてつもなく便利なものを手に入れれば、他の貴族や豪商に自慢ができる。

　自己顕示欲の強い者たちにとっては、魅力的な商品なのだ。

　そのうえ、『イステール家がまず自分のところに話を持ち掛けてきた』という
箔
 はく

 まで付くというおまけ付きである。

　さらに、購入者には他に買いたいという者を紹介してもらい、冷蔵庫の購入と氷の継続購入契約が成立すれば、紹介した者には感謝の印としてイステール家の家紋入りの銀杯と感謝状が贈られることになっている。

　これはバレッタが提案したもので、ご丁寧に銀杯には１つずつ製造番号が彫られているという、コレクター魂を刺激する極悪な、もとい、賢い方策を取っていた。

「すでに購入を決めてる連中もかなりいるみたいだよ。今のうちに、その冷蔵庫ってのをたくさん作っておいたほうがいいだろうね」

「うわ、本当にバレッタさんの言ったとおりになりましたね。これは大
儲
 もう

 け間違いなしだ」

「ちょっとあくどいかなって思ったけど、さすがバレッタだね！」

「あ、あはは。上手くいってよかったです」

　それで、とバレッタがクレアに目を向ける。

「えっと、この子たちには、氷の配送をお願いするってことですか？」

「いやいや、そうじゃないよ。配送じゃなくて、氷入りの水を街で売るのさ。この暑さなら、きっと皆飛びつくだろうからね」

「なるほど。でもそれなら、カキ氷屋さんを手伝ってもらったほうがよさそうですね」

　バレッタが言うと、クレアは意外そうな顔になった。

「カキ氷？　そういえば、さっきもそれ言ってたね。氷を使った食べ物か何かかい？」

「はい。専用の機械で氷を細かく砕いて、それに煮詰めた果物の汁をかけるんです。冷たくてシャリシャリしてて、すごく
美味
 おい

 しいんですよ」

　バレッタの説明に、子供たちから「わぁ」と声が上がった。

「なるほど、それは
美味
 うま

 そうだ。氷の備蓄は十分にあるのかい？」

「はい。大きなため池１つ分氷を作りましたから、それなりには」

「ふむ。冷蔵庫用と、そのカキ氷用で氷を分けないといけないわけだね。無尽蔵とはいかないってことか」

「ああ、それなら大丈夫ですよ。氷はいくらでも――」

「ちょ、ちょっと！」

　思わず余計なことをしゃべり出した
一
 かず
 良
 ら

 を、リーゼが慌てて止める。

　実は、屋敷の作業部屋には業務用製氷機がすでに用意されているのだ。

　ジルコニアが『カキ氷は絶対に大人気商品になる』と熱弁し、貯蔵分の氷だけでは足りなくなると断言したために、急遽
一
 かず
 良
 ら

 が日本で製氷機を１台買ってきたのだ。

　ついでに、金属製の手回し式カキ氷機も６機ほど買ってきた。

　現在、ジルコニアは製氷機で作った氷を「試食」と称して、作業部屋でエイラとマリーを巻き込んでカキ氷パーティーを開催している。

「ん？　氷はいくらでも？」

「あ、いや……実はため池はいくつか作ってありまして、氷の備蓄に関しては心配しなくても大丈夫なんです」

「おや、そうだったのか。なら、夏の間中、商売はできそうだね。店の従業員に、この子たちを使ってもらうってのはできるかい？」

「ええ、大丈夫ですよ。全員雇います。お給料は売上に応じて、日払いで出しますね」

「それはよかった。店を出す場所は決まってるのかい？」

「高級商業区画の中央広場に、出店を出すことになってます。夏季限定ですし、露店で十分かなって」

「そうか。それならすぐに商売を始められそうだね」

「はい。明日からでも、やってみましょうか」

「よし、決まりだ。ほら、お前たち、この兄さんにお礼を言いな」

　ありがとうございます！　と子供たちが一斉に頭を下げる。

「どういたしまして。それじゃ、売る物を知らないってのも良くないし、皆にもカキ氷を食べてもらおうかな」

　ばっと、子供たちが顔を上げる。

　皆、期待に
瞳
 ひとみ

 が輝いていた。

「ふふ、そうですね。ジルコニア様には悪いですけど、カキ氷機を貸してもらいましょうか」

「ええ、そうしましょう。それじゃ、準備してくるから皆は待っててね」

「すっごく
美味
 おい

 しいから、期待しててね！」

　３人は席を立ち、会議室を出るのだった。





「お母様、いくらなんでも食べすぎなのよ。昨日なんて、お風呂上がりにカズラの部屋に押し掛けて食べてたんでしょ？」

　廊下を並んで歩きながら、リーゼが
憮
 ぶ
 然
 ぜん

 とした顔で言う。

「うん、いきなり入ってきて、暑い暑いって言いながらエアコンの温度を16
 度にして、カキ氷を３杯食べて帰って行った。俺も半ば無理やり一緒に食わされたぞ」

「お、お腹壊しそうですね。ジルコニア様、よく平気だなぁ……」

　バレッタが苦笑する。

　これまでもジルコニアは毎日カキ氷を食べていたのだが、時期が夏に近づくにつれ、食べる量と
頻
 ひん
 度
 ど

 がかなり増えていた。

　水分をすべてカキ氷で摂っているといっても過言ではないほどだ。

「何かあの人、冷たいものに極端に強いですよね。薄い寝間着１枚であんなに氷食べて、俺だったら間違いなく身体壊してますよ」

「……まさかとは思うけどさ、カズラ、お母様とデキてたりしないよね？」

　リーゼが疑るような視線を、
一
 かず
 良
 ら

 に向ける。

「んなわけあるか。どうしてそういう話になるんだよ」

「だって、カズラとお母様って、何だかすっごく仲良くない？　普段から距離も近いし、仲良すぎるように思えるんだけど」

「気のせいだって。歳も近いし、気が合うから話が弾むんだよ。自分の母親に何てこと言ってんだ。ねえ、バレッタさん？」

「わ、私も少し、その……仲良すぎっていうか、ジルコニア様の態度が、カズラさんの前でだけ少し違うような気がして、もしかしてって……」

「２人とも
酷
 ひど

 くない!?
 　俺、不倫なんてしてないからね!?
 」

　そんな話をしながら部屋にたどり着き、扉を開ける。

　冷やりとした冷気が、部屋の中から流れ出てきた。

「あら、３人ともいらっしゃい」

　お気に入りの赤いガラスのカキ氷皿を手に、ソファーに腰掛けたジルコニアが
微
 ほほ
 笑
 え

 む。

　彼女の前では、エイラとマリーがせっせとカキ氷機のハンドルを回していた。

「寒っ!?
 　昨日もそうでしたけど、エアコン効かせすぎじゃないですか？　あんまり身体冷やすと毒ですよ？」

「熱いお茶も一緒に飲んでますから、大丈夫ですよ。カズラさんたちもカキ氷、一杯どうですか？」

「いや、遠慮しときます。それより、そのカキ氷機を借りたくて」

　小首を傾げるジルコニア。

　
一
 かず
 良
 ら

 がクレアとのやり取りを説明すると、なるほど、と
頷
 うなず

 いた。

「子供たちを売り子に、ですか。それは名案ですね」

「でしょう？　明日から、高級商業区画の中央広場に出店を出そうと思って」

「あら、ということは、お店はそこだけで出すんですか？」

「とりあえずは、そのつもりです。別区画のほうがいいですか？」

「いえ、そういうことではなくて、いろんな場所で売るべきなんじゃないかなって」

「いろんな場所？」

「はい。どうせなら、たくさんの人に食べてもらいたいじゃないですか」

　ジルコニアが氷を載せたスプーンを
頬
 ほお
 張
 ば

 り、
頬
 ほほ

 を緩める。

「誰でも手が届くお値段にして、１人でも多くの人に楽しんでもらいたいです。特に、子供たちに食べてもらいたいですね」

　それに、とジルコニアが続ける。

「お金は冷蔵庫を売れば十分稼げる予定ですし、保冷用の氷も継続購入契約させますから、毎年収益は増え続けます。でもカキ氷は、誰でも気軽に食べられるものにしたいんです。食べれば皆、笑顔になれますからね」

「……はい、そうですね。ぜひそうしましょう」

　もともと庶民にも手が届く価格での売り出しを
一
 かず
 良
 ら

 は考えていたのだが、ジルコニアの「食べれば笑顔になれる」という言葉にとても感銘を受けていた。

　人を笑顔にしたいから、という優しい言葉を彼女から聞けて、とても嬉しかったのだ。

「よかった。明日は私も売り子をやりますね。あちこちで手分けして、カキ氷屋さんを大成功させましょう」

「えっ、ジルコニアさんが売り子をするんですか？」

「はい。自分の目で、皆が食べて喜ぶ姿が見たいんです」

　ジルコニアが空になった皿をテーブルに置き、立ち上がる。

「まずは、売り子をしてくれる子供たちの笑顔を見に行きましょうか。エイラ、マリー、製氷機から氷を出して。カキ氷機は私が持っていくから」

「かしこまりました」

「ジルコニア様、シロップも全部持って行きますか？」

　マリーの質問に、ジルコニアが笑顔で
頷
 うなず

 く。

「ええ、もちろん。たくさん食べてもらいましょ。カズラさんが持ってきたシロップも、持って行っていいですか？」

「ええ、いいですよ。出店で売り出す時は、それも使っちゃいましょう。身体も元気になるはずですし、夏バテしてる人たちにはもってこいですよ。あんまり量はないので、初日限定とかになりそうですけど」

「そのシロップは子供限定にしたらどうかな？　並ぶ列も、大人と子供は別にしてさ」

　リーゼの提案に、バレッタも
頷
 うなず

 く。

「そうですね、それがいいです。大人も子供も一緒の列にしちゃうと、すごく並ぶことになりそうですし」

「いい考えね。きっと皆、元気になれるわ」

　こうして、カキ氷の大試食会が急遽行われることになったのだった。





　数十分後、ナルソン邸の中庭では、子供たちがカキ氷を
頬
 ほお
 張
 ば

 り、幸せそうに
頬
 ほほ

 を緩めていた。

　外で食べたほうが
美味
 おい

 しいだろうとジルコニアが提案し、こうして皆で外に出てきたのだ。

「
美味
 おい

 しい！　夏に氷が食べられるなんて夢みたい！」

「こんなに
美味
 おい

 しいもの、初めて食べた……幸せ」

　子供たちはそれぞれ木陰に腰掛け、
美味
 おい

 しそうにカキ氷を口にしている。

「でしょう？　明日から、皆にはこれを売るのを手伝ってもらうわ。休憩時間になったら好きに食べていいからね」

　子供たちの間に座り、一緒に氷を
頬
 ほお
 張
 ば

 りながら優しい声で言うジルコニア。

　何とものどかな光景だ。

　クレアもイスに座り、氷を口にして感心した様子で
頷
 うなず

 いていた。

「ううむ、これは
美味
 うま

 いね。すぐに評判になって、街中の人が集まってきそうだ」

「でしょう？　これは、たくさん氷を用意しないとだなぁ」

　
一
 かず
 良
 ら

 がしゃりしゃりとカキ氷を食べながら、どれくらい用意すべきかと頭をひねる。

「カキ氷機はカズラさんが用意したものと、こっちで作ったもので合計８台ありますから、かなりの量の氷が必要になりそうですね」

　バレッタがスプーンを口に運び、
美味
 おい

 しい、と
頬
 ほほ

 を緩める。

　食べているのは、メロン味のシロップをかけたカキ氷だ。

　彼女の言うとおり、行列ができ始めたらすさまじい量の氷が消費されることになるだろう。

　今から製氷機を全力稼働させて、明日に備えたほうがよさそうだ。

「冷蔵庫用の氷もいくらか切り出して、カキ氷用に回したら？　まだ冷蔵庫は売り始めだし、生産量の調整は利くしさ」

　リーゼの提案に、
一
 かず
 良
 ら

 が
頷
 うなず

 く。

「うん、そうしようか。まあ、どんなに多くても１日で何トンも使うことにはならないだろうし」

「ふふ、今から楽しみです」

　そうしてしばらくの間カキ氷の試食会をし、その日は解散となったのだった。





　翌日の午前中。

　
一
 かず
 良
 ら

 はマリーと数人の子供たちを伴って、街の外周付近にある一般商業区画へとやってきていた。

　２人とも、通りを行き交う人々と同じような服装をしており、一般市民に
扮
 ふん

 している。

　出店を出す場所は計４カ所で、バレッタとハベル、リーゼとエイラ、ジルコニアとアイザックがそれぞれ違う場所で出店を出すことになった。

　当初、ジルコニアが
一
 かず
 良
 ら

 と組んで出店を出すと言い出したのだが、バレッタとリーゼが猛反対したため、のような配置となった。

　カキ氷機はそれぞれ２台ずつで、氷を作る係は大人の役目となっている。

　子供たちは、行列の整理や皿洗いといった雑用担当だ。

　ちなみに、護衛兵や使用人は連れておらず、店はすべて
一
 かず
 良
 ら

 たちだけでやることになっている。

　商業区画には常に警備兵が数人巡回しているので、何か騒ぎがあっても彼らが助けてくれるだろう。

「はあ……それにしても、ジルコニアさんも２人をからかうようなこと言わないで欲しいな」

　出店の準備をしながら、
一
 かず
 良
 ら

 がぼやく。

「バレッタ様とリーゼ様のことですか？」

「ええ。なんか２人とも、俺とジルコニアさんがデキてるんじゃないかって疑ってるんですよ。さっきだって、ジルコニアさん、絶対分かってて『カズラさんと一緒にやりたい』とか言ったんでしょうし」

「あはは……確かに、何だか面白がって言ってる感じはしましたね」

「でしょう？　いくらなんでも度が過ぎてるっていうか、もう少し何とかして欲しいです」

「でも、カズラ様とジルコニア様、すごく仲良しですよね。何も知らない人が見たら、恋人同士に見えちゃうかもしれないです」

　
一
 かず
 良
 ら

 がぎょっとした顔でマリーを見る。

「え、マジですか。そんなに距離が近く見えます？」

「はい。なんだかお似合いというか……って、こんなこと言っちゃダメですよね」

「ううむ……それはさすがにまずいな。少し距離を置くようにするか……」

「あ、でも、そんなことしたら、ジルコニア様が悲しむと思います。すごく仲良しだから、そうやってからかったりできるんだと思いますし」

「ええ……じゃあ、現状維持が一番いいってことですか？」

「そ、それもちょっとよくないですよね……もしよろしければ、私のほうからジルコニア様に控えるよう言っておきましょうか？」

　思わぬ提案に、
一
 かず
 良
 ら

 が驚いてマリーを見る。

　今まで、マリーはジルコニアを
畏
 おそ

 れているというか、話す際にもかなり緊張しているように見受けられたからだ。

「え、いいんですか？　というか、大丈夫ですか？　ジルコニアさんにそんなこと言えます？」

「はい、大丈夫です。後で言っておきますね」

　にこっと可愛らしく
微
 ほほ
 笑
 え

 むマリー。

　マリーは連日のようにカキ氷作りに付き合わされているうちに、ジルコニアとかなり打ち解けていた。

　屋敷に来た当初はどこか怖い人物なのではと思っていたのだが、そんなことはまったくなく、むしろ優しくておしゃべり好きな人物という印象に変わっていた。

　実のところ、
一
 かず
 良
 ら

 が来るまではジルコニアは当初のマリーが受けた印象どおりの人物だった。

　ジルコニアとて他人に威圧感を与えないよう気を付けてはいたのだが、どこかピリピリした雰囲気は節々から漏れ出ていた。

　しかし、領内のもろもろの事情が急激に改善され、心にゆとりができた結果、元の性格が表面に出るようになったのだ。

　加えて、性格的に合う
一
 かず
 良
 ら

 という同等の立場の人物が身近にできて、とても仲のいい友達のような間柄になった結果、今のような状態となっていた。

「そっか。じゃあ、お願いしようかな」

「はい、お任せください」

　そうして話しながら出店の準備をし、いよいよカキ氷を売り出す支度が整った。

　大きなパラソルの下にテーブルが置かれ、２台のカキ氷機が設置されている。

　背後の荷馬車には、氷を入れたクーラーボックスがいくつも積んである。

　氷は少し多めに、１００キロ近く用意した。

「よし、それじゃあ始めましょうか。呼び込み開始！」

　
一
 かず
 良
 ら

 が手を叩いて宣言する。

　子供たちは元気に返事をすると、一斉に声を張り上げた。

「甘くて冷たいカキ氷はいかがですかー？　一杯３アルですよー！」

「珍しい氷のお菓子ですよー！」

　子供たちの声に、近場を歩いていた人々がなんだなんだと寄ってくる。

　皆、物珍しそうにテーブルの上のカキ氷機に目を向けた。

「氷のお菓子？　この暑いのに、氷があるのかい？」

　行商人のいで立ちをした中年の男が、呼び込みをしている少女に話しかける。

「はい！　氷を削ったお菓子です！」

「……本当に氷があるのかい？　今は夏だよ？」

　男が
怪
 け
 訝
 げん

 そうな顔で
一
 かず
 良
 ら

 を見る。

「ええ、本当です。少々お待ちを」

　
一
 かず
 良
 ら

 が荷馬車から四角い氷の
塊
 かたまり

 を運んでくると、見物人からどよめきが起こった。

「な、何で夏なのに氷があるんだ!?
 」

「実はイステール家が冬の氷を夏まで貯蔵する方法を発明しまして。街の人たちに氷を楽しんでもらおうということで、氷菓子のお店を出すことになったんですよ」

「イステール家が？　ということは、この店はイステール家が出資してるのか？」

「ええ、そうです。ほら、荷馬車に家紋が付いているでしょう？」

　
一
 かず
 良
 ら

 が荷馬車を指差す。

　荷馬車の木枠にイステール家の家紋の焼き印があるのを見て、男が「おお」と声を上げた。

「なるほど、そういうことなのか。なら、おかしな物を食わされるってわけじゃないな」

「もちろんです。どうです、一杯食べてみませんか？」

「ああ、頂くよ。ほら、３アルだ」

「あ、お代はこの娘に渡してください」

　
一
 かず
 良
 ら

 の隣にいた少女が、集金用の木箱を手に男に歩み寄る。

　首には売り上げカウント用の数取器（カチカチ押すたびに数字が１ずつ増えるアレ）をぶら下げていて、カチ、と一度押して本日最初の売り数を記録した。

「おお、そうか。はい、３アルね」

「ありがとう！」

　にこっと少女が明るい笑顔を向ける。

　その姿に、男もつられて笑みを浮かべた。

「マリーさん、一杯お願いします」

「はい！」

　
一
 かず
 良
 ら

 が氷の
塊
 かたまり

 をカキ氷機にセットし、マリーがハンドルを回す。

　しゃりしゃりという小気味いい音が響き、陶器の器にふわふわの氷が盛られていった。

　その頃には出店を取り囲むようにして人垣ができており、どんどん積み上がっていく氷に盛大な歓声が上がった。

「できました！」

　マリーが
一
 かず
 良
 ら

 にカキ氷の盛られた器を手渡す。

　男は
驚
 きよう
 愕
 がく

 の眼差しで、カキ氷を見つめる。

「す、すごいな。よくこんなもの考えたな……」

「味付けはどうします？」

「味付け？」

「ええ。果物を煮詰めたシロップをかけて食べるんです。この中から選んでください」

「え、ええと……どれかお勧めはあるかい？」

　10
 種類近く並んでいるシロップ入りの壺をのぞき込み、男が言う。

　壺の前にはそれぞれ、何のシロップかが書かれた木板が置かれている。

　メロンやブルーハワイといったシロップも置かれており、それらには『お子様限定シロップ』と書かれていた。

「そうですねぇ、この冬イモとミルクのシロップなんてどうでしょう。上品な甘さで、とても
美味
 おい

 しいですよ」

「じゃあ、それを頼むよ」

「かしこまり！」

　おたまでシロップをすくい、カキ氷にたっぷりかけてスプーンと一緒に男に手渡す。

　男はそれを受け取ると、さっそく一口
頬
 ほお
 張
 ば

 った。

　皆が固唾を飲んで、それを見つめる。

「っ！　こ、これは
美味
 うま

 い！　氷って、こんなに
美味
 うま

 かったのか!?
 」

　
驚
 きよう
 愕
 がく

 した顔で言う男に、
一
 かず
 良
 ら

 とマリーがほっと息をつく。

「でしょう？　さあ、他に食べたいかたは――」

「私にも１杯くださいな！」

「俺も１杯くれ！」

「お母さん、僕も食べたい！」

「そうね、食べてみましょうか」

　
一
 かず
 良
 ら

 の呼びかけに被せるようにして、見物人たちが一斉に手を上げる。

「１人ずつ、順番に並んでください！」

「大人の人は左側にどうぞ！　右側は子供専用です！」

　子供たちが勇んで列の整理を始め、本格的にカキ氷販売が開始された。





　数時間後。

　
一
 かず
 良
 ら

 とマリーは汗だくになりながらも、ひたすらカキ氷を作り続けていた。

　カキ氷に対する人々の反響は予想をはるかに上回り、今や行列の終わりが出店からでは見えないほどにまで延びてしまっていた。

　用意した氷はほぼ底を尽きかけていて、子供の１人にお願いして氷を取ってくるように屋敷に送り出している。

「う、腕がもげそう……」

　疲労でパンパンになった腕で、なおも氷を削りながら
一
 かず
 良
 ら

 がうめく。

「カズラ様、大丈夫ですか!?
 　後は私がやりますので！」

　マリーがものすごい勢いでカキ氷を作りながら、
一
 かず
 良
 ら

 に言う。

　マリーは首からタオルをかけており、髪も服も、滝のような汗でぴったりと肌に張り付いてしまっている。

　だが、さすがは身体能力強化済みというだけあり、まだまだ体力的には余裕がありそうだ。

「だ、大丈夫です。まだやれます。それより、こんなに氷を使うことになるなんて思わなかったです。これじゃあ、製氷機１台で２カ所しかカバーできないな……」

　
一
 かず
 良
 ら

 が買ってきた業務用製氷機は一日の製氷量が２３０キログラムのもので、かなりの高性能品である。

　しかし、それほどの製氷能力があっても、ここまで人が並ぶようではあっという間に氷がなくなってしまう。

「これは、連日あちこちでカキ氷屋をやるのは来年まで持ち越したほうがよさそうですね……こんなことを毎日やっていたら、冷蔵庫用の氷がなくなっちゃいますよ」

「そうですね。こんなに売れるなんて思わなかったです……やるとしても、月に何度か決めて、定期的にお店を出すようにしたほうがいいですね。各商業区画を順番に回るとか」

「おお、マリーさん、それはいい考えですね。そうしましょうか」

　その後も２人がヒィヒィ言いながらカキ氷を作っていると、送り出した少女が荷馬車を連れて戻ってきた。

「おっ、戻って……って、何でジルコニアさんが一緒にいるんですか？」

　なぜか少女と一緒にやってきたジルコニアに、
一
 かず
 良
 ら

 が
怪
 け
 訝
 げん

 な顔を向ける。

　ジルコニアが担当していた商業区画は、ここから歩いて数十分ほど離れた場所のはずだ。

　ジルコニアは白いワンピース姿で、ふわりとしたこれまた真っ白な帽子を被り、『ちょっといいとこのお姉さん』といった見た目になっていた。

「ものすごい人気で氷が足りなくなっちゃって、屋敷に取りに戻っていたんです。そしたらこの子がいたんで、様子を見に付いてきてみました」

「ああ、そっちも同じでしたか。本当、ここまで人気が出るなんて思わなかったですね」

「物珍しさもあるんでしょうけどね。イクシオス、先に行ってて。アイザックが１人でやってるから、手伝ってあげてね」

「かしこまりました」

「……え？　イクシオスさん？」

　荷馬車を連れて去っていく見知った人物に、
一
 かず
 良
 ら

 が驚いた顔になる。

　イクシオスは
半
 はん
 袖
 そで

 の白いシャツ姿に茶色いズボンとサンダルで、首からタオルをかけて草編みのストローハットを被っている。

　まるで、『庭いじりをしている近所のおじさん』のような見た目になっていた。

　いつも鎧を着こんで難しい顔をしている彼しか知らない
一
 かず
 良
 ら

 にとっては、ものすごく衝撃的ないで立ちだ。

「はい。たまには軍部の仕事以外で、親子一緒に過ごさせるのもいいかなと思って。あの２人が一緒に遊びに行ったりしているの、見たことがなかったので」

「ああ、なるほど。でも、あのイクシオスさんがカキ氷機を使うのか……」

　イクシオスがしかめっ面でカキ氷機のハンドルを回している姿を
一
 かず
 良
 ら

 は想像する。

　いったい、アイザックとどんな会話が繰り広げられるのかがとても気になった。

「さてと、私はここで少し休憩させてもらいますね。カズラさんたちも、一緒にどうですか？」

「いや、この行列なんで、休むってわけには」

「兄ちゃん、俺たちが手伝うよ。嬢ちゃんと一緒に、少し休憩しな」

「ああ、２人ともすごい汗だぞ。少し休んだほうがいいって」

　地べたに座ってカキ氷を食べていた中年の男の２人組が、そう声をかけてきてくれた。

　２人とも、すでに２週目である。

「もし店仕舞い時に氷が残ってたら、１杯おまけしてくれればいいからさ。どうかな？」

「あー……それじゃあ、お願いしようかな。マリーさん、休憩させてもらいましょう」

「はい！」

　彼らに機械の使いかたを教え、カキ氷を７杯作ってもらった。

　休憩に入る
一
 かず
 良
 ら

 とマリー、そしてジルコニアと、雑用をしていた子供たちの分だ。

　それぞれ好みのシロップをかけ、皆で並んで地べたに座り、カキ氷を
頬
 ほお
 張
 ば

 る。

「んー！　これは
美味
 おい

 しいですね！」

　
一
 かず
 良
 ら

 は氷を一口食べ、そのあまりの
美味
 おい

 しさに笑みがこぼれた。

　炎天下のなか働きづめで、火照った体に氷の冷たさが染みわたるようだ。

　エイラが水筒で用意してくれた冷たいハーブティをこまめに飲んでいたのだが、やはり炎天下のカキ氷は別格だった。

「はふぅ……生き返りますね。
美味
 おい

 しいです……」

　マリーも
一
 かず
 良
 ら

 と並んで氷を
頬
 ほお
 張
 ば

 りながら、
頬
 ほほ

 を緩めている。

　子供たちも「
美味
 おい

 しい！」ととても嬉しそうだ。

　並んでいる人々や通りを行き交う人たちもそれを見て、うんうんと
頷
 うなず

 いたり列の最後尾へと駆け出したりしている。

「ふふ、言ったとおり、皆笑顔になれましたね」

　ジルコニアが
一
 かず
 良
 ら

 の右隣りでカキ氷を食べながら、嬉しそうに
微
 ほほ
 笑
 え

 む。

　彼女の言うとおり、皆とても幸せそうだ。

「こんなふうに過ごせるようになるなんて、本当に夢みたいです」

　そう言って、カキ氷を
頬
 ほお
 張
 ば

 る人々を眺め、目を細める。

「たった一年で、こんなに変わるなんて誰も想像していなかったと思います。それもこれも、カズラさんのおかげです」

「いやいや、皆の努力があってこそですよ」

「ふふ、そうですね」

　ジルコニアが人々を眺めながら、小さく笑う。

　そしてふと、
一
 かず
 良
 ら

 の手元に目を向けた。

　赤、黄色、緑、青と、虹のような色合いのカキ氷が器に盛られている。

「カズラさんのそれ、
綺
 き
 麗
 れい

 ですね。まるで虹みたいです」

「イチゴとレモンとメロンとブルーハワイのミックスです。お得な感じがして、こうやって食べるのが好きなんですよ。混ぜても
美味
 おい

 しいですし」

「へえ、そうなんですか。一口貰ってもいいですか？」

「ええ、いいですよ」

　
一
 かず
 良
 ら

 が器をジルコニアに差し出す。

「いただきます。……うん、
美味
 おい

 しいですね。香りが混ざって、よく分からない感じになってますけど」

「はは、確かにそうかも。ジルコニアさんのそれ、前に作ってたお気に入りのやつですよね？　冬イモとミャギのミルクの」

「はい。やっぱり冬イモは甘くて
美味
 おい

 しいです。一口いかがですか？」

「うん、いただこうかな」

　
一
 かず
 良
 ら

 が言うと、ジルコニアはにっこりと
微
 ほほ
 笑
 え

 んで氷をスプーンですくった。

「はい、あーんしてください」

「え、いや、ちょっと」

「どうしたんです？」

　ジルコニアがきょとんとした表情で小首を傾げる。

「いや、いくらなんでもそれは」

「えっ、もしかして、間接キスとか考えてるんですか？」

　ジルコニアが困ったように苦笑する。

　言葉に、何を言ってるんだか、といった呆れのニュアンスが感じられる。

「子供みたいなこと言ってないでください。ほら、氷が溶けちゃいますよ」

「いや、そうは言っても――」

「あ、カズラ様！　ちょっと待――」

　何かに気づいたマリーが慌てて声を上げたが、ジルコニアは隙ありとばかりに
一
 かず
 良
 ら

 の口にスプーンを突っ込んだ。

「ああっ!?
 　ちょ、ちょっと！　何やってるのよ!!
 」

「カ、カズラさん、やっぱり……」

　声のした方を
一
 かず
 良
 ら

 が見る。

　バレッタとリーゼが、数メートル先で２人並んでこちらを凝視していた。

　バレッタはいつもどおりの服装だが、リーゼは髪を結い上げ、平民服姿だ。

　２人の後ろには荷馬車が付いてきており、どうやら氷を補充して戻ってきたところのようだ。

　２人とも担当区画はここからは離れた場所なのだが、
一
 かず
 良
 ら

 たちの様子が気になって立ち寄ったのだった。

「えっ？　い、いや、違うんだって！　ねえ、ジルコニアさん！」

「ふふ、やっぱり少し恥ずかしいです……」

　ジルコニアが恥ずかしそうに
頬
 ほほ

 に片手を添え、そんなことをのたまう。

「は、ハメられたんだ！　俺は悪くない！」

「えっ？　でも、さっきは私にも『あーん』してくれたじゃないですか」

「してませんよ!?
 　２人とも、俺そんなことしてないからね!?
 」

「あ、うん。それはしてなかったね」

「してませんでしたね」

「ちっ」

「舌打ちしたよこの人!?
 　いくらなんでも、たち悪すぎない!?
 」

　その後、なんやかんやあって無事に誤解も解け、それぞれ持ち場へと戻って行ったのだった。





　その日の夕方。

　何とかカキ氷販売を終えた
一
 かず
 良
 ら

 たちは、皆でクレアの雑貨店に集まっていた。

「これが我々の持ち場の売り上げです」

　首からタオルをかけたイクシオスが、大量の銅貨が入った木箱をテーブルに置く。

　どすん、と重い音が響き、子供たちが「わぁ」と声を上げた。

「１０００杯ちょうどで店仕舞いにしました。３０００アルの稼ぎです。元がただの氷だと考えれば、十分すぎる稼ぎでしょう」

「１０００杯ですか。よくそんなに作れましたね……」

　
一
 かず
 良
 ら

 たちの売り数は６４０杯。

　イクシオスたちに比べてかなり少ないが、これはカキ氷の生産力が低い
一
 かず
 良
 ら

 のせいだ。

　マリーはそれこそ、電動カキ氷機顔負けの速度でカキ氷を量産していた。

　身体能力強化済みな者たちと、一般人な
一
 かず
 良
 ら

 の力の差が売り上げに如実に反映されていた。

「カズラ様が授けてくださった祝福の力のおかげです。なあ、アイザック」

「はい。あの程度の作業なら、
一
 いつ
 昼
 ちゆう
 夜
 や

 ぶっ続けでも大丈夫です」

　
半
 はん
 袖
 そで

 の白シャツ姿のアイザックが笑顔で答える。

　言葉のとおり、まったく疲れている様子が見られない。

「バレッタさんたちは？」

「私たちは８６１杯でした。氷が切れちゃって、そこでおしまいです」

「おお、結構作りましたね」

「はい、腕がもう限界です」

　バレッタが手をぷらぷらさせて苦笑する。

　隣ではハベルも腕をさすっており、だいぶお疲れのようだ。

　アイザックとイクシオスが、普段から規格外に鍛えているということなのだろう。

　ジルコニアもいたはずなので、３人で交代しながらできたからというのもある。

「リーゼたちはどうだった？」

「私たちは７６０杯。なんか、すごい売り上げになっちゃったね」

「よいしょ。こんなにたくさんの１アル銅貨見たの、初めてです」

　エイラがテーブルに銅貨入りの木箱を置き、やれやれと息をつく。

「カズラ様、このままだとかさばって仕方がないので、銀行で両替をしてはいかがでしょうか」

「うん、そのほうがよさそうですね。明日にでも、両替しちゃいましょう」

「すごいじゃないか。これはいい商売だね」

　クレアがにんまりと笑みを浮かべる。

「それで、それぞれの取り分はどうするんだい？」

「氷とか荷馬車の経費として１０００アルだけ引かせてもらって、残りを全員で山分けですね。全部でだいたい８５００アルくらいだろうから、一人当たり――」

「あ、あの、カズラ様」

　おずおずと、少女の１人が
一
 かず
 良
 ら

 に声をかける。

「ん、なんだい？」

「みんなで話し合ったんだけど、そのお金、クレアさんに預けようと思うの」

　そう言って、クレアを見る。

「私にかい？　そりゃどうしてだ？」

「昨日、カズラ様たちが子供を預かる施設の話をしてたでしょ？　それを作るために、貯めておこうって話になって」

「今からお金をいっぱい貯めて、いつかそういう施設を作って皆で働けたらなって。孤児院を出た後、そこで働ければ他の子たちも助かるんじゃないかって話になったの」

「クレアさん、お願いできませんか？」

　子供たちが次々に発言する。

　クレアは驚いた顔をしていたが、すぐににっこりと
微
 ほほ
 笑
 え

 んだ。

　今まで見せたことのないような、実に嬉しげで優しい
微
 ほほ
 笑
 え

 みだ。

「そうか……よし、分かった。任されよう」

　わあ、と子供たちから歓声が上がる。

「ただし、土地を買って建物を建てるっていうのは、生半可なことじゃないよ。そのことを頭に置いて、しっかり働くんだ。いいね？」

　子供たちが元気に返事をする。

「……ジルコニアさんの言ったとおりになりましたね」

　ジルコニアの隣でそれを見ていた
一
 かず
 良
 ら

 が、小声で彼女に話しかける。

「カキ氷がきっかけで、こんなに素敵な笑顔が見れるなんて思いませんでした。さすがジルコニアさんです」

「ふふ、お役に立ててよかったです。でも、１つだけ残念なことがありました」

「えっ、何がです？」

「私も、カズラさんに『あーん』ってして欲しかったです」

　ジルコニアが
頬
 ほほ

 に手を当てて顔を赤くする。

「……マリーさん、後でこのいたずらっ子によく言って聞かせておいてください」

「か、かしこまりました」

「……やっぱり、仲良すぎな気がする」

「私もそう思います……」

　こうして、
一
 かず
 良
 ら

 がリーゼとバレッタに再び不倫の疑いをかけられるというアクシデントがありつつも、カキ氷販売は大成功に終わった。

　毎日複数箇所に露店を出すことは氷の備蓄上難しいということが分かったので、製氷機で用意できる分を１日の販売数と定め、毎日各商業地区を順番に回ることになった。

　今後、夏が訪れるたびに、街は氷を
頬
 ほお
 張
 ば

 る人々の笑顔であふれることになるだろう。

　子供たちは未来を見据え、これからも人々を笑顔にし続けてくれるに違いない。
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　我が家の畑から野菜を盗んでいくおじいさんの年齢が87
 歳になったそうです。今でも毎日、夕方になって日が落ち始めて皆が帰る頃になると、元気に自転車をこいで自分の畑に出勤してきているとのことです。健康の秘訣は、毎朝食べているとろろかけご飯だとか。

　なんかもう、ここまで来たらいつまで元気でいてくれるのか、逆に見守りたい心境になってきました。でも、泥棒ダメ、絶対。

　泥棒の話はおいておいて、スイカについて役に立つかもしれない話を少し。

　我が家では毎年スイカを作っているのですが、スイカという野菜は少し変わった特徴を持っております。どんな特徴かというと、「１度もスイカを作ったことのない土地で種からスイカを作れば、どんな下手くそでも甘くて美味しい上等なスイカが収穫できる」というもの。

　もちろん、完全放置して育てようというのは論外ですが、ちゃんと肥料を与えて受粉（ハチに頼らないならば、早朝の涼しい時間帯に雄花を取って雌花に花粉を付ける。日が昇ってからでは花粉が付かない）させてあげて、雑草を抜いてあげれば、たいていの場合は美味しいスイカが収穫できます。

　ではなぜ１度もスイカを作ったことのない土地じゃないとダメなのかというと、スイカという野菜は連作障害の影響が非常に強く出る野菜だからです。本やインターネットでは５年から７年くらい空ければ大丈夫といった話もあるようですが、父の体感では10
 年は空けなければ、土地が完全には元どおりにはならないとのこと。なので、これから畑を借りてスイカを作ってみようと考えている人は、その畑で以前は何を作っていたのかをちゃんと調べてからにしたほうがいいですね。

　ちなみに、甘くて美味しいスイカを作りたいのならば、種から作ることをお勧めします。種から作ったスイカは皮がとても薄く、包丁を当てて少し力を入れただけで、ピシッと亀裂が入って真っ二つになるくらい、皮が薄くて端まで甘い果肉がたっぷりの実が付くからです。

　というわけで、「宝くじ～」シリーズ、ついに10
 巻という大台に乗ることができました。

　いつも応援してくださっている読者様、美しく魅力的なイラストで本作を彩ってくださっている黒獅子様、素晴らしい装丁デザインに仕上げてくださっているムシカゴグラフィクス様、コミカライズ版を連載してくださっているメディアファクトリー様、生き生きとしたキャラクター描写＆緻密な情景描写が光る素敵な漫画を描いてくださっている漫画家の今井ムジイ様、本作担当編集の橋本様。ありがとうございます。これからも頑張りますので、今後とも何卒よろしくお願いいたします。
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